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　どこまでも続く海と、抜けるような青い空。内海の海と空も綺き麗れいだが、この新世界ゾーナ・トルリダの海と空は、さらに輝くような青だ。

　それは、中天にぎらぎらと輝く太陽のせいかもしれない。

「暑いわね」

　最上段の甲かん板ぱんの上。布で日差しを遮さえぎった下、ハンモックに横たわる少女が一人。

　純粋な黄金色の髪に、翠玉エメラルドの輝きの瞳。ミルク色の肌に薔ば薇ら色の血色、ほっそりとした肢し体たいを包むのは、白にオレンジの薔薇の花か冠かんのドレスと、黙だまっていれば大変な美少女である。

　そう、黙っていれば。

「そう言えば、東の皇帝スルタンが治める大国の神話に、最初の世界には太陽が十個あった……っていう話があったっけ……」

　当然、大地はひび割れ干ひあがり、作物はできず、民も動物たちも困ってしまった。最初の世界だというのに、もうすでに人間がいて農のう耕こうしていたのか？　なんていうのは、言いっこなしだ。なにしろ、これは神話だからして。

　そこで、神様の一人が弓をつがえて、太陽を撃うち落としていったという。そして、一つだけ太陽を残し、世界はほどよい暑さになったと。

「なにがほどよい暑さよ！　これなら、たったひとつある太陽だって、撃ち落としたくなるわ！」

　そのたった一つの太陽が、ヴィクトリアの言葉を聞けたなら、ギョッとしたかもしれない。

　この娘ならやりかねないと。

　傍かたわらに置かれたテーブル代わりの樽たるの上には、ミントの葉で香りをつけたワイン。一口飲めば、口にさわやかな風味が広がるが、ヴィクトリアのうつうつとした気分は、少しも浮上しなかった。

　ヴィクトリアたちを乗せた白鯨ブラン・オルカ号は、うるさいマーシアの追っ手から逃のがれて、ほとぼりを冷ますため、旧大陸の内海から、新世界と呼ばれる新大陸の、小島が浮かぶ海洋へと来ていた。

　ちなみにヴィクトリアが船長カピタンを務める紅の人魚ル・セーレーン号は、先のマーシアとのドンパチの破損がひどく、旧大陸のドックにて修理中である。

　常とこ夏なつの気候と、輝く空と珊さん瑚ご礁しようが浮かぶ海とくれば、気分も浮き立ちそうだが、ヴィクトリアは少しもそんな気持ちになれない。

　なぜなら。

「姫、そろそろ、港に着きますぜ。島影が見えてきました」

「…………」

　副船長であるヴァルバトスが、ヴィクトリアに声をかける。巨体に強こわ面もて、さらには頰ほおに傷といかにも荒くれ者の船乗りといった風ふう貌ぼうの男だ。これで、なかなかに頭も働くし、冷静沈着、ヴィクトリアも、そしてこの船の船長も頼りにしている。

　そう、その船長がヴィクトリアのこのところの不ふ機き嫌げんの原因なのだが。

「ガルシアは？」

「もう、すでに大たい砲ほうのところに」

「そう」

　ヴィクトリアは差し出されたヴァルバトスの手を借りて、ハンモックから降りた。男装のズボン姿なら一人で降りられるが、ドレス姿となればそうもいかない。

　────まったく、このところ、ずっとドレスでいるのに、あのヘタレったら！

　カツカツと甲かん板ぱんに靴くつ音おとを響ひびかせて、ヴィクトリアは船の舳へ先さきへ出された大砲へと向かう。

　その横には一人の男が立っていた。長身に広い肩幅、長い足、褐かつ色しよくの肌に、対照的な白銀の髪。蒼あおい瞳。その右目は銀色の眼がん帯たいに覆おおわれているが、片方の目が損そこなわれていることなど、彼の魅力には少しも傷とはならない。銀色の獅し子しを思わせるすこぶる美び丈じよう夫ふだ。

　この船の船長カピタンであるガルシアだ。いつものように、上着には袖そでを通さず、肩に引っかけ風になびかせている。

「よう、おはよう、トリア」

「もう、昼過ぎよ」

「ハンモックでお昼寝して寝ぼけているかと思ったが」

「この暑さで寝られるわけないでしょ。横になっていただけよ」

　ヴィクトリアはガルシアのすぐ横に立つ。が、彼がさりげなく動いて半歩距離をとった。そのことに、細い眉まゆをかすかに動かす。

　このところ、いつもそうだ。ヴィクトリアが近づくと、ガルシアはさりげなく、距離をとろうとするのだ。

　────部屋で二人っきりになると、すぐに誰だれか呼ぶし……訳がわからないわ！

　二人は先日、互いの気持ちを確かめあったばかりだった。

　実はヴィクトリアは、アルコバッサという小さな島国の姫君で、将来はその女王となる身の上だ。大国マーシアに占せん領りようされたアルコバッサから、幼いヴィクトリアを連れて逃げたのが、海かい賊ぞくであるガルシアで、以来、ずっと二人は一緒だった。

　それこそ、親子のように、兄きよう妹だいのように。

　それが、先日、ヴィクトリアを捕とらえようとするマーシアとの争いの中で、二人は互いの気持ちを知ったのだ。

　互いに互いを想おもっていると。親子でも兄妹でもなく、恋人として。

　少なくとも、ヴィクトリアはそう思っている。

　ところが、マーシアの追っ手から逃れて、新世界でしばらくほとぼりを冷まそうと、このゾーナ・トルリダに向かう最中の船上で、始終ガルシアの態度はおかしかったのだ。

　とにかく、ヴィクトリアから距離をとろうとする。普通に会話をして軽口を叩たたくが、自分に指一本触れようとしない。逆に、ヴィクトリアから近づこうとすると、今のように、さりげなく離れようとする始し末まつだ。

　────なんだっていうのよ！　まったく！

　ヴィクトリアは腕を組んで、目を据すわらせた。しかし、ガルシアはそんなヴィクトリアの明らかな不機嫌にも知らぬふりで。「港が見えてきたぞ！　野や郎ろうども！」なんて能のう天てん気きな声をあげている。

　そのガルシアの呼びかけに、甲板上で荒くれたちの歓声があがった。船は我が家という海賊ではあるが、それでも、港にあがれば酒にごちそう、綺麗な女と、楽しみがあるのだ。

　海賊船の入る港だ。もちろん、旧大陸の国が植民地に開いた正規の港ではない。

　この世界にある海賊の隠れ港の一つ。ゾーナ・トルリダに無数に浮かぶ小島にあるこの港は、〝常夏の街〟と呼ばれている。

「大砲の用意はいいか？　トリア」

　島影がいよいよ近づいてきて、港の様子が見えてくる。ガルシアはヴィクトリアを見た。

「見てのとおりよ。あとは角度を調整するだけ」

　ヴィクトリアはぺしぺしと大砲を叩く。銃じゆうに大砲と、そのすべてを取り仕切るのはヴィクトリアの役目だ。

　なぜなら、ヴィクトリアが得意とするのは銃。……というより、飛ばすものならば、ナイフだろうが、弾だん丸がんだろうが、大砲の弾たまだろうが、すべてが百発百中なのが、彼女の特技だ。

　そして、今から入る〝常夏の街〟には恒こう例れいの行事があった。

　街の前に広がる港には、先に入っている大小様々な海賊船が見える。そして、その前に、二に艘そうの小舟ボートが浮かべられて、その間に渡された〝的まと〟があった。

　常夏の街に入る海賊船は、この的に向かって大砲をぶっ放し、見事命中させなければならない。いつからこんな行事が始まったのかわからないが、それが、船が港に入る儀ぎ式しきになっている。

　的に見事、砲弾を当てれば、街の住民や滞在している海賊たちからは、やんやの喝かつ采さい。外はずせば、『へたくそ！』と散々に言われる。

　もちろん、弾を外して後ろの海賊船や、街になど当てれば大変だ。そういったことが、たまにあることはあるのだが、そこは、外した海賊船がすべてを弁べん償しようするのが、決まりになっている。

　これで、怪け我が人がまったく出ていないというから、おおらかというか、なんというか、いかにも海賊の街らしい祭りである。

「……あと右に少し、そう、下に髪の毛一本分」

　髪の毛一本とは微び妙みような指示だが、ヴィクトリアの言葉に慣れている大砲係は、微妙に角度を調整していく。

　ヴィクトリアが大砲の調整を行うようになってから、白鯨ブラン・オルカ号は一度も的を外したことはないのだ。

「さあ、ガルシアできたわよ」

「ああ」

　ガルシアはヴィクトリアの言葉にうなずく。ヴィクトリアは大砲から係の者とともに、数歩退ひいたが、それがいささか離れすぎていることに、ガルシアは気づいていなかった。

　係の者とともに、顔を見あわせて微笑ほほえんだことにもだ。

「行くぜ！」

　大砲に火をつけ、ぶっ放すのは船長カピタンの役目である。ガルシアはかけ声とともに、点てん火かした。

　弾は見事に飛んで、的へと命中。停まっている海賊船や岸で見学している人々からは、やんやの喝采が起きた。

　しかし、白鯨ブラン・オルカ号の甲板では船長が手をあげてその喝采に応える、そんな余裕はなかった。

　まず、紐ひもを引いたとたんの爆発音がすさまじかった。甲板中に響き渡ったその音と地鳴りは、大砲の音など慣れている乗組員たちが、思わず両耳を手で押さえたほどである。

　さらには、大砲の周囲には砲撃の白はく煙えんどころか、黒こく煙えんがもくもくとわき起こり。

「トリア！　これはどういうことだ！」

　煤すすで真っ黒になった顔で、ガルシアは怒ど鳴なる。

「あら、ごめんなさい。火薬の量を間違えたみたい」

　ヴィクトリアはちゃっかりと煤のかからない風かざ上かみに立ち、ドレスのスカートの裾をつまんで、膝ひざを折って優ゆう雅がに一礼する。

「こんなときだけ、しおらしくするんじゃねぇ！　お前が火薬の量を間違える訳ないだろう！」

　甲板の状況に気づいたのか、周囲の見物人たちからも、「おい！　的には当てたが、真っ黒けだ！」「色男が台無しだな！　銀の獅子！」だの声がかかり、笑い声が起こる。

「まったく、どういうつもりだ!?」

　的には当たったが、これはこれで恥はずかしい。ガルシアは怒おこって、ヴィクトリアに歩み寄り、ヴィクトリアは「きゃあ」とわざとらしく叫さけびながら逃げるフリをした。

「ゴメン、ゴメン、ガルシア。ちょっとしたイタズラだったの！」

「謝あやまってすむか！　大砲の係ともども、お前ら、おやつ抜きだ！」

「あ、それは許ゆるして！」

　甘い菓か子しは乙女おとめの楽しみであるからして、さすがに焦あせって、ヴィクトリアは立ち止まり振り返った。ガルシアの煤だらけで真っ黒な手が、ヴィクトリアの目前に迫せまる。

「……っ！」

　しかし、その大きな手は、ドレスに触れる前にぴたりと止まる。ガルシアは広げた掌てのひらを握にぎりしめると「くそっ！」と一言。きびすを返す。

「ちょっと！　ガルシア！　逃げるの！」

　こんな怒っている時にまで、自分に触れないのか！と、ヴィクトリアは思わず叫ぶ。

　イタズラしてガルシアをわざと怒らせたのだって、不自然な彼との距離を縮ちぢめようと、ヴィクトリアが懸けん命めいに考えた作戦だったのに。

「こんな真っ黒な手で、姫様のドレスに触れられるかよ！」

　振り返った彼は、いつもの気き障ざな海賊の船長カピタンの顔で、不敵に微笑んだ。そうして、船の甲板から身を躍おどらせて、下の海へと飛びこむ。

「もう、真っ黒だって構わないのよ！　ガルシアなら！」
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「煤を落としてくる！」と叫ぶガルシアに、ヴィクトリアは船から身を乗り出して叫んだ。それに、「姫！　危ねぇ！」とヴァルバトスが手を差し出して、その身体からだを支える。

「もう、あのヘタレ船長！」

「姫も苦労なされますな」

　思わずため息交じりに言えば、ヴァルバトスがにやにやと笑いながら言う。後ろを振り返ると、他の乗組員たちも同じような笑みを浮かべている。

「なによ、みんな！　ニヤニヤ笑ってるぐらいなら、あのヘタレをなんとかしなさいよ！」

　完全なる八つ当たりのヴィクトリアである。
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　海賊の隠れ港は世界の海のあちこちにあり、それぞれ『平和の街』やら『天国の街』そして、ここ『常夏の街』など、それぞれ、やけにのどかな名前で呼ばれている。

　隠れ港とはいうが、何なん隻せきもの船が停てい泊はくできるだけの港があり、さらにその周囲には船に積み込む物資のための商店や、積み荷のための倉庫、取引所まであるのだ。これではとても隠れている港ではない。

　それでも、正式な国の軍ぐん艦かんが、この港を取り締まりに現れないのは、実はその国々が海賊たちを利用しているからである。

　海賊といっても、その大半が武装商人であり、ほとんどがまっとうな貿ぼう易えき商人だ。

　それを海賊と一方的に呼んでいるのが、大国マーシアである。大国というが、旧大陸にある自国の領地は、小さな瘦やせた石せつ灰かい岩がんの島々があるだけで、領土の大半は、最近得た植民地なのだ。

　マーシアは、勝手に自国の植民地の貿易を独占する会社を作り、他の貿易商を締め出してしまった。だが、海の世界は自由だと自じ負ふする武装商人たちは、抜け道を利用して商売を続けた。その行こう為いをマーシアは海賊行為だと言っているのである。

　しかし、旧大陸の他の国々にとっては、マーシアが〝海賊〟と呼ぶ貿易商がもたらす物資は、貴重なものであった。なにしろ、マーシアからもたらされる香料やスパイス、綿めん織物などの〝正規品〟は、様々な税ぜいがかけられて、高値だった。それに比べて、海賊たちの商品はその半額……ときては、他の国々が、その密貿易品に頼るのも仕方ない。

　そういう意味でも、この隠れ港は海賊とともに、マーシアにとっては目め障ざわりなもの。マーシアの女王陛へい下かの目の前を飛ぶ、目障りなハエと言ったのは、どの提督ヘネラルだったか。







「この街は無事でよかったわね」

　常夏の街の市場。その大通りをガルシアと並んで歩きながら、ヴィクトリアは言う。南の島の市だから、並んでいる品物は南国風だ。色とりどりの果くだ物ものに、花、鳥かごに入ったオウムなんてものも、売られている。

「まあ、あの一件でマーシアは、そうとう懲こりたらしいからな」

　ガルシアが言うあの一件とは、ヴィクトリアたちを捕らえるために、マーシアが旧大陸にある海賊たちの隠れ港、『平和の街』を五隻の戦艦で急きゆう襲しゆうした事件だ。

　それで、ヴィクトリアと街の人々を助けるために、ガルシアはわざと捕らえられた。ヴィクトリアが彼が捕らえられた要よう塞さいに乗りこんで、二人は無事脱出したわけだが。

　海賊は取り締まっても、海賊の隠れ港には手を出さない……という、暗あん黙もくの掟おきてを破ったマーシアには、各国からそうとうな抗こう議ぎと制せい裁さいがあったという。

　抗議の文書など、あのマーシアの厚こう顔がん無む恥ちの女王なら、さらりと無視しただろうが、実質的な制裁となるとそうはいかない。

「マーシアの〝正規品〟が一ひと月つき売れないんじゃな」

「あら、マーシアの薔薇印の品物なんて、一生なくたって、暮らしていけるわよ」

「お前の好きな、ピコット荘しよう園えんのお茶もか？」

「あれだけは別。悔くやしいけど、ピコット男だん爵しやくのことは尊敬しているわ」

　マーシアの〝正規〟の貿易品には、すべて現女王のものである薔薇の紋もん章しようがつけられている。

　旧大陸各国は、隠れ港を襲おそったマーシアへの制裁として、その貿易品を一月、各自の港に留め置いて、国内に入れなかったのだ。

　一月、貿易品が売れなかったマーシアとしては、大変な損そん害がいだが、海賊たちの密貿易品だけでは国内の需じゆ要ようが満たされない。大陸各国としても痛手のやせ我が慢まんではあった。

　ちなみに、ピコット荘園の茶とは、ヴィクトリアお気に入りの紅茶の銘めい柄がらである。マーシア料理にうまい物はないが、茶だけはやたらにうまい……というのが、かの国の評価の一つである。

「ま、他の国としちゃ、一カ月が限界だろうな。だが、それでも、マーシアにとっちゃ十分な損害だ」

「それにマーシアの貿易船も、ずいぶんと海妖クラーケンのお世話になったみたいだしね」

「ああ、五隻ほどやられたみたいだな」

　ヴィクトリアの言葉に、ガルシアも人の悪い微笑みを浮かべる。

　海賊たちの隠語で貿易船をその船ごと略りやく奪だつすることを、『クラーケンに襲われた』という。

　積み荷だけではなく、船ごととはずいぶん強引なやり方のように思えるが、案外合理的な方法ではある。なにより、積み荷を運ぶ船が要いらない。乗組員も、監視する手間はあるが、そのままその船の者を使えばいい。

　隠れ港に持ちこまれた船は、中の積み荷を売り飛ばし、さらには船も、外装を〝少し〟変えて、その海賊の持ち物にするか仲間に売り飛ばすかする。時には、その乗組員つきで。

　そして、船が別の港で、〝元〟の持ち主に発見され、あれは自分の船だと抗議されたとき、今の持ち主である船長は、大抵笑いながら、こう答える。

『自分の船に似ているって？　似ているだけか？　少しは違うってなら、そりゃ別の船だ。お前の船はきっと、クラーケンの腹の中に収まって、今頃、海の底だ』

　かくして、この世界の何隻もの船が、クラーケンの腹に収まっているという、伝説が生まれた。

「そうなると、これから会う人は、そのクラーケンの手下ね」

「なるほど、美び髭ぜんが自慢のクラーケンの手下だな」

　ヴィクトリアの言葉に、ガルシアがプッ！と噴き出す。

　美髭王とは、バエティカの国王のあだ名だ。その名のとおり、黒い髭ひげが自慢で、髭用の香水を調合してふりかけているほどだと言う。

　バエティカはかつて、日の沈しずまぬ帝国と呼ばれ、新大陸に広大な植民地を有して、旧大陸一の権勢を誇ほこっていた。

　だが、それが崩くずれたのが二十年前。無敵を誇る艦隊が、数がおよそ十分の一のマーシア海軍に敗れたのである。かの伝説である、キャプテン・ドラコの活躍によってだ。

　海賊あがりの悪竜ドラコと呼ばれたこの男は、このときの活躍によって元げん帥すいに任じられ、さらには、女王の手によって勲くん章しようと騎士ナイトの称号まで与えられている。

　繰り返すが、海賊あがりの男が……である。実際ドラコは、本物の海賊であった。本物の海賊とは、今、マーシアが海賊扱いしている武装商人ではない。その商人たちの積み荷を襲っていた海妖クラーケンだったということだ。

　それが、マーシアが隆りゆう盛せいとなるきっかけを作ったのだから、皮肉である。また、そんなマーシアの歴史を知っているからこそ、今、海賊と呼ばれている商人たちは、かの国を毛嫌いする。

　火事場泥どろ棒ぼうが、いつの間にやら女王様……というのが、マーシアを皮ひ肉にくる海賊たちの言葉である。もっとも、マーシア人の前でこれを言おうものなら、自分たちの女王を馬ば鹿かにされたと、顔を暖だん炉ろにくべられた石炭のように真まっ赤かにして怒るから、注意が必要だ。

　しかし、火事場泥棒というのも本当である。キャプテン・ドラコは、船乗っ取りの……クラーケン専門の海賊として名をはせていた。そのドラコは、元からマーシアに雇やとわれていた海賊だったのである。ドラコ以外にも、昔はマーシア公認の海賊というのは、幾いく人にんもいた。

　戦争状態にある他国の船は、いくらでも拿だ捕ほしてよい……女王のサインが入った私し掠りやく免めん許きよを持つ船は、世界中で、当時敵対していたバエティカの船を襲った。

　このとき黄金を積んで、新大陸から旧大陸へと向かうバエティカの船の半分は、本国にたどり着かなかったというから、まったく、とんでもない損害といえた。

　そして、その黄金の半分は、女王の懐ふところに入った。あとの半分は、それを奪った海賊船の船長の懐へ。当時のマーシアにとっては、国の収入の半分が、海賊行為によるものだったという、笑えない話もあるぐらいだ。

　まったく皮肉なことに、今となっては、マーシアの船が、その私掠船クラーケンの餌え食じきとなっていた。今度の私掠免許のサインの主あるじは、バエティカのかの美髭王であった。

　そう、昔と今では、バエティカとマーシアの立場が正反対なのだった。

　今回のマーシアの隠れ港への手入れを、先頭に立って非難し、各国による制裁を示しあわせたのは、バエティカだという。

　そのうえで、バエティカは自みずからの私掠船を動かし、マーシアの貿易船を襲わせた。

「でも、おかしいわね」

「なにがだ？」

　ヴィクトリアの言葉に、ガルシアが訊きく。

「今頃、マーシアの船を追いかけるのに忙しい、クラーケンの船長さんが、この街で優雅に、私たちと待ちあわせなんて」

「ま、確かに。宝を満載したマーシアの船以上の、宝島でも見つけたとか？」

「まさか！　子供の好きそうな、海賊の冒ぼう険けん譚たんでもあるまいし」

　二人は顔を見あわせて笑いあう。実際の海賊は、南海の小島の密林の奥で、宝探しなんぞしない。世界の港で、計算機の歯車を回して、帳ちよう簿ぼをつける、実は地味な商売人だと、知り尽つくしている二人だ。

「ガルシア……」

　笑いあって、やっといつもの雰ふん囲い気きに戻れたと、ヴィクトリアは思う。やっぱり、あの大砲のイタズラが効いたのかもしれないと、隣を歩く彼の腕に手をかけようとしたが……。

「急ごうぜ、あいつが待ってる」

　と、ガルシアは何気ない仕し草ぐさで、足を速める。ヴィクトリアの手は空振りし、その場でしばし呆ぼう然ぜんとしたが。

「待て！　ガルシアったら、もうっ！」

　逃げる背中を追いかけた。
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　常とこ夏なつの街。その市場を抜けた先に、広場があった。真ん中に小さな噴ふん水すいと、南国の花々が咲き誇ほこる花か壇だん。それから、石の長なが椅い子すが置かれていた。

「ねぇ、そこの姐ねえさんたち、僕と遊ばないか？」

　その椅子に長い脚を組んで腰掛けていた男が、通りかかる女に声をかけた。一人は黒、一人は赤いドレスの胸元をおもいっきり開けて着こなした、街の女たち。すなわち娼しよう婦ふだ。

　女たちは振り返り、男の姿を確認すると『なんだ』とばかり、顔を見あわせて苦笑した。怒ってはいないが、困った人ねぇ……という、両方ともそんな顔で。

「アンタじゃ商売にならないよ」

「だから、話をしようと言ってるんだ、茶ぐらいはごちそうするぜ、二人とも」

「だから、あたしたち二人一緒じゃ、商売にならないの。アンタから、金を取る気にもならないし」

「そうそう、また暇ひまなときにね」

　二人はそのまま、振り返りもしないで行ってしまった。その後ろ姿に男は肩をすくめた。

　男の姿は、赤毛に赤しやく銅どう色の瞳。これは生きつ粋すいのバエティカ人の特とく徴ちようだ。自慢らしい赤い巻き毛は、綺き麗れいに手入れして、黒いリボンでひとまとめにしている。顔立ちも、悪くない。いや、むしろ女だったら放っておかない、優やさ男おとこだ。背も低くなく、軍服風の上着と羽は織おったマントも上等なもの、その服装からして船長カピタンか、それと同格の羽振りのよい人物と言える。

　彼の姿形だけを見れば、街の女たちがどうして袖そでにしたのか、わからない。

　そして、男はめげることなく、次に通りかかった花売り娘に声をかける。

「かわいらしいお嬢じようさん、僕とお話ししませんか？」

　振り返った娘は、まだ十代後半。娘ではあるが明らかに若すぎる。声をかけた男の顔を見ると「ひっ！」と森で熊に出会ったような恐怖の表情を浮かべて、そそくさと広場から出ていってしまった。「あ！　待って！」と男は石の長椅子から立ちあがるが、すでに娘は広場を去ったあとだった。

「おやおや、恥はずかしがり屋のお嬢さんだ！」

　そうして、男はなにかを感じ取ったように、振り返る。そこには、頭からすっぽりとストールを被かぶった女性がいた。服装からして、少し年配のようだが、男はひるむことなく声をかける。

「そこのマダム！」

「なんじゃね？」

　今度こそ、逃のがしてはならないと男は婦人に駆かけ寄る。

　クルリと振り返ったのは、妙みよう齢れいは妙齢でも、かなり妙齢なご婦人。はっきり言うなら、しわくちゃの婆ばあさんである。

「これは、これは、お美しい方」

　さっきから女性を口く説どきまくっていた男も、これには額ひたいに冷や汗をかき、目は泳いでいる。老ろう婆ばはにたりと笑い。

「おやおや、噂うわさの女ドっンたフらアしンさん。こんなアタシにも声をかけてくれるかえ？」

「いえいえ、マダム。あなたはまだまだ十分お美しい」

　老婆相手でも、女ったらしと言われた矜きよう持じゆえなのか、男は恭うやうやしくしわくちゃの手を捧ささげ持ち、その甲こうに口づける。

「ありゃ、アンタのような若い男に接せつ吻ぷんしてもらえるとは、こりゃ寿命が百年延びたね」

「それは、マダムの永遠の美しさに、多少なりとも貢こう献けんできたのなら、光栄の極きわみ。

　もっとお話しをしたいところなのですが、ああ、すみません。僕としたことが、人と待ちあわせしていたのを、忘れていました」

「アンタみたいな若い人でも物忘れするんだねぇ」

　男の噓うそはバレバレであったが、それでも老婆はからからと笑いながら、広場を去っていった。それを見送り、男は「ふう……」と額の汗を拭ぬぐう。

　その姿を見て、後ろでくすくすと笑う、人影が二つ。男が振り返り「ガルシア！」と悪友の名を呼ぶ。

「なんなら、わたしたちの約束なんか気にしないで、あの〝マダム〟についていってもよかったのよ」

　ガルシアの横に立つヴィクトリアもまた笑いながら言う。

「いやいや、姫との約束を忘れるなんてとんでもない！」

　大おお仰ぎように天を仰あおいで首を振る。

　この女ったらしこそが、ヴィクトリアとガルシアの待ちあわせの相手。

　将軍オズバルドであった。







　将軍オズバルド、単に将軍というあだ名で呼ばれるこの海かい賊ぞくは、実は本当にバエティカの将軍である。

　では、その将軍がなぜ、海賊などやっているかといえば、海賊が本職であり、あとから将軍に叙じよ任にんされたからだ。

　そう、このオズバルドも、マーシアのキャプテン・ドラコと同じ、私し掠りやく船せんの船長カピタンなのだ。ただし、ドラコはマーシアの女王の提督ヘネラルであったが、オズバルドはバエティカの美び髭ぜん王おうの将軍なのであった。

　先ほど、ヴィクトリアがバエティカの王をクラーケンにたとえ、オズバルドをその手下にたとえたのはそのためである。実際、私掠船の船長としては大変優秀で、彼によって〝隠された〟マーシアの商船は三十隻せきをくだらないという……大海賊なのだった。

〝隠された〟というのも、海賊たちの隠語で、クラーケンと同じく、船ごと強ごう奪だつされた。つまりは、その船が消えてなくなったも同然なことから、隠されたと言う。

　そして、バエティカの将軍としても優秀で、一年前のマーシアとの小こ競ぜりあいで、見事に引き分けの和平にまで持ちこんでいる。勝利ではないが、今や強大になったマーシアの海軍と戦って、五分五分に持ちこんだのは大変に評価すべきことだった。もっともマーシアからすれば、あの海賊将軍は、小ずるく逃げ回っただけ……と言われているが。

　ともあれ、将軍オズバルドは大海賊であり、バエティカの若き英雄と呼ばれ、容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、武芸の腕も一流と、完かん璧ぺきとも言える男であるが。

　そのよい面を引き替えにしても、あまりある欠点があった。

　無類の女好き。

　ついたあだ名が。

　たらし将軍。

　とにかく、女性と見れば、それこそ自分に課せられた命題のごとく、必ず口説く。それは、容姿も年齢も関係ない。

　これだと見み境さかいないようであるが、一応、彼なりの分別はあるらしい。ガルシア曰いわく。

「あいつは、子供と婆さんには手を出さねぇよ」

　というものだった。しかし、これでは分別ではない。思わず、ヴィクトリアは尋たずねた。

「じゃあ、人妻と教会の尼あまさんはどうなるのよ？」

「言っただろう、俺は。あいつは、子供には手を出さないって」

　つまりは、それ以外は見境なく手を出すという意味である。







「やあやあ、これはヴィクトリア姫。また、美しくなられましたな」

　今日も今日とて、ヴィクトリアの姿を見るなり、胸に手を当て恭しく腰を折る、たらし将軍。

　オズバルドが手を伸ばし、ヴィクトリアの手の甲に口づけようとしたが、彼の唇くちびるに当たった感触はやけに硬いものだった。

　目を開けば、そこには男の手。ガルシアがヴィクトリアの手に自分の手を重ねていたのだ。

「げっ！　なんで、お前が手を出すんだ！　ガルシア！」

　「男の手にキスしちまった！」と叫さけぶオズバルドに「俺だって、野や郎ろうにキスされる趣味はねぇ！」と手を振るガルシア。

「じゃあ、どうして、俺の唇の前に手を出した！」

「てめぇの汚けがらわしい唇で、うちのトリアを汚お染せんされてたまるものか！」

「汚染だと！　人をペストみたいに言いやがって！」

「ペストより悪いわ！　この、女と見れば見境ないケダモノめ！」

「誰がケダモノだ！　お前だって、アルコバッサの種馬って呼ばれていた時代があっただろうが！」

「誰が、種馬だ！」

　二人の男のどうしようもない会話に、ヴィクトリアは思わず天を仰いだ。ヴィクトリアに対しての、いかにも紳しん士しらしい態度はどこへやら、オズバルドは、すっかり海賊の言葉遣いである。ガルシアはガルシアで普段どおりの……。

「もうっ！　いつまで子供みたいなケンカしているのよ！　さっさと本題に移る！」

　互いの上着の襟えり首くびをつかんで、取っ組みあいのケンカになりかけた二人を、ヴィクトリアは一いつ喝かつする。

　男たちは「はい……」と大人おとなしく返事をして、不ふ承しよう不ぶ承しよう、互いから手を離した。その姿に、さながら主人に怒おこられた犬のようだね……と、遠くで見ていた市場のおかみたちが、クスクス笑いながら話していた。

　そんな市場の昼下がりの風景である。
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「宝探し？」

「ああ、かのファッルーフシャーの秘宝だ。興味あるだろう？」

　オズバルドと会ったヴィクトリアたちは、酒場の奥の二階へとあがりこんだ。隠れ港の酒場の二階から上は、宿屋もかねているが、その部屋はこうした商談の場としても使われる。

　男たち二人には、強いラム酒が、ヴィクトリアにはワインを水で薄めて、そこに南国の果くだ物ものを刻きざんで入れた飲み物が振る舞われた。

「ガセネタじゃねぇのか？　ファッルーフシャーの秘宝といえば、何回も噂うわさ話ばなしが流れて、そのたびに噓うそだったと、偽にせのお宝話をつかまされた野郎どもが肩を落として、酒場で飲んだくれていただろう？」

　ガルシアは半はん信しん半はん疑ぎだ。無理もない。

　ファッルーフシャーは二十年ほど前に活躍した大海賊だ。旧大陸の東、砂さ漠ばくの国ウルス出身の伝説のキャプテン・ターバン。

　世界中の海を荒らし回り、その名をとどろかせたが、ある日忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。彼を乗せた船が嵐に飲みこまれて、いまだどこかの海底にあるだの、新大陸のどこかの島で誰も知らない王国を作り、そこの王として君くん臨りんしているだの、あげくは砂漠の己おのれの国に帰り、下界から隔かく絶ぜつされた高山にて、謎なぞの暗殺集団の元もと締じめをしているだの、怪あやしげな噂が流れまくったが。

　結局、彼を見かけた者は、その後、誰もいない。

　しかし、彼の蓄たくわえた財宝は、金貨百万枚にものぼるとされて、その中には拳こぶしほどの大きさのダイヤモンドもあるとされている。

　その秘宝は新大陸のどこかの島、ジャングルの奥に隠されているとされて、今も財宝を追い求める者たちは絶えない……。

　のだが、とにかく偽の情報が多い……というより、ほとんど与よ太た話ばなしばかりというのが、このファッルーフシャーの秘宝なのだ。

　今では、まともな海賊ならば、誰も相手にしないような話を、オズバルドはガルシアに持ちかけてきたのだ。

「お前なら、キャプテン・ターバンの頭に巻いた布の先追いかけるより、女王様のドレスの裳も裾すそを追いかけたほうが、実入りがいいんじゃないか？」

　暗に、マーシアの商船を襲おそったほうが、利り益えきもあがるだろうと、ガルシアが言えば。

「それが食らいすぎた。ラムを三杯ばかりな」

　オズバルドはラムの入ったゴブレットを掲げると、一息にあおった。差し出されたゴブレットに、ガルシアはラムを注そそぎながら。

「三杯とは、そりゃ食らいすぎだな」

「そう、おかげで酒場の女将おかみに怒られてね。店の外でしばらくほとぼりを冷ますようにと、髭ひげの親父おやじさんに言われたのさ」

　ラムを三杯とは、そのままの意味ではなく、マーシアの商船、三隻という意味だ。

　旧大陸の隠れ港である平和の街がマーシア軍に襲しゆう撃げきされ、壊かい滅めつしてから、襲われた商船は五隻であるから、その半分以上をオズバルドが食らったことになる。

　確かに、いくらなんでも一人の海賊がやりすぎであるし、マーシアからバエティカに抗こう議ぎが来たのだろう。そのマーシアの女王を酒場の女将にたとえるとは、敵国の王とはいえ、ずいぶんな不ふ敬けいである。

　そのうえに、自国のバエティカの国王を髭の親父とは、そこが海賊あがり、いや、今も海賊の自由を愛する将軍というところか。

　もう一つ言えば、バエティカでは英雄のこの将軍様は、マーシアではガルシアと並ぶ一番の賞金首である。

　マーシアの王都にある運うん河がに作られた港の鉄の門橋のたもとには、この二人の賞金首の肖像画が仲良く並んで飾られているという。

　ガルシアたち、海賊を生なり業わいではなく、〝商売〟を生業としている海賊は、本業の海賊たちを〝外げ道どう〟と毛嫌いしている。が、このバエティカの将軍は〝義ぎ賊ぞく〟として一いち目もく置いていた。

　彼はマーシアの船であっても、ガルシアたちと同じ民間の商船は狙ねらわない。狙うのは必ずマーシアの女王の印が入った国の貿易船。それも、無駄な血は一切流さず、貿易品のみをかすめ取る。

　女王印の船となれば、戦艦が護ご衛えいについていることも珍めずらしくはない。それと戦う危険をあえて冒おかして、大物に挑む姿勢はこれぞ海賊だと皆も、そして、ガルシアも認めているからこそ、二人のつきあいは続いている。

「それで、ほとぼり冷ましついでに、宝探しか？」

「ああ、それも、今回の情報は確実だぞ。なにしろ、ファッルーフシャーの船に乗りこんでいたっていう、老船乗りの情報だ」

　ガルシアがラムをあおり、空になったゴブレットを差し出せば、今度は逆にオズバルドが、彼のゴブレットに酒を注ぐ。

「キャプテン・ターバンの乗組員は、船長とともに消えたんじゃなかったのか？」

　そう、ファッルーフシャーだけではない。乗組員も消えたからこそ、この話は伝説となっている。だからこそ、今まで、ファッルーフシャーの宝の在あり処かは、誰にもわからなかったのだから。

「それが墓場まで秘密を持っていくって約束で、解放された船ふな大だい工くがいてな」

「それで墓場まで持っていく前に、人に話したのか？」

「孫娘の持参金が必要なのさ。俺の知り合いの知り合いでな」

　「今度こそ確実だ」とオズバルドは自信満々だ。「キャプテン・ターバンの宝を見つけたとなりゃ、名があがるぞ」とガルシアにともに行こうと言う。

「どうする？　トリア」

　ガルシアは、傍かたわらでゴブレットを傾かたむけているヴィクトリアに訊く。ヴィクトリアはやってきた酒場の女将に「これ甘くておいしいから、おかわり」と言ったあと。

「そうねえ、宝探しなんて遊びじゃないんだし、荷を積んでさっさと出しゆつ航こうしましょう。……と言いたいところだけど」

　そのヴィクトリアの言葉に「ひどいな、姫。これは単なる遊びではなく、男の夢だよ」などと、オズバルドが言う。

「夢じゃ、ご飯は食べられないもの」

　それにヴィクトリアはあっさりと答えた。ガルシアが「確かに夢で腹はいっぱいにならねぇな」と笑う。

　オズバルドのように、私掠船という本当に海賊を生なり業わいにしている者と違い、ヴィクトリアとガルシアは、自分たちのことは貿易商人だと思っている。価値のある商品を選び、それを儲もうけの出るように売り買いする。それは、宝探しなどより、よほど確実な収入だ。

　王族や貴族が商売など……という風潮が旧大陸にはある。働かないことこそ、貴族の証あかしだと。しかし、小さな島国で農地も鉱こう山ざんもない、そんなヴィクトリアの祖国アルコバッサでは、船に乗り海に出て、珍めずらしい品々を大陸各国に運ぶこと、すなわち貿易の商売こそが、唯一、国を富ませる手段だった。

　もともと、世界中の海を渡ってきた大海商の家が、アルコバッサに定住したのが、王家の始まりだというのだから、王自みずからが船に乗り商売をするのは、当たり前だったのである。

　そして、小国の島国は、その猫の額のような領土とは裏腹に、世界の海をつかんだ。実際、本国は七年前の侵しん攻こうによって、マーシアの属ぞつ国こくになったとはいえ、それはあの島だけのこと。

　世界の海を回る大きな商船の三分の一は、アルコバッサの船せん籍せきであり、先代の王であるバルタザール、その娘である王女ヴィクトリアのものなのだ。

　もっともヴィクトリアがそのすべての財産権を自由にできるのは、十八になってからのことだ。今の財産管理人はガルシアだが、ヴィクトリアが十八歳になるときが近づいているため、マーシアは、その前に彼女を思うがままにしようと、その身み柄がらを捕らえようとしたのだ。

「……旧大陸の港には、マーシアの監視が張り付いているわ。あそこの海も女王の犬ハイエナがうろうろしている。しばらくは商売にならないでしょうね」

　もちろん、ヴィクトリアの持ち船は、ガルシアの船だけではない。他の船からの貸し出し料のあがりはあるから、ちっとやそっとのことで干ひあがることなどないが。

「どちらにしても、この新世界からは、離れられないし、商売にもならないわね。だったら、暇ひまつぶしに宝探しにつきあってもいいんじゃないかしら？」

「暇つぶしはひどいなぁ」とオズバルドは肩をすくめるが、その表情は明るい。ヴィクトリアの言葉が、宝探しの誘さそいを断るものではなかったからだ。

　ヴィクトリアの言葉を聞いて、ガルシアもうなずく。

「ま、キャプテン・ターバンの財宝が出ても出なくても、いい休暇ヴアカンスにはなるか」

　こうして、ヴィクトリアたちは宝探しに出ることになったのである。
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　船が入港したその夜は、街にある劇場で歓迎会が開かれると決まっている。

　歓迎会といっても酒代はすべて、入港した船持ちで、そのとき街にいる誰だれもが参加してよいとなっている。いわば、その船の羽は振ぶりのよさと、気前のよさを競きそうような宴うたげだ。

　まして、今こ宵よいは偉い大だいなる提督カピタン・ヘネラルバルタザールの養い子で、次の提督と言われているガルシア。そしてそのバルタザールの娘で、アルコバッサの王女であるヴィクトリアの乗る、白鯨ブラン・オルカ号。

　そして、バエティカの将軍こと、オズバルドの乗る黒鷹ニグロ・アルコン号。

　その合同の歓迎会とあって、酒と料理はふんだんに出されたうえに、楽団は陽よう気きな音楽をかき鳴らし、街の女たちも着飾って、花を添えて、今夜の宴は大いに盛りあがりそうであった。

　そのうえ、今宵の主役たちが宴をさらに、華はなやかなものとする。

「やあやあ、今夜は大いに盛りあがってくれたまえ。ご婦人はさらに美しく、そのご婦人たちに男たちは夢を見る」

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんよろしく歌うような言葉で、ゴブレットを掲げて、乾杯の音おん頭どをとるのはオズバルドである。

　今宵のオズバルドは、黒いバエティカの軍服をまとい、その胸には、ありったけの勲くん章しようをぶら下げていた。頭には、極ごく楽らく鳥ちようの羽根飾りがついた、海軍の将軍の帽ぼう子し。

　派手な海かい賊ぞくの衣装は数あれど、だからこそバエティカの黒い軍服が、その中で映はえるという、伊だ達て男おとこらしい計算だ。そして、この軍服をまとえるのも、数いる大海賊と呼ばれる者たちの中でも、彼一人なのだ。

　実際、彼が希き代だいの女ったらしと知りつつも、微笑ほほえみかけられて、頰ほおを赤らめている花はいくつもあった。今宵は、どの花を選ぼうかと、彼が胸の中で算段し始めたとき、館の入り口のホールにて大きなどよめきが起こる。

「ようやくお出ましか、失礼」

　オズバルドは劇場の一階席、そこの椅い子すを片づけてつくられた空間に詰つめかける人々をかき分け、二階の客席へと階段を上る。黄金の両開きの扉を開けて、劇場の外、ホールを見下ろすバルコニーへと出た。

　下を見るとホールの扉が開いて、車寄せの馬車から、今宵の主役が降り立つところだった。

　まず先に降りたのは、ガルシアだ。いつもの海賊らしく着崩した姿とは、まるで別人のような盛装だ。

　白いシャツに、レースのネクタイクラバツトの結び目には、スターサファイアのブローチ。銀糸の刺し繡しゆうが施ほどこされた光こう沢たくある上着をまとったその姿は、砂さ漠ばくの国の王子のようだ。白銀の髪は綺き麗れいに後ろに撫なでつけられて、黒いリボンでひとまとめにされている。その髪の色と蒼あおい瞳、正反対な褐かつ色しよくの肌は、どこか神秘的でもある。

「ま、黙だまっていりゃ、確かに王子様だからな」

　いささかの嫉しつ妬とを隠さずに、オズバルドはつぶやく。

　そして、ガルシアが馬車に向かい、手を差し伸べた。その大きな手の上に、しなやかにのせられた、白いレースの手袋に包まれた小さな手。

　馬車から出てきたのは、美しい白鳥。ヴィクトリアだ。

　羽に見えたのは、純白のレースのドレスのふわりとしたふくらみだ。後ろに流したガウンの裾トレーンがふわりとなびいて、背中から羽が生えているように見える。

　綺麗に結いあげられた金色の髪。ホールのシャンデリアに照らされて輝く髪に、さらなる光を与えているのは、真しん珠じゆの髪飾りだ。

　真珠は白鳥のようにほっそりした首元にも、幾いく重えにも巻き付けられ、その手首にも飾られている。いずれも、南洋の大粒の真珠。

　白のドレスには、それはよく似あっていた。ダイヤモンドなどの硬質な宝石の輝きよりも、白く丸い海の珠しゆ玉ぎよくのほうが、より柔やわらかく清せい楚そでかわいらしい印象を、かの王女に与えていた。

「さながら海の乙女おとめの涙のようだな。自みずからの涙の宝石で、その身を飾る人魚姫か」

　吟遊詩人や楽士も顔負けの台詞せりふを歌うようにオズバルドは口ずさむ。その間、馬車を降りたヴィクトリアとガルシアは、歓迎に並ぶ人々の間を抜け、ホールから劇場の中央扉へと向かう平階段を上ってくる。

　ガルシアの盛装に、ヴィクトリアの白いドレスはあわせたようにぴったりだ。二人の姿は、王と女王の姿に見え、今宵の主役はこの二人に決まりと言えた。

　しかし、伊達男の名にかけて、オズバルドもまた負けるつもりもなかった。姫君たるヴィクトリアに花を持たせたとしても、ガルシアには悪友として、また同じ海うな原ばらを駆かけ抜ける海の男として、譲ゆずれない矜きよう持じがある。

　オズバルドほどでないにしろ、ガルシアとて、いろいろと華やかな話には事欠かかなかった男だ。海賊としてだけではなく、同じ男としても、オズバルドはガルシアを好敵手ライバルと思っていた。

「これはこれは、海の若き女王」

　黄金の両開きの扉の前で、オズバルドはガルシアとヴィクトリアを出迎えた。ヴィクトリアに向かい、胸に手を当てて、深々と一礼する。王族に対する古典的な挨あい拶さつだ。

　海の女王となれば、今やマーシアの女王であるが、海賊たちは彼女が海の女神などと認みとめてはいない。

　若き女神ならば、こちらにいる。そう、アルコバッサの王女たるヴィクトリアが……というわけだ。

　まして、最近、この小さな王女が、マーシアの追っ手を振りきったどころか、その要よう塞さいに押し入って陥かん落らくさせ、戦艦を沈しずめたというのは有名な話だ。

　戦艦の沈没はともかく、要塞は陥落させていないのだが、話には尾お鰭ひれがついて、大きくなるものである。まして、ほら話が得意な海賊たちにかかっては、それこそ、ヴィクトリア一人で要塞に乗りこんで、銃じゆうをぶっ放し、相手の司令官の首根っこをひっつかまえて、大立ち回りしたと……。

　ともかく、マーシアに対しては、もろもろの恨うらみを抱かかえていた海賊たちは、この小さな王女の活躍に大だい喝かつ采さいを叫さけんだわけである。

　まして、ヴィクトリアは、あの提督カピタン・ヘネラルと呼ばれたアルコバッサの前王バルタザールの忘れがたみなのだ。

　さすがは俺たちの女王様！

　いや、女王というと、あのマーシアの魔女を思い出す。

　ならば、我らが〝若き〟女王様だ。

　それはいい！と、海賊たちはヴィクトリアのことを、若き女王と呼んだ。これは、マーシアの魔女……そう呼ばれるほど、年を経へてもその容よう貌ぼうが変わらないという、〝年とし増ま〟のマーシアの女王に対する明らかな当てこすりだ。

　そして、今もアルコバッサに戻れず、マーシアから逃げ回っているヴィクトリアの身の上に同情しながらも、自由を愛する海賊という立場上、距離をおいていた荒くれ者たちも、この事件以来、ガルシアだけでなく、ヴィクトリアにも一いち目もくおくようになり……。

　この歓迎会は、ある意味でそのヴィクトリア王女のお披ひ露ろ目めもかねていた。

　そういう意味でも、今宵の主役はヴィクトリアであり、二人の船長カピタンは、脇役のようなものだ。

　とはいえ、その脇役でもより目立ったほうが勝ちと思うのが、オズバルドという男だ。

　さらに、その時の女神の愛を勝ち得たならば、なお男として名めい誉よというものである。

「若き女王よ、この騎士ナイトにその白き御お手てを取り、ともに歩く許しを」

　これから、劇場へと姿を現すヴィクトリアの手を取って、エスコートする役を自分に任せてくれと、オズバルドは申し出たのである。

　これには、ヴィクトリアの隣にいたガルシアが、明らかに不ふ快かいそうに眉まゆを寄せた。白鯨ブラン・オルカ号の船長として、また次代の〝提督カピタン・ヘネラル〟と目される彼が、ヴィクトリアの手を取るのは当然の権利と言えた。

　しかし、ヴィクトリアはオズバルドに左手を差し出すと。

「許します」

　にこやかに微笑んだ。半分以上は断られると思っていたオズバルドは、軽く目を見開いて、すぐさまヴィクトリアの手を取ると、その甲こうに恭うや々うやしく口づけ、「ありがたき幸せ」と捧げ持った。

　収まりがつかないのはガルシアであるが、しかし、彼も場所を心得てはいる。ここで騒さわぎ立てては、双そう方ほう、恥はじをかくことになると、拳こぶしを握にぎりしめたが、そんな彼の前にヴィクトリアの右手が差し出される。

「あなたにも、わたしの手を取ることを許します」

「……光栄です、姫君」
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　ヴィクトリアの言葉に、ガルシアは感情を抑えて返答する。そして、オズバルドに倣ならうように、その手の甲に口づけて、その手を捧げ持った。

　同時に劇場中央口の、黄金の両開きの扉が開かれる。

　そこは通路兼、劇が始まると二階席から平土間へと降りて、舞台へと至る花道にもなっている。役者ではなく、この宴の主役である、三人が降りてきたことで、場内は一気に盛りあがる。なにしろ、全員が美男美女、役者なみに華やかなうえに、役者にはない威い厳げんというものがある。

　いかにも海賊らしい、口笛や、はやし立てる声。そして、新しいヴィクトリアの呼び名である「若き女王万ばん歳ざい！」などである。

　────確かに、この女王様。なかなかにやる。

　ヴィクトリアの手を取り、花道を歩きながら、オズバルドは、ちらりとヴィクトリアの横顔を見る。

　ガルシアと古いつきあいのとおり、ヴィクトリアとも彼はよく顔をあわせていた。昔からかわいらしい少女ではあったが、今は、かわいらしいという言葉より、美しいという言葉が似あう娘となった。

　それだけではない。とても賢かしこい少女だとオズバルドは感心していた。ガルシアだけでなく、こうしてオズバルドに手を取らせることで、二人の大海賊を従したがえる若き女王という自分を、彼女は見事に演出してみせたのだ。

　この宴のことは、きっと瞬またたく間に世界中の海賊たち、海の男たちの噂うわさとなるに違いない。威い圧あつ的てきなマーシアの女王とは違う、自分たちの希望の星が現れたと。

　王のみならず、人の上に立つ者というのは、政治的手しゆ腕わんだけでなく、このような人々の心をつかむすべを心得ていることがとても大切なのだと、オズバルドにもわかっていた。

　それは海賊の船長カピタンにも言えるからだ。荒くれ者の船乗りたちの心をつかむには、単に報ほう酬しゆうがいいというだけでは駄目だ。この船長のためなら命を捨てる！と思えるほどの、カリスマがなければ。

　この少女にはその王者の風ふう格かくがある……ガルシアとともに、左右からヴィクトリアの白いレースの手袋に包まれた手を取り歩きながら、オズバルドは思う。ヴィクトリアの凜りんとした、可か憐れんな横顔をちらりと見る。

　三人は、席が取り払われ、広間となった桟さ敷じき席せき中央へと立った。見み計はからったように、楽団が演奏を始める。

　ここで船長が伴ともなった婦人とともに、一曲踊おどるのが、歓迎式の習ならわしである。普通ならば、ヴィクトリアとガルシアが踊るべきだろうが。

「一曲踊ってくださるかしら？」

　ヴィクトリアが手を差し出したのは、オズバルドの方だった。隣に立つガルシアをちらりと見て。

「今夜は白鯨ブラン・オルカ号とともに、黒鷹ニグロ・アルコン号の歓迎会でもあるわ。まさか、二人の船長で踊るわけにはいかないでしょ？」

　だから、白鯨号の代表として自分がオズバルドと踊るとヴィクトリアが言えば。

「野や郎ろうと踊る趣味はねぇな」

　と、ガルシアがそのまま背を向けて去る。オズバルドは「では、一曲お相手を」とヴィクトリアの手を取る。滑すべるように踊り始めた二人に、周りで見ていた男女も、次々と手を取りあい踊り始める。

「まずは、黒鷹号の船長として、僕に花を持たせてくれてありがとう、ヴィクトリア姫」

「この歓迎会は、わたしたちだけのものではないわ。それは、配はい慮りよはするわよ」

　オズバルドの言葉に、ヴィクトリアは微笑む。

「まして、〝将軍〟、あなた相手となればね」

「これはこれは、さすがに若き女王様だ」

　バエティカの将軍としてのオズバルドのことも考えて……というわけである。やはり、この小さな女王様は侮あなどれないと、オズバルドがおどけるように目を見開けば、ヴィクトリアはくすくすと笑う。

「しかし、それだけではないように思えるけどね」

「あら、他に一体、なにがあると？」

「これは僕じゃなくて、ガルシアへのあて擦こすりに見える」

「さすが、百ひやく戦せん錬れん磨まのたらし将軍、わたしの策さく略りやくはバレバレのようね」

　ヴィクトリアはあっさりと認みとめ、オズバルドは「姫にたらし将軍と呼ばれたくないな」と顔をしかめる。

「で、僕を使って、あの〝提督カピタン・ヘネラル〟に嫉しつ妬とさせようとする、姫の策略とは？」

　提督とはガルシアのあだ名だ。海賊たちをまとめる、船長カピタンの中の船長として〝提督〟という称号がある。前に提督を名乗っていたのは、ガルシアの養い親であり、ヴィクトリアの父だった、アルコバッサの国王、バルタザールであった。

　国を治める王でありながら、彼は船乗りで船長だった。世界中の海を回り、知り尽つくした、海の男の中の男。彼ほど〝提督〟という言葉が似あう者はいない……と言われた大船長。

　そのバルタザールが、桟さん橋ばしから足を滑らせ海に落ちて溺でき死しした……という、海の男としては考えられない死のあと、正式に提督の座を次いだ者はいない。それにふさわしいと思われる海賊は、いまだ現れていないからだ。

　だから、ガルシアが〝提督〟と呼ばれるのは、あくまで気の早い周りが呼びだした、暫ざん定てい的てきなものである。確かに、船長としての優秀さや、そのカリスマからして、ガルシアが一番、提督の座には近いだろう。が、彼は、まだまだ若すぎるという声も大きい。

　それに、内心ではオズバルドとて、自分が〝提督〟になれる可能性だってなくはない……と思っているのだ。もっとも、オズバルドが提督になるには、まず、その女おんな癖ぐせを直すことだ……という声には、耳をふさぐとして。

「……触れてくれないのよ」

「え？」

　唐とう突とつにヴィクトリアが言った。彼女は一瞬、すねたような顔をする。が、すぐに若き女王としての、威厳ある微笑へと戻る。

「ガルシアがまったく、わたしに触れないのよ。わたしから近づいても、逃げ出す始末。あのヘタレ！」

　にこやかな表情を崩さずに、声こわ音ねだけはトゲトゲしく言い放つのだから、さすがと言うべきか。しかし、先ほど一瞬見せた少女のすねた顔は、大変かわいらしかったと、オズバルドは内心鼻の下を伸ばす。

「だから、天下の種馬将軍に、わたしが近づいたら、あのヘタレもやきもきするかと、思ったんだけど」

「そんなふうに妬やかせるつもりなら、もっと、僕と姫が近づかないとね」

「ダンス以上に近づくことなんてある？」

「それ以上に踊るんだよ。こんなふうに」

「わあっ！」

　オズバルドはヴィクトリアをいきなり抱きあげて、自分の頭より高く掲かかげた。それに一瞬驚きながらも、ヴィクトリアはオズバルドの肩に手を置いて、高くなった視界に怖がることなく、きゃらきゃらと笑い声をあげる。

　今奏かなでられているダンス曲の、昔の踊り方だ。男性がどれほど女性を高く掲げることができるか。それを競きそいあったという。

　だから、多少不ぶ細さい工くだろうが、より女性を高くあげられる力自慢の男が、ダンスの相手として人気があったとか。

　しかし、この踊りは後に〝下品で劣れつ情じようを煽あおる〟と教会に非難されて、廃すたれている。いつの世もうるさ型というのはいるものだ。スカートの裾トレーンが少し短いのも下品、襟元が少し開いているのも、破は廉れん恥ちだと……まったく、坊ぼう主ずというものは、女性のスカートの裳裾に張り付いた小うるさい母親のような者である……とは、かのたらし将軍。つまり、オズバルドの言葉である。

　しかし、この海賊の街にそのようなうるさ型はいない。オズバルドに高く掲げられた若き女王に人々の注目が集まる。この会場に入ってきたときの威厳のある微笑とは違う。年相応の少女の輝くばかりの無む邪じや気きな笑顔に。

　我らが女王は、このようなあどけない顔も持っていらっしゃったのかと、人々もまた笑顔になった。そして、踊っている者たちは、オズバルドに倣って、女性を高く掲げる。中には、そのご婦人の重さに耐たえきれず、つぶれる情なさけない男もいたが、それも、またご愛あい敬きようだ。ご婦人は怒り、男が平謝りに謝る、そんな図もまた楽しい。

「どうですか？　姫」

「楽しいわ、オズバルド。もっとしましょう！」

「はい、姫君」

　ヴィクトリアは降ろされるときに、オズバルドの首に抱きつくようにして、床に足をついた。二人の身体からだは密着するようになったが、ヴィクトリアはそれよりも、ダンスの楽しさに気を取られて。

「さあ、もう一度」

「元気なお姫様だ」

　オズバルドはそう言いながら、ヴィクトリアを放り投げるようにひときわ高く掲げた。ヴィクトリアは「きゃあ！」と歓声をあげて、そのまま下へ降りようとしたが。

「え？」

　後ろから伸びた腕うでに、抱きかかえられるようにして後ろへ。振り返れば、その腕の主あるじは。

「ガルシア？」

「悪いが将軍様、ダンスも半なかばなんで代わってもらうぞ」

　ヴィクトリアの声には答えず、ガルシアが言う。その口元には不敵な微笑み。

　しかし、眼光はまるでオズバルドを射い殺ころすようだ。

「はいはい、あとは提督カピタン・ヘネラルに譲ゆずりますよ」

　これは怖い怖いと、オズバルドは肩をすくめてあっさりと引き下がる。そんな彼にすぐに別の女性が、「今度はわたしを抱っこして！」「次はわたしよ！」と集まってきて、ダンスのパートナーに事欠かず、彼の腕は翌日棒のようになったのだが。

「なに、さっきはあっさり将軍にわたしの相手を譲ったクセして、心変わり？」

「別に全部譲ったわけじゃない。始まりのダンスは、宴を主しゆ催さいする船長カピタンが踊るのが決まりだ」

「その決まりのためにわざわざ戻ってきてくれたの？　ありがとう」

　ヴィクトリアの態度はとげとげしい。彼女も、ここ最近のガルシアの態度には、本当に我が慢まんしかねているのだ。

　────普段は、わたしから逃げ回っていたクセに、嫉妬だけはするのね。

「……でも、オズバルドと踊っているほうが、わたしは楽しかったわ。えっ!?」

　そう言ったとたん、ガルシアの手はヴィクトリアを持ちあげていた。自分の肩に乗せるようにして。

　それは、ただ持ちあげるだけでなく、ヴィクトリアを一番美しく見せていた。白いドレスを着た可憐な少女は小鳥のように、たくましい提督の肩にとまっている。

「これでも楽しくねぇか？」

「そんな不ふ機き嫌げんな顔で言われても……」

　ヴィクトリアは戸と惑まどっていたが、周りの人々は、オズバルドと踊っているとき以上に喝采を送っている。

　やはり、この若き女王には銀の獅し子しだと、そう言うように。

「さて、行くぞ」

「え？　ガルシア、ど、どこに？　まだ踊りの途中よ！」

　そんなヴィクトリアの声など無視して、彼女を肩に乗せたまま、ガルシアは堂々と劇場から出ていった。

　それをオズバルドは見送り。

「確かに、あのガルシアが本気になるのはわかるな。とても魅力的な女王様だ」

　思わず漏もらしたとたん「あら、あたしは魅力的ではない？」とただいま踊っている相手にすねられ、「いや、君は君でとても素敵だ！」と勢いよくその相手を持ちあげたオズバルドだった。
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「ちょっと！　ガルシア、ダンスの途中！」

「今夜、お前はもう踊る予定はないから、いいんだ」

「なに！　その横おう暴ぼう！」

　ガルシアがヴィクトリアを連れこんだのは、劇場のバルコニー席の前の部屋。豪華なバルコニー席には、観客が休むためのこのような前室があるのだ。

　小さなサロンぐらいの大きさで、座り心ごこ地ちのよい椅子に、テーブルの上には軽食と、飲み物が用意されている。

　ヴィクトリアを長椅子の上に下ろしたガルシアは、すねて横を向く彼女に言う。

「トリア、今後、他の男と踊るな、いいな！」

「冗じよう談だんじゃないわ！」

　ヴィクトリアは、はじかれたようにガルシアを見て叫んだ。

「ダンスぐらいで指さし図ず？　そんなことわたしは聞かないわよ、ガルシア！　わたしは、わたしの好きな人と踊る！」

「好きな人？　それがオズバルドだっていうのか？　あの女ったらしが！」

「そうよ！　彼といるほうが、あなたといるより、よっぽど楽しいわ、ガルシア。わたしに触れもしないで、逃げてばかりいる、あなたよりね！」

　ヴィクトリアは立ちあがり、部屋を出ようと扉に手をかけた。「ヴィクトリア！」とガルシアは名を呼ぶ。

　トリアではなく、正式な名を呼ぶのは、ガルシアがそうとう怒っているときだと、ヴィクトリアは知っていたが、今は、彼にあわせる気などまったくなかった。むしろ、その怒りに爪つめを立ててやりたいのは、こっちのほうだ。

「悔しかったら、わたしを捕つかまえてみたら？　わたしに触れるのも怖がってる、あなたには無理でしょうけど！」

　明らかに言いすぎたのはわかっていた。それでも、ヴィクトリアはガルシアに近づきたかったし、それなのに触れてこない彼に怒っていた。

　本当にこのままオズバルドと踊り明かそうと、ヴィクトリアは部屋を出ていこうとした。ガルシアはオズバルドのことを悪く言うが、ヴィクトリアはさほど悪い男と思っていなかった。

　もちろん、彼の甘いささやきなど本気にしないし、女性に対するだらしなさはどうにかならないかとは思う。が、彼は基本的にどんな女性に対しても優しいし、拒こばまないから、ああなのだ。

　逆に言えば、ヴィクトリアがイヤだと言えば、けして、無む理り強じいなどしないだろうし、ガルシアが考えている危険などないのだ。

「ヴィクトリア！」

　ガルシアがひときわ大きな声をあげて、ヴィクトリアの腕をつかんだ。その強い力にヴィクトリアは顔をしかめる。

「痛いわ！　ガルシア、離し……」

　言葉が途中でとぎれたのは、強引に部屋に引き戻されたからだ。そのまま、長椅子に押しつけられるように座らされる。ガルシアが、上からのしかかるように、ヴィクトリアの顔を覗きこむ。

「俺がお前を怖がっているって？」

「ガルシア……？」

　ヴィクトリアは自分の唇くちびるが震えているのを感じた。こちらを見る、ガルシアの蒼い瞳を怖いと思うなんて。

　いつだって、彼は怒りながら呆あきれながら、それでも最後には笑って、自分を見守っていてくれた。優しい瞳で。

　でも、今、ヴィクトリアを見るガルシアが怖いと思う。何かをこらえるように苦しそうな顔。それは、ヴィクトリアが見たことのない男の人のようで。

「俺が怖いのは、俺自身だ、ヴィクトリア。お前はまだ十五歳だっていうのに、俺は……」

「ガルシア？」

　彼の端たん整せいな顔が近づいて、口づけられた。その唇は熱く、呼吸を奪うほど性急で、ずっと待っていた触れあいだというのに、ヴィクトリアは逃げだしたいと思った。
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　ヴィクトリアが求めていたのは、もっと緩ゆるやかで優しいものだったのだ。包みこまれるように抱きしめられて、頭を撫なでられる。

　そう、今までどおりの親子のように仲のよい、二人の……。

　ガルシアの手がドレス越し、コルセットの上から腰をなぞった、それだけなのに、今までだって腹に手を回して抱きしめられたこともあるというのに、ヴィクトリアの恐怖は最高潮に達した。

「イヤっ！」

　叫び、触れあっている唇に歯を立てる。ガルシアが飛び退のくように顔をあげる。その唇の端からは血が垂たれていた。

「あ、ごめんなさい、わたし……」

　自分でもわからず謝れば、ガルシアは無言のままヴィクトリアの上から退どき、背を向けて部屋を出ていこうとする。

「ガルシア！」

「……頭を冷やしてくる。お前はここにいろ」

　ガルシアは部屋を出ていき、一人残されたヴィクトリアは、彼の言葉などなくとも、ヴァルバトスが迎えにくるまで、そこを動くことができなかった。
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　歓迎会の翌々日。

　必要な物資の積みこみはすべて終わり、白鯨ブラン・オルカ号は出しゆつ航こうしようとしていた。隣の黒鷹ニグロ・アルコン号の甲かん板ぱんも同じように、出航前の慌あわただしさを見せていた。

　そんな中、ヴィクトリアはぼんやりと大たい砲ほうにもたれかかるようにして、海を見ていた。ドレスの裾と金色の髪が、海風にたなびく。その美しい少女の姿に、見慣れているはずの乗組員も思わず、積み荷を運ぶ足を止めて見とれて「なにをやっている！」と怒ど鳴なられて、慌てて駆けていく。

　あの歓迎会の間、結局ヴィクトリアは残された部屋で呆ぼう然ぜんとしていた。ガルシアは戻ってこず、ヴァルバトスがヴィクトリアを迎えに来たのだ。

　あんなことをしておいて、ガルシアが迎えにくるべきだろうと、普段のヴィクトリアなら怒るところだ。しかし、ヴィクトリアはやってきたヴァルバトスの姿にほっとして、素す直なおに船に帰ることにした。

　どうして、あんなにガルシアが怖かったのか、ヴィクトリアには、自分で自分がわからない。怒っている彼なんて、見慣れているはずだ。怒鳴りあいのケンカの回数なんて、覚えていないほどなのに。

　ガルシアが怖いはずなどない。馬ば鹿かにしているわけではなく、ずっと兄代わりに自分を育ててくれた彼のことは、けして口には出さないけれど、尊敬している。海の男、船長カピタンとしてもだ。

　兄のように信じていた。安心していたのだ。

　だけど、あの晩のガルシアは、ヴィクトリアの知らない男の人に見えたのだ。その彼に見つめられると、胸が知らないうちに高たか鳴なった。そして、喉のどがこわばったように声が出ず、言葉も出なくて、身体も動かなかった。

「トリア！」

　呼びかけられて、ヴィクトリアは我に返った。ガルシアが、ヴァルバトスと二人並んで、こちらを見ている。「なに？」と彼らに歩み寄る。

「弾薬の積みこみは十分か？　今回の宝探しにどんぱちなんてないと思うが、念のためな」

「ええ、今すぐマーシアの戦艦が襲おそって来ても、十分に渡りあえると思うわ」

　この船の武器弾薬の管理は、ヴィクトリアに任まかされていた。銃や大砲の扱いも心得ていれば、必要な火薬の計算もできるというものだ。

　白鯨ブラン・オルカ号は普段は交易で利をあげている船である。マーシアの戦艦や他の船に追われたときに、戦えるだけの十分な弾薬はなければならないが、多く積みすぎれば、交易品の積み荷を圧迫して、それだけ利が少なくなる。

　航海において、どの港に補給に立ち寄り、どれだけの荷を積むのか、計算するのが船長の仕事なら、その船長カピタンを助けて、必要な分のぎりぎりの補給物資を積みこむのが、食事担当のコック長だったり、船ふな大だい工く、それにヴィクトリアのような弾薬担当の者の役割だ。

　ヴィクトリアから積んだ火薬と弾薬の数を言われて、ガルシアは「十分だ」とうなずいた。少なすぎることもなく、多すぎることもない、的確な数字だということだ。

「まったく、海を見つめてぼうっとしてるから、大丈夫かと思ったが、心配なかったみたいだな」

　ガルシアが笑顔でヴィクトリアの肩に、手を置く。とたんヴィクトリアの細い肩がはねて、ガルシアの手をぱしり！と音がするほどの強さで、振り払った。

「あ……」

　ヴィクトリアは我に返ったように、その大きな目をより見開いて、きゅっと唇を嚙かみしめると。

「ごめん、わたし、船倉の様子を見てくるわ」

　そう言って、ぱたぱたと駆けていく。その顔は後こう悔かいに泣きそうな表情となっていた。

『普段どおりにしようと思っていたのに！　わたしのバカ、バカ！』

　そんなヴィクトリアを呆然とガルシアは見送り、「くそっ！」と叫ぶとぐしゃぐしゃと銀の髪をかき回した。「提督カピタン・ヘネラル」とヴァルバトスが声をかける。

「言うな、ヴァル。俺は死ぬほど落ちこんでいるんだ」

　がくりと肩を落としたガルシアに、ヴァルバトスがかける言葉など当然なく。

「……ん～、こりゃ面白くなりそうだ！」

　隣の黒鷹ニグロ・アルコン号の甲板から、その様子を趣味悪く望遠鏡で覗いていたオズバルドが、おかしそうにつぶやいた。
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　宝の島とされるマラキアには三日ほどの航こう海かいで着いた。とはいえ、途中の海域はマーシアの支配が強いところもあるから、かなり遠回りになった。常とこ夏なつの街からの直線距離ならば、一日で着けるかもしれない。

「やあ、ヴィクトリア姫」

　沖おきに停めた船から、小舟ボートに乗って、ヴィクトリアが白い砂浜に降り立てば、先に上陸していたオズバルドが、声をかけてきた。

　ガルシアは少し離れた場所で、ヴァルバトスと話をしている。こちらをちらりと見たが、ヴィクトリアと目があうと、互いに目を逸そらした。

　マラキアに着くまでの間、実は二人はずっとそうだったのだ。乗組員の手前、普通に会話をしてはいたが、身体からだの接触はなるべく避さけて、目は絶対にあわせない。そして、二人きりになることはなるべく避ける。なりそうになったら、二人ともその場から逃げる。

　────これじゃあ、わたしが以前のガルシアみたいじゃない。

　目を逸らしてから、ヴィクトリアは後こう悔かいして、唇くちびるを嚙かみしめる。

　ガルシアのことが嫌いになったわけではないのに、なぜか、彼の顔を見ると緊張してしまうのだ。今までずっと一緒にいたのに、どうして、そうなってしまうのか。そんな自分をバカみたいとも、意い気く地じなしとも思うが。

「今日はドレスじゃないんだね」

　オズバルドの声に、物思いに沈しずみそうになったヴィクトリアは我に返る。彼はうつむくヴィクトリアを覗のぞきこむようにしていた。

　確かにヴィクトリアは今日はドレスではなく、シャツにジレにキュロットの男装姿だった。腰には剣ではなく、短たん銃じゆうを帯びている。

「こんなジャングルの島で、ずるずるスカートの裾トレーンなんて、引きずれないわ」

　最近はガルシアのこともあって、ずっとドレス姿でいたヴィクトリアではあったが、宝探しとなればドレスなど着ていられない。

　実際、マラキアの島は白い砂浜の海岸はともかく、そこから先に進めば、道なき道の密林が広がっていた。こんなところをドレスでは歩けないだろう。

「うん、男装姿もりりしくてかわいいよ」

「かわいいは余計よ」

　オズバルドは近くにいても平気だし、こんなふうに気楽にしゃべれるのに……とヴィクトリアは思う。どきどきもしないし、緊張もしないと。

　もっとも、オズバルドにヴィクトリアの今の気持ちが知られたなら、ガクリと肩を落としただろう。自分は異性としてまったく、彼女に気にとめてもらっていないのだと。

「では、今日もお美しいヴィクトリア姫」

「その姫も余計。ここでは別に呼び捨てでも構わないわ、オズバルド」

「では、ヴィクトリアと？」

「構わないって言ってるでしょう？」

　しかし、気楽な会話を交わす二人を見たガルシアは眉まゆを寄せると、ずんずんと近づいてきた。それに、ヴィクトリアはぴくりと肩を震ふるわせて。

「オズバルド、お前、トリアに気安く話しかけるんじゃねぇ！」

「あ、わたし、用事を思い出したから！」

　二人の声はほぼ同時。ヴィクトリアがそのまま駆かけていくと、ガルシアはそれをしかめっ面つらで見送る。それを見て、オズバルドがくすくすと笑い。

「ずいぶんと姫に嫌われたなぁ、ガルシア」

「トリアが俺を嫌うか！」

　叫さけび、ガルシアも、ずんずんとヴィクトリアの逃げた方向とは正反対に歩いていく。

「……人の恋こい路じにちょっかいかける者は、カバに嚙まれて溺おぼれてしまえ！　ということわざが、幻まぼろしの黄金の国にありましてな」

　背後からの声に、オズバルドはぎくりとする。振り返れば、そこに立っていたのは白鯨ブラン・オルカ号の強こわ面もての副船長ヴァルバトスだった。

「や、やあ、副船長。しかし、幻の国のことわざが伝わるもんなのかい？」

　黄金の国は幻の国。船乗りたちはこの世界のすべての海を制せい覇はしたというのに、見つかっていないのだ。

　伝説では、一夜にして海の底に沈んだとも言われているが。

「幻でも生き残りはいたのでしょうな。とにかく、カバに嚙まれぬように」

「カバは暗黒大陸の生き物だよ。それがどうしてまあ、東の果てにあるという黄金の国に？」

「カバですからな。泳いでいったのでしょう」

「川ではなくて、海を？」

「海を」

　ヴァルバトスはあくまで生き真ま面じ目めな顔で繰り返し、オズバルドは珍ちん妙みような顔で押し黙だまった。
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　その夜は、冒険用の物資の荷揚げに一日かかり、海岸に作った拠きよ点てんで、一夜を過ごすことになった。椰や子しの木々の間にハンモックを張って、満天の星を眺ながめながら休む。

　ヴィクトリアだけは、野外ではなく天幕を張ってその中で休んだ。これは昔からのことで、ガルシアが命じているのだった。船長カピタンである自分は、船員たちと雑ざ魚こ寝ねで平気なクセに、ヴィクトリアだけは天幕で寝ろと言うのだ。

　小さな子供の頃は、みんなと一緒にいたくてよく、ダダをこねた。

『トリアもみんなと一緒がいい！』

『ダメだ。お前は女の子なんだからな。野郎どもと一緒に着替えしたり、雑魚寝なんてもっての外ほかだ』

『ガルシアのけち！』

　まだ、男女の違いもよくわかっていなかった頃の話だ。それから成長するにつれて、ガルシアの言うことがわかってきたけれど。それでも、自分を特別扱いする彼に、不満はあった。

　それが、大事にされているのだとも気づかないで。







「…………」

　天幕の中、ヴィクトリアはころりと寝返りをうった。ハンモックがゆらゆらと揺れる。天幕の天てん井じようは蜜みつ蠟ろうが塗ぬられて防水がしっかりとした布だが、その四方は虫除けと覗のぞき見み防止の黒い紗しやの布地に覆おおわれていて、風通しはよい。

　揺れるハンモックと、心ここ地ちよい浜風とで、船の中の部屋より、よほど心地よく眠れるはずだが、ヴィクトリアの目は冴さえていた。

　────どうして、普通にできないのだろう……。

　ガルシアだって、普段どおり接しようと努力しているのだと、ヴィクトリアにはわかっていた。翌日には謝あやまってもくれたのだ。

『乱暴にしてすまなかった。もう二度とあんなことはねぇから』

『ううん、いいのよ。気にしてない』

　気にしていない……そう答えたはずなのに、気にしているのは、ヴィクトリアのほうだ。ガルシアから逃げ回っているのも。

　ずっとガルシアのことを考えている。今まで、こんなことはなかった。

「まるで、恋煩わずらいみたいじゃない」

　そうつぶやいて赤くなる。互いの気持ちを確かめて、確かに恋人同士になったと思ったのに、いまさら、恋煩いなんて。

「バカみたい……」

　明日こそは……とヴィクトリアは思う。ガルシアに怒って、言いたいこと言って、すっきりしよう……と。




　うわああああああああぁぁあっ！




　とんでもない叫び声があたりに響ひびいた。ヴィクトリアはハンモックから飛び降りた。長銃を手に天幕を出ると、波打ち際のあたりに人ひと垣がきができている。

「どうしたの？」

「それが、人魚が出たって」

「人魚!?」

　白鯨ブラン・オルカ号の乗組員が振り返り答える。それに、ヴィクトリアは思わず声をあげた。

　人魚とはセイレーンのことだろうか？　しかし、あれは旧大陸の内海に出る神話上の生き物だ。その美しくも妖あやしい歌で、船乗りたちを惑まどわせ、船を沈める。

　ここは、その内海から離れた常夏の島で、しかも、彼女たちが棲すむという沖おき合あいでもない。白い砂浜の海岸。

「本当だ！　間違いない！　俺は、見たんだよ！」

　人垣の真ん中、ざんざんと波が寄せては返す波打ち際で、その男はズボンが濡ぬれるのも構わずへたりこんでいた。見慣れない顔は、どうやら黒鷹ニグロ・アルコン号の海かい賊ぞくの一人らしいが。

「黒い海に、ぬうっと頭が出て、女がどうしてここに!?と思ったら、ぱちゃんと水の中に、尾お鰭びれがはねて、ありゃ、人魚だ！　人魚に間違いねぇ！」

「寝ぼけて、幻でも見たんじゃないか？　ロッソ」

　そう言ったのは、オズバルドだ。へたりこむ男に鼻先を近づけて、顔をしかめ。

「案の定じよう、酒臭い。ラムの飲みすぎは身体に毒どくだぞ、この酔よっ払ぱらい」

　単調な船の上の生活で、船乗りの楽しみといえば酒と賭かけ事ごとぐらいのものだ。白鯨ブラン・オルカ号では、規律を守るために航海中の酒量は制限していたし、賭け事での暴ぼう力りよく沙ざ汰たも禁止していた。何事もほどほどに……というわけで、たぶん黒鷹号でもそれなりの規律はあるだろうが、どこでもそれを破る奴は出てくるものだ。

「ロッソ、お前当分、ラムは禁止な。ワインも水で薄めて飲め。それも一本までだ」

「そ、そんな将軍！　お願いですから、ラム抜きだけは許ゆるしてください」

　ラムは命の水といって、酒飲みの船乗りたちにとっては、禁酒させられるぐらいなら、死んだほうがマシだという罰ばつなのである。

「ダメだ、ロッソ、お前はしばらく酒を抜いたほうがいい」

　オズバルドがつれなく言えば。

「確かに、この海には人魚はいるがな」

　そう、ガルシアが言う。それに、オズバルドやヴィクトリア以外のほとんどの船乗りが、ぎくりと肩を震わせた。

　船乗り、まして海賊といえば、豪ごう快かいな海の男の印象を持つが、実のところ、迷信深く、幽ゆう霊れいなどにはからっきし弱い者が多い。船板一枚下は地獄と誰だれが言ったのか、いつ嵐になるのか、高い波にさらわれるのか、自然の猛もう威いを相手にしているだけに、縁えん起ぎ担かつぎや、迷信を信じこむ傾けい向こうがある。

「おいおい、ガルシア。お前までそんなことを言いだすのか？」

　オズバルドが馬ば鹿かにしたように言うのに、ガルシアは「俺は見たことがあるんでな」と答える。

「ここらへんの原住民たちは、魚人とか人魚って言っているらしいぞ」

　魚人という言葉に、船乗りたちはさらに青ざめた。人魚というなら美しい女を思い浮かべるが、魚人となるとなにやら、魚の顔に口の中は鮫さめか鰐わにか、牙きばがずらりと並んだ恐ろしい印象がある。

　これにはヴィクトリアも少し動どう揺ようした。お化けや人魚の伝説など、眉まゆ唾つば物ものだと思っているが、ガルシアが見たというのなら、話は別だ。

「本当に魚人なんているの？　ガルシア？」

　思わず身を乗り出して訊く。ガルシアは、ヴィクトリアに歩み寄り。

「ああ、俺は見たぜ。黒い海の水面に浮かぶ白い……」

　ガルシアの言葉に全員が、ごくりと息を吞む。

「白い……海馬ジユゴンに似た、生き物をな」

「海馬!?」

　とたん、ヴィクトリアの脳のう裏りからは、髪が長く下半身が魚の美しい女や、恐ろしい半魚人の姿が消えて、アシカやアザラシに似た、あの生き物の姿に変わった。

「人魚って海馬なの!?」

「いや、正確には海馬じゃねぇが、海馬に似た生き物だな。まあ、海馬か海馬じゃないか決めるのは、偉えらい学者先生」

　ガルシアはひらひらと手を振り。

「ともかく、海面に顔を出したり、岩で休んでいる奴らの姿を、人魚と見間違えたらしいな。今では奴らは、現地の言葉で〝人魚〟と呼ばれている」

「海馬をどうして、人魚に見間違えるんだ!?　あのずんぐりむっくりの体型と、出るとこ出た上半身は裸はだかの美女だぞ！」

　そう言ったのは、オズバルドだ。最初は、ガルシアの人魚伝説を馬鹿にしていたのに、最後にはヴィクトリアと同じく、生なま唾つばを飲みこんでいたのだ。騙だまされたと面白くないのは当然のこと。

「奴らの雌メスは、子供を抱いて乳を飲ませるんだよ。鰭の下に乳があってな。それが人間の女が子供を抱いてるように見えるらしい。

　ま、それだけが理由じゃないだろう。ラム酒の樽たるに漬けられた奴らが、視界の悪い夜の船の上でなにか見りゃ、すぐに怪物だと思うだろうしな」

　ラム樽漬けとは、ようするに酒ばかり浴びるように飲んだために、それがないと生きられないようになった船乗りたちのことである。酒がないと、手足が震える、まともに動けない。ところが酒を飲むとその震えがぴたりと収まる。

　ならば、酒があればいいのか……というと、そうなると先は長くないというのが、船医たちの言い伝えだった。血を吐はいて、最後には死ぬと。

　それを治すためには、船倉に放りこんで閉じこめておき酒の毒を抜く。と、いうのが、荒あら療りよう治じではあるが、一番の治療法とされていた。

「将軍！　俺もその海馬の人魚を見たに違いない！　だからラム抜きは……」

「いや、お前のラム抜きは取り消しはなし」

「ええっ！　そんな！」

　人魚を見たという男が、オズバルドの前で懇こん願がんするように両手を組んで頼んでいるが、一言で却きやつ下かされる。

「だいたい、普段から飲みすぎだ。一度お前は酒を抜いたほうがいい。それとも、この冒険の間中、船倉に閉じこめられていたいか？」

「い、いえ、それは結構です」

　このやりとりに、ヴィクトリアは感心した。

「ふうん、あのたらし将軍。ご婦人を口く説どくだけじゃなくて、ちゃんと部下も見ているのね」

　そうでなければ、下したっ端ぱの船乗りの酒量など、わからないだろう。船の隅々まで目がいっているのは、優秀な船長カピタンの証あかしだ。

「まあ、女おんな癖ぐせはともかく、あいつは船長としては一流ではあるからな」

　ヴィクトリアの隣にいるガルシアが、珍めずらしくオズバルドのことを褒ほめた。

　そう、いつの間にかヴィクトリアの隣にいて、いつの間にか彼女の肩を抱いていたガルシアが……だ。

「え!?」

　そのことに気づいて、ヴィクトリアは思い切り悲鳴をあげて、ガルシアの身体を突き飛ばした。
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「……おはよう」

「おはよう」

　朝、天幕から出たヴィクトリアは、ガルシアと気まずい朝の挨あい拶さつをした。

　悲鳴をあげたヴィクトリアは、ガルシアの身体を突き飛ばして、走って天幕に逃げこんだ。そのあとのことは知らない。

「やあ、ヴィクトリア、おはよう」

　そう明るく呼びかけたのは、オズバルドだ。白い海岸にテーブルを出して、朝食をとっている。

「焼きたてのパンはどうだい？　うちの船員がとってきた果くだ物ものもある」

「いただきます」

　オズバルドが声をかけてくれて、正直ホッとした。ヴィクトリアが行くと、彼は立ちあがり椅い子すを引いてくれた。

「ありがとう」

　ヴィクトリアが席につくと、ガルシアが無言でやってきて、テーブルの一角の席についた。

「君は招待してないんだけどね、ガルシア」

「ここは船長カピタンの席だろう。お前に断らなくたって、俺が座って当然だ」

　海賊船だろうが、普通の船、戦艦であろうが、船長は船長室で一人食事をとるのが習慣だ。ただ、ガルシアはこれを嫌っていて、たいがい、乗組員と一緒に食事をとっていた。ヴィクトリアも同じくだ。

　オズバルドのほうはこの習慣に従したがっているらしく、この島でも、自分のテーブルを用意させたのだ。そして、白鯨ブラン・オルカ号の船長であるガルシアも、彼と同格なのだから、この食卓につくのは確かに正しい。

「じゃあ、わたしのほうがこのテーブルは遠えん慮りよしないといけないのかもね」

　中央に置かれた大きなパンにガルシアが手を伸ばすのを見ながら、ヴィクトリアは肩をすくめる。それにオズバルドは「とんでもない！」と言う。

「君は僕が招待したんだ。胸を張って堂々といていいよ」

「ありがとう、オズバルド」

「トリアが俺の横にいるのは当然だろう」

　ガルシアがそう言って、半分に分けたパンをヴィクトリアの皿に置く。

「……ありがとう、ガルシア」

「…………」

　それはパンに対してなのか、同席してもよいと言われたことに対しての礼なのか、ヴィクトリアにもわからなかった。

「果物はどう？　ヴィクトリア」

「ええ、もらうわ」

　ただ、今はオズバルドと話しているほうが、ずっと気が楽なのは確かだった。

　それから、あれこれと話しかけてくるオズバルドにヴィクトリアは答え、ケラケラと笑い。

　そして、ガルシアの眉み間けんのしわはますます深くなったのだった。
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　────気まずい、気まずすぎる！

　それがヴィクトリアの心の叫さけびだった。

　朝食を終えて、島の探たん索さくを手分けして行うことになった。白鯨ブラン・オルカ号と黒鷹号ニグロ・アルコンの乗組員が、それぞれジャングルの奥へと分け入ったあと。

　ヴィクトリアたち三人が、拠きよ点てんとなった白い砂浜に残されたのだった。

　そう、ヴィクトリアにガルシア、それにオズバルドの三人で。椰子の木こ陰かげのテーブルで向かいあって座っている、この気まずさといったら。

「ヴィクトリア、干しイチジクはどうかな？」

「あ、もらう……」

　オズバルドの言葉に答える前に、横から無言で手が伸びる。そして、小粒とはいえ、五個ほどの干しイチジクを、ガルシアがその口に放りこむ。

「そんなにイチジク好きだったっけ？　ガルシア」

「…………」

　ヴィクトリアの言葉に無言で干しイチジクを咀そ嚼しやくするガルシア。固いのと歯にくっつくそれに、そうとう難なん儀ぎしているだろうことは、想像できる。

　そもそも、ガルシアは甘いものは苦手なのだ。干しイチジクだなんて、普段は口にもしないのに。

　なんだか本当にいたたまれなくなって、ヴィクトリアは立ちあがる。と、その上着の裾をつかまれた。ガルシアだ。

「なによ？」

「…………」

　まだ口にイチジクがあるのだろう。ガルシアがじっとにらみつけてくる。そもそも、普通なら腕をつかむところを、このところのヴィクトリアの反応に気を使ってだろう。子供みたいに服の裾をつかんで、上目遣い。

　いい大人おとなの男が。

　思わずヴィクトリアはクスッと笑う。

「大丈夫、遠くには行かない。そこの波打ち際で遊んでくるだけ」

　そう言うと、しぶしぶ上着を離してくれた。ヴィクトリアは白い砂浜へと向かう。

「あんまりしつこくすると嫌われるぞ」

　ヴィクトリアの離れたテーブルでオズバルドが言えば、ぎろりとガルシアがにらみつける。口の中のイチジクをようやく飲みこんで。

「トリアが俺を嫌うか」

「たいした自信だ。しかし、この数日、ずっと避けられ続けているように見えるけれど？」

「……あれは、俺が悪かった」

　「トリアを怖がらせた」とガクリとガルシアが肩を落とすのに、オズバルドは目を丸くする。どんな女がらみでも、悪友のこんな姿は見たことがない。

　まったく、あの王女様は、この海賊の弱点のようだ。確かに、とても魅力的なお姫様ではあるが。

　かと言って、彼を慰なぐさめる気にはならない。そう、ヴィクトリアは美しくかわいらしく、さらには、将来はアルコバッサの女王なのだ。

　彼女の伴はん侶りよとなる男は、当然のごとく〝提督カピタン・ヘネラル〟に一番近い者となるだろう。世間はそれがガルシアだと思っているようだが、しかし、他の男に機会がないと、どうして言える？というのが、いかにも花から花へと移る蝶ちようのような男の考えだった。

「まあ、確かにヴィクトリア姫がお前を嫌うはずはない」

　オズバルドの言葉に、どんより落ちこんでいたガルシアの顔にかすかな光が差したように見えた。

「しかし」

　が、浮上させて落ちこませるというのも、人の悪い楽しみだ。

「兄や父親に対する親愛の情かもしれないぞ。それを恋愛と彼女は誤ご解かいしていたのかもしれない」

「誤解？」

「そう、幼おさない女の子がよく言うだろう？　『お父様と結婚する！』ってね。彼女の感情はそれと同じで、別に魅力的な男性が現れれば、父親から離れて、そちらの男に走るのは当たり前……」

　オズバルドの言葉が途中でとぎれたのは、がたりとガルシアが立ちあがったからだ。射殺しそうな目で、オズバルドを見る。

「その男は、万が一にもお前じゃないぞ、バルド！」

　捨て台詞ぜりふを残して、ガルシアはヴィクトリアの向かった砂浜と逆の方向へと歩いていった。オズバルドは一人木陰のテーブルに残され。

「あのガルシアが恋にとち狂くるうなんて、からかいがいがあるねぇ」

　と苦笑する。

　だいたいヴィクトリアのガルシアへの気持ちが、父親や兄に向けるような家族愛のわけがない。あの反応を見ていれば、ガルシアを明らかに異性として意識しているのは確かだ。いや、あの歓迎会の夜がきっかけになって、認識を新たにしたのか。

　そのうえ、二人の絆きずなが強いとわかるのは、今のイチジクの一件だ。ガルシアがなにもしゃべらずとも、目を見つめるだけでヴィクトリアは彼の言いたいことがわかっていた。

　一日、二日で、盛りあがった恋人たちでは、とうてい敵かなわないつながりではないか。

「……勝ち目はないかなあ」

　さすがに百ひやく戦せん錬れん磨まの女ったらしだけあって、オズバルドにも、二人の間に割りこむのは困難だろうとわかっている。

「しかし、つつきたくなるんだよなあ」

　まあ、だからこそヴィクトリアの揺れる乙女おとめ心や、あのガルシアが本気の相手にはそうとう苦戦している姿を、そばで見ていたくもなるもので。

「まあ、当分飽あきないし、諦あきらめるつもりもないけどな」

　そう、たとえそれが達成困難な目標でも、高ければ高い場所にあるほど燃えるのが、海の男というものなのだった。
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　遠くには行かないとガルシアに約束したのだが。

　考えごとをしながら歩いていたら、いつの間にかかなりの距離を進んでしまったことに、ヴィクトリアは気づいた。

　振り返れば、木陰のテーブルは岩陰に隠れて見えなくなってしまっている。

　足を止めた場所は、白い砂と岩が交互にある、潮しおだまりのような場所だった。そこに取り残された小魚がぴちゃんとはねるのを、ヴィクトリアは覗きこむ。

「綺麗」

　南洋の魚は鮮あざやかな色をしている。青や赤の魚が長い鰭を揺らして泳ぐ様さまに、ヴィクトリアは見入った。潮だまりの中は小さな世界のようだ。海草に珊さん瑚ごに、そして魚。

「…………」

　それは小さかったヴィクトリアの世界と似ていた。ゆりかごは船。船の中は確かに大きいけれど、それが進む海うな原ばらに比べたらちっぽけなものだ。

　船の舳へ先さきでガルシアの腕に抱だかれて、いつもヴィクトリアはその海を見ていた。そして、ガルシアは繰り返し彼女に言った。

『トリア、これがお前の海だ』

　たとえアルコバッサという国が失われようとも、この海がヴィクトリアの生きる場所なのだと、ガルシアが教えてくれた。

『お前はこの海の女王となるのだ』

　と。

　そのガルシアの腕の中こそ、小さなヴィクトリアにとっては、海原のように広く感じた。力強く安心できる、自分を包みこむ海。

　それが、今は怖いなんて皮ひ肉にくなものだ。

　怖いのに、その腕に飛びこみたいと思っているのも事実なのだ。抱きしめて、二度と離さないでほしい……なんて。

　そのクセ、閉じこめられるのも怖いのだ。その腕に包まれたら、二度と出られなくなるような、そんな気もして……。

「馬鹿みたい！」

　ヴィクトリアは声をあげた。本当にこんなことで、くよくよ悩むなんて、馬鹿らしいと思いたい。

「…………」

　以前はもっと自分の世界は単純だった。船にはガルシアがいて、荒くれ者の乗組員たちがいる。それでよかった。船に乗り、海原をどこまでも行けたなら、それがヴィクトリアにとっての幸せで。

　今だってそれは変わりないのに、どうして、世界はこんなに複雑になってしまったのか。

　ガルシアのこととか、ガルシアのこととか、ガルシアの……。

「ああっ！　もう、なんでガルシアのことばかり考えちゃうのよ！」

　自分がこんなに意気地なしだとは、ヴィクトリアは思わなかった。もっとも、それなりに相談できる女性がそばにいたなら、ヴィクトリアの悩みは年頃の娘として当たり前だと、言ってくれただろうが、悲しいかな、彼女の周りにいるのは、乙女の心とは正反対の、荒くれ者の海の男ばかりだ。

「こういうときは、大砲を二、三発ぶっ放すと、すっきりするんだけど」

　解決方法として浮かぶのは、こんな荒っぽい方法である。ガルシアが聞いたなら、育て方を間違えた……と嘆なげきそうだが、そう育てたのはガルシア自身である。

「え？　もう、こんな？」

　そして、考えごとをして気づけば、ブーツの足首まで海水が来ていた。この辺りは潮の満ち引きの差はそう大きくないが、それでも波の力は侮あなどれないと、ヴィクトリアはすっかり遠浅の海になろうとしてる場所から、去ろうとしたが。

　ぐい……と足首を何者かにつかまれた。振り返り、見ると水みな面もに青い魚の顔が見えた。しかし、自分のブーツの足首をつかんでいるのは、人間の手。

「きゃああああああああっ！」

　ヴィクトリアは悲鳴をあげた。







「どうした!?　ヴィクトリア!!」

　ガルシアとオズバルドが駆けつけたのは、ほぼ同時だった。ヴィクトリアは迷うことなく、ガルシアの胸へ飛びこんだ。

「ガルシア！　人魚が……!!」

「人魚!?」

「ええ、現れたのよ！　魚の顔をして、人間の手があって……私の足を……」

　振り返ることなく、自分がいた潮だまりをヴィクトリアは指さす。そこにオズバルドが向かい、覗きこみ。ガルシアに向かって首を振る。

「なにもいないよ。取り残された大きな魚を見間違えたんじゃ」

「いいえ！　見間違いなんかじゃないわ！　確かに魚の顔をしていて、それに人間の手も持っていた。わたしの足首をつかんだのよ！」

「海に引きずりこまれそうになったのか？」

　ガルシアが険けわしい表情で聞く。それにヴィクトリアは首を振る。

「わたしが悲鳴をあげたら手を離したけど……よくわからない」

　そこまで答えて、自分がガルシアの腕の中にいることにヴィクトリアは気づいた。

「…………」

　だけど、悲鳴をあげる気にはなれなかった。今はガルシアの温かな腕の中が安心する。ヴィクトリアは手を伸ばして、彼の腕にしがみついた。

「わかった、トリア。とりあえず、戻るぞ。天幕でしばらく休むといい」

「うん……」

　ヴィクトリアの肩をそっとガルシアが抱き、そのあとにオズバルドが続いた。







「…………」

　三人がいなくなった海岸。遠くの海から人の頭のようなものが覗いて、白い砂浜をうかがっていたが、しかし、それはすぐに海の中へと消えた。
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「トリアがラムを飲むわけもなし。だから酔よっ払ってもいなかった。あいつが人魚を見たのは確かだ」

　その夜。一日では宝の手がかりもつかめず、乗組員たちは全員戻ってきた。その日の夕食と続く軽い酒盛りで、持ちきりだったのは人魚の噂うわさだ。

　昼間、ヴィクトリアが人魚を見たというのは、瞬またたく間に全員の知るところとなった。

「ほら、やっぱり俺は噓うそを言っていなかっただろう！」と前日の夜、同じく人魚を見たという黒鷹ニグロ・アルコン号の乗組員は胸を張って繰り返していた。ただし、彼のラム禁止は結局解とかれなかったのだが。

「ガルシア、気分を悪くしないでくれよ。もしかして、彼女、憂うさ晴らしに……」

　オズバルドの言葉にガルシアは無言で首を振る。

「俺の船では、花も草も禁止だ。その恐ろしさは、トリアにもよく話して聞かせてある」

〝花〟と〝草〟というのは海かい賊ぞくたちの隠いん語ごで麻ま薬やくのことだ。花は阿あ片へんを草はハッシシを表す。

「だいたい、あれは俺と同じで、幽ゆう霊れいだの海の化け物だのを信用しない質たちなんだ。それが、見たっていうんだから、本当に人魚を見たんだろうさ」

「じゃあ、ガルシアは人魚はいるっていうのか？　海かい馬ばには手は生えてないぞ」

　オズバルドもまた迷信など信じない質なのだろう。馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。船乗りたちは迷信深いが、逆に船長カピタンにまで成り上がるような奴は、神さえも信じていないような輩やからだ……と言ったのは、その海かい賊ぞくの中の海賊、キャプテン・ドラコだ。

「さて、ヴィクトリアの見た人魚はいるんだろうさ」

　そう、ガルシアは答えたのだった。
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　ヴィクトリアは、人魚に出くわした海岸から戻ってきてずっと、天幕の中で過ごした。

「休んでいろ」というガルシアの言葉もあったが、外に出れば確かにあれこれ人魚のことを聞かれる。その煩わずらわしさもあった。

　夕ご飯はヴァルバトスが持ってきてくれた。彼には悪いが、大半を残してしまったのは仕方ない。

「…………」

　今も目を閉じれば、あの人魚の青いような緑のような魚の顔が脳のう裏りに浮かび、ヴィクトリアは飛び起きた。ぶるぶると首を振る。

「本当に情なさけない」

　あんな半魚人ぐらいで、である。そう、あれは人魚じゃなくて、半魚人だ。あんな、顔が魚の化け物、美しいとされる人魚に失礼だろう。

　とにかく、あんな化け物には負けない！と、ヴィクトリアは目を閉じた。こうなったら無理矢理寝るしかない、明日になったら忘れているだろう。

　そのうちに、ハンモックの揺れと、紗しやの布地を通してやってくる涼すずしい浜風に、ヴィクトリアは本当に寝てしまったのだが……。







「ん……」

　夜中、なぜかヴィクトリアは目が覚めた。あたりを見れば真っ暗だ。

　こんな真夜中に目が覚めてしまうなんて、眠りが浅かったらしい……とヴィクトリアはため息を一つついた。原因など、わかっている。

　再び目を閉じようとするが、しかし、どうにも眠れない。目が闇やみに慣れてくると、海と白い浜辺が照り返す月と星の明かりで、徐々にあたりの輪りん郭かくが浮かびあがり……。

　そのとき、天幕に誰だれかが入ってくる気配がした。入り口の布をそろりと薄く開けて、身体からだを滑すべりこませるように。

「誰？」

　ヴィクトリアが呼びかけると、影かげはぎくりと肩を震わせた。ずいぶんと小こ柄がらで、それに妙みような影だ。頭の部分がひどく大きくて、上半身は逆に服を着ていないような。もっとも、普段からズボンいっちょだけの、裸はだかのような姿の船乗りは珍めずらしくもないが。

　しかし、その輪郭だけでなく、姿が闇に慣れた目に浮かびあがってくるにつれて、ヴィクトリアは息を吞のんだ。

　その青というか緑の顔は、昼間見た人魚、もとい半魚人の顔と同じ。

　ヴィクトリアは思わず悲鳴をあげかけたが。

「そこまでだ。この足のある人魚め！」

　天幕の布を跳ねあげるようにして、飛びこんできたのはガルシアだ。逃げようとした人魚……もとい半魚人を、後ろから抱きあげるようにして羽は交がい締じめにする。

　そうして、ガルシアに捕つかまえられると、相手が明らかに小柄な……というより、子供だとわかる。腰に巻き付けられた布以外は、上半身は裸、足は裸足はだし。体は鍛きたえられているが、手足はひょろ長い。

　宙につりあげられてしまっては、パタパタ暴れる手と足は、まったく抵抗になっていない。手には、石の穂先の槍やりを持っていたが、それもガルシアにひょいと取りあげられてしまった。

「大人おとなしくしろ！」

「待って、ガルシア。相手は子供よ！」

　よく見れば魚の頭は、すっぽりと被るお面だとわかる。しかし、まったくよくできた代物だった。木彫りらしいが、魚の鱗うろこといい、目の質感といい、口に並ぶ鮫さめの歯といい、本物そっくりだ。

　これでは一瞬見ただけでは、本物の魚の頭だと、ヴィクトリアが見間違うはずだ。

「さて、人魚のお顔を拝見しようか」

　ガルシアがそう言って、被っていた面を取り去る。と、そこには、意外に愛らしい少年の顔があった。年の頃は十歳過ぎぐらいだろうか。褐かつ色しよくの短い巻き毛に、浅黒い肌、くりくりと大きな黒目がちの瞳が、ヴィクトリアを見あげる。

「ロコ、決めた！」

　少年が発した言葉にヴィクトリアとガルシアは驚き顔を見あわせた。

「あなた、わたしたちの言葉が話せるの？」

「ロコ、長老に教わった。お前、ロコの花はな嫁よめになれ！　ロコ、決めたぞ。お前を最初の妻にする」

「おい！　勝手なことを言うな！」

　面食らっているヴィクトリアに代わり、ガルシアが声をあげる。しかし、ロコと名乗った少年は、ガルシアを無視して。

「お前、美しい。太陽の色の髪に、瞳も長老の宝物の石のような碧みどりだ。肌もこの砂浜のように白くて綺き麗れい」

「そ、それはどうも、ありがとう」
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　ヴィクトリアとしても褒ほめられて悪い気はしない。

　もっとも、そのあとの発言が問題だが。

「美しい娘は、みんな族長のものだ。だから、お前も族長の息むす子こロコのもの。お前を一番の妻にする！」

「ちょっと待て、さっきから聞いてりゃ、最初だの一番だの、つまり、二番目や三番目の妻とやらがいるってことか？」

「そうだ。族長は三年に一度、妻をめとる。子供は三十人以上作らねばならない」

　さっきは無視したが、今度はガルシアにロコが答える。それに「なんだと！」とガルシアが叫さけぶ。

「トリアをその他の女と一緒にするのも問題外だが、そのうえガキを三十人だと！

　冗じよう談だんじゃねぇ！　そもそも、トリアがお前のものになどなるか！　こいつは、生まれたときから俺のものだ！」

　ガルシアの言葉に、ヴィクトリアはみるみる赤くなる。

　生まれたときから俺のもの……。

　その言葉は嬉しかったが、ガルシアに対しては素す直なおに受け取れないのが、ヴィクトリアだ。

「ガルシア！　俺のものとはなによ！　私はものじゃないわ！」

「言葉のあやだろう、トリア。とにかく、お前をこいつのものになんかしてたまるか！」

「相手は子供でしょ。そんなにムキになることないじゃない」

「子供だって、男は男だ！」

「そうだ！　ロコはもう立派な戦士だ！　豚ぶただって十頭も飼っている。妻の一人や二人や三人、養やしなえるぞ」

「だから、お前は余計な口出しするな！　ガキ！」

「黙だまれ！　年寄り！」

「年寄り!?」

「そうだ、白い髪は年寄りの証あかしだ。髪が白くなれば、男は妻をめとらなくなる。お前が、この娘を妻にしても子はなせない。年寄りは、引っこんでいろ」

「馬鹿野郎！　俺はまだ、ぴちぴちの現役だ！　誰が年寄りだ！」

「だから、ガルシア！　子供相手にムキにならないで！」

　天幕の騒さわぎにみんなが駆けつけて、その夜は明けた。
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「おい、こら、族長の息子ロコを豚みたいに縛しばりあげるとは何事だ！」

　椰や子しの木に縛り付けられて、少年、ロコが叫んでいる。子供だからと、最初は見張りだけで縛ってはいなかったのだが、すぐにこの少年は侮れないことがわかった。

　見張りのすきを見て逃げ出すこと三回。そのたびに、大怪我ではないが、少年に殴なぐられたり蹴けられたり嚙かみつかれたり……で、怪我人が出たのだ。

　仕方なく……というより「暴れる犬なら、大人しくなるよう手足をくくりつけておけ」というガルシアの命令によって、椰子の木に縛り付けられてしまったのだ。

「おまえたち全員、豚になる呪のろいをかけてやる！　ロコたちの祭りの供く物もつとして、バナナと一緒にこんがり焼いてやるぞ！」

　しかし、少年は縛られても、今度は口で抵抗を続けた。これにはガルシアも。

「わめくだけわめかせておけ。怪我人は出ないんだ。聞きたくない奴は、散歩でも行ってこい」

　と自分は木陰でハンモックに揺られて昼寝を決めこんでいる。

　昨日、ヴィクトリアの天幕の前で寝ずの番をしたから、寝不足なのだ。それを聞いてヴィクトリアは、思わず頰ほおを染めながら。

『船長カピタン自みずから見張りなんて、誰かに役目を任まかせればいいのに』

『俺がしたかったんだよ』

　そうガルシアは答えるのみだったが。







「さて、お昼の時間よ」

　ヴィクトリアはロコの元へとやってきた。布で包んできた、パンを広げる。それにスープだ。

「縄なわをほどけ」

「そういうわけにはいかないのよ。三回も逃げたんじゃね」

　ヴィクトリアも甘くはない。「だから……」とパンをちぎって、ロコの口元に運んでやる。ロコは脱だつ走そう騒ぎで朝食抜きだったから、さすがに腹が減っていたのだろう。素直にパンを食べた。

「お前……」

「わたしの名前はヴィクトリアよ。お前じゃないわ」

「ヴィクトリア、ヴィクトリア……」

　少年は練習するように名前を繰り返す。その間にも、ヴィクトリアが口元に運ぶパンを食べ、スープをごくりと飲みこむ。

「ヴィクトリア、お前、優しいな」

「どうして？」

「ロコにこうして、食べ物をくれる。食べ物をくれる女は優しいと決まっている」

「まあ、男の人はそうかもしれないわね」

　白鯨ブラン・オルカ号の乗組員に限らず、船乗りたちは酔えば女の話。そして、たいがいこう言うのだ。

　美人は港にいればいい。家に帰って居るのは不美人でも料理上手がいい。

　つまりは浮うわ気き相手は立ち寄る港に、本妻は我が家にという、なんとも身勝手な男の言い分だ。

　しかし、ガルシアは言うのだ。

『まあ、美人は夜が明けたら飽あきるっていうからな』

　つまりはベッドにいる間だけ……という何とも不ふ謹きん慎しんな言葉だが、その意味をガルシアはヴィクトリアの前では、絶対口にしない。ちなみに、その手の話はヴィクトリアの前では厳禁というのが、白鯨ブラン・オルカ号の船長カピタン命令である。

『ふざけているわ。男が女に求めるのは顔だけ？』

　ヴィクトリアはそのときずいぶん憤ふん慨がいしたのだが。

『そうじゃない。結局は愛する妻の作るうまい料理ってことだ。どんな港に寄って、どんなごちそう食っても、妻の作る煮込みシチユーが一番ってな』

『わたしは料理作れないけど……』

　生まれたときからアルコバッサのお姫様。ガルシアと一緒に海に出てからも、料理はすべて船の料理長が作ってきたのだ。ヴィクトリアは包丁を握にぎったことさえない。

『トリアの煎いれるお茶はうまいぜ』

　ラムばかりあおっている大酒飲みの海賊は、なぜかヴィクトリアの煎れた茶は飲む。そのときも、差し出された白はく磁じのカップに、ヴィクトリアはおかわりを注そそいでやったのだった。







「だから、ヴィクトリア。ロコの嫁になれ」

「それはお断りするわ」

　椰子の木に縛り付けられているというのに、ロコは元気にヴィクトリアに求愛し、ヴィクトリアはあっさりと、それを断る。

「断ることなどない。美しい娘は族長の息子たるロコのものだ」

「それは、この島で生まれた、あなたの村の娘たちのことでしょう？　わたしは島の外から来たの。だから、あなたの言うことには従したがえないわ」

「島の外から来ようと、美しい娘は……」

「だから、わたしはあなたの自由にはならないの。わたしにはわたしの意志がある。そんなふうに、勝手に人を自分のものだと決めつける人は嫌いよ」

「…………」

　嫌いと言われてロコが初めて黙りこむ。その大きな瞳に涙が浮かんでいるのを見て、言いすぎたかな……とヴィクトリアは思う。

　ロコの言うとおりだとすると、たぶん、彼は村の女から、拒否をされたことはないのだろう。彼はそれが当たり前だと思っているし、女たちもまたそれがこの小さな世界の常識だと思っているからだ。

「お前のような娘は初めてだ」

「そうでしょうね。わたしもロコみたいな、世界のすべての娘が、自分のものだなんて、思っている人は初めてよ。

　でも、言ったとおり、わたしは外の世界から来たの。だから、ロコの言うことは聞けないわ。あなたはわたしの族長ではないんだから」

「では、あの年寄りの言うことなら聞くのか？」

「ガルシアは年寄りじゃないわ。外の世界にはああいう色の髪の人もいるってことよ。わたしがあなたの言う、太陽の色の髪のように」

　くすくすとヴィクトリアは笑う。ガルシアはロコに年寄り扱いされたことがそうとう頭に来たようで、朝食の間中「あのガキの目は節ふし穴あなだ」と言っていた。

　まあ、ガルシアが気にしているのは、自分が年寄り扱いされたというより、ヴィクトリアとの歳としの差なのだとわかっている。

　────そんなこと気にする必要はないのに。

　ヴィクトリアはなにも気にしていなかった。ガルシアは彼女が物心ついたときから、大人の男だったのだ。いや、正確には違う。ガルシアがヴィクトリアを連れて海に逃げたのは、まだ彼が十代の時で、だからこそ、彼の若さがバルタザールの後こう継けいにふさわしくないと、問題になったのだから。

　だが小さなヴィクトリアから見れば、ガルシアはいつだって大きくて、先を行く、追いかけるべき男性だったのだ。

　早く大人になること、彼に追いつくこと……それがヴィクトリアの目標だったのだ。

「ねぇ、ロコ。村にはあなたぐらいの年頃の娘だっているでしょう？　わたしは、あなたよりだいぶお姉さんよ」

「ロコと同じ歳の娘など、まだ、みんな子供だ」

「そう……」

　では、自分はどうなのだ？と思ったが、ヴィクトリアは黙っていた。

「それに、ロコは生まれてから十四年だから、もう十分に大人だ」

「ええっ!?　あなた十四なの!?　わたしと一つしか違わないじゃない！」

　ヴィクトリアは驚いた。相手はどう見たって、自分よりだいぶ年下の少年だと思っていたのに。

「ヴィクトリアは十五なのか！　海の向こうの人は早く歳をとるのか？」

　これにはロコも驚いて、その丸い目をさらに大きく見開いている。ヴィクトリアは「失礼ね」と言いながらも、いいことを思いついたと「そう」とうなずき。

「わたしはロコよりもだいぶ早くしわくちゃのお婆ばあさんになってしまうのよ。だから、あなたの奥さんになるのは無理よ」

　噓をつくのは心苦しいが、しかし、これでこの頑がん固こな少年が諦あきらめてくれるなら、いいか……と思ったのだが。

「問題ない。ヴィクトリアがすぐにお婆さんになっても、ロコの一番最初の妻の名めい誉よはヴィクトリアのものだ。ロコも村の者たちや他の妻たちも、ヴィクトリアを第一夫人として尊敬して、大切にする」

「それって、王侯貴族の男の言いぐさにそっくりよね。どこでも、王様とか皇帝とか族長とか呼ばれる人たちの暮らしって、そうなのかもしれないけど」

　王族でも貴族の男性でも、外に愛人を作るときに、決まって言うことは一つだ。『君の妻の座に変わりはない、その地位と暮らしの保証の上に、君の子供がこの家を継つぐというのに、なんの問題があるんだい？』

　上流階級の結婚に、万に一つも恋愛結婚などありはしない。恋をして愛する人と結ばれるなど、おとぎ話の中のことだ。

　ヴィクトリアも、もしかしたら、両親が健在で、アルコバッサという国が、マーシアに乗っ取られなければ、今頃、どこかの国の王子と結婚していたのかもしれない。

　だが、今のヴィクトリアには、そんなことは考えられない。自分はもっと自由でありたいのだ。自由に海を船で駆けるように、自分の選んだ人と結ばれたい。

　ガルシアと……。

　やはり、好きなのだという想おもいを、ヴィクトリアは新たにする。見知らぬ男性のように見えたのも、ガルシアが怖く感じたのも、その裏返しなのだろう……とも。

　ガルシアを想うだけで、今も胸がドキドキしている。

「なあ、ヴィクトリア。ロコは妻としてお前を大切にすると誓ちかう。だから、結婚してくれ」

　ロコは上目遣いに、哀あい願がんするようにヴィクトリアに言った。今度は泣き落としか……とヴィクトリアは思う。

　年下の男の子──一つしか違わないが──にこんなふうにお願いされては、心動かないではないが、ことはパンのおかわりをくれ……なんていう、簡単なものではない。

「いいえ、あなたとは結婚できないわ」

　ヴィクトリアは首を振った。

「どうしてだ？　あの年寄りが好きだからか？」

「だから、ガルシアは年寄りじゃないって……」

　そう言いかけてヴィクトリアは赤くなった。隠すつもりはないが、認めるということは、ロコの言葉どおりというわけで。

「確かにガルシアが好きなのは、一番の理由よ。でもそれだけじゃないわ」

「他にあるのか？」

「そうね、まず、ロコはわたしのどこが好きになったっていうのかしら？」

「美しいところだ」

「つまりは外見よね。それでわたしのなにを知ったというの？　わたしの上うわ辺べだけを見て、わたしを好きになったという人との結婚なんて、わたしはごめんよ」

「いや、わかった！　ヴィクトリアは優しい。ロコに食べ物をくれたから、ますます好きになったぞ！」

「うん、まあ、それはそうねぇ。でも、わたしは、わたしの他に奥さんがいる人なんて、イヤなの。生しよう涯がい、私一人だけを愛してくれないと」

　もちろん、他に愛人だのを作ることは絶対に認めるつもりなどない。

『いいか、ヴィクトリア。お前はアルコバッサの女王だが、国のために自分を犠ぎ牲せいにしてもいい……なんて思うなよ。お前が自由で幸せであることが一番なんだ』

　小さい頃からガルシアはそう言ってくれた。だから、ヴィクトリアはそれを彼女に教えた、その人を選んだのだ。

「それは困る。子供を三十人以上作るのは、族長の役目だ、それに、ロコは族長の息子だが、族長は蛇へびに嚙まれて死んだ。ロコはすぐにでも妻をめとって族長にならなければならないのだ！　妻がいなければ、大人の男とは認められない！」

　それでロコがヴィクトリアを妻にしようと必死になっているのだと理解する。ただし、それを受け入れるかどうかは別問題だが。

「だから、それでもいいという村の娘を、あなたは選ぶべきよ、ロコ」

　ヴィクトリアからすれば、ロコの村を、女性の価値を認めないひどいところだ！と、断じてしまうのは簡単だ。

　だが、それはヴィクトリアの育った世界の価値観であり、考えなのだ。ロコの世界には、ロコの世界の掟おきてがある。

　それはこの小さな島で、人の営いとなみを守っていくために編あみ出されたものかもしれないのだ。確かに子供が生まれなければ、次の世代は絶えてしまうわけだし、同族の意識があるからこそ、厳きびしい自然の中で、食べ物などで争うことなく、暮らしていけるのかもしれない。

　否定することは簡単だ。だが、理解することは難むずかしい……そう教えてくれたのも、ガルシアだ。

『この広い世界には、様々な風習がある。ときには俺たちの理解できないものもな。それを野や蛮ばんだのなんだのと決めつけて、否定することも簡単だ。だが、そこにはそれが生まれた理由があり、歴史や伝統ってものがある。

　俺たちが受け入れることはない。相手だって、俺たちみたいな暮らしはできないって、言うだろうからな。

　だが、認めて尊重することはできる。自分に理解できないからって、悪だと否定するんじゃない。そこには、そこに住む人たちの暮らしがある』

「たくさんの妻を持つことはダメなのか？」

「ダメだなんて言わないわ。ただ、わたしがその一人になるのは嫌なの、絶対にできないわ」

「だが、ロコはヴィクトリアが好きなのだ！　どうしても、好きなのに、どうすればいい!!」

「それは……」

　ヴィクトリアは言葉に詰つまった。

　好きなものは好きというのは、ヴィクトリアがガルシアを想う気持ちでもあるからだ。

　あのときは怖かった。いまでも少し怖いかもしれない。でも、嫌いにはなれない。むしろ、大好き。

　好きという気持ちはどこから来るのだろう？と不思議に思う。どこからか、それは彗すい星せいのようにやってきて、胸に突き刺さって抜けないのだ。そして、その場所がじくじくと甘く痛む。

「なに、トリアを困らせているんだ？　ガキ」

「ガルシア！」

　いつの間にやってきたのか。ガルシアがヴィクトリアの後ろに立っていた。「ロコはガキじゃない、ロコって名前がある！」と叫ぶロコに一歩近づき。

「ガキはガキで十分だ。女に甘えてワガママ言っているようじゃ、母ちゃんのおっぱいにしがみついている赤ん坊と一緒だからな」

「ロコはもう乳ちちなど吸ってないぞ！」

「同じようなことしてるだろうが。相手のことも考えずに、ただせがむだけなら、それは赤ん坊と一緒だ。泣けば母ちゃんはお乳をくれるかもしれないが、他の女はそんなことじゃ、お前を好きになんかはならないぜ」

「ロコは族長の息子……」

「が、どうだっていうんだ？　ここでのお前は椰子の木にくくりつけられている、一匹のガキだ。この向こうの大おお海うな原ばらに出れば、族長のなんたらなんて、もっと通用しないぜ。

　お前は鮫に出くわしても、族長の息子だって言うのか？」

「…………」

　ロコは涙目で黙りこみ、ヴィクトリアはガルシアに「言いすぎよ」と声をかけた。

「いいや、言いすぎじゃない。このガキはお前に求婚したんだ。女一人を幸せにすると誓った以上、一人前の男だ。だが、こいつはまだまだガキだけどな」

「もちろん、ロコはヴィクトリアを幸せにする！」

「トリアの他に何人もの妻つまを迎えてか？　それはトリアが嫌だと言っただろう」

「そ、それはできない。ロコには三十人の子供を作らなければならない掟がある。が、ヴィクトリアは大切にする！」

「そこで安あん易いに、トリアだけを妻にすると言いださないのは、評価してやる。族長の息子を自慢するだけじゃなく、未来の族長になる自覚と責任もしっかりあるらしいからな」

　ガルシアは腕を組んでうなずく。それはヴィクトリアも感心していたことだ。確かにロコが子供の安易な気持ちで、ヴィクトリアと結婚するとわめいていたなら、他の妻はいらないと言いだしているだろう。

　だが、ロコには未来の族長になる自覚がすでにあって、それには複数の妻をめとり、子供をたくさん作ることも含まれているのだ。だから、いくらヴィクトリアが好きだ、結婚してくれと繰り返しても、そのために、他の妻をめとらないとは言わない。

　この島の族長であるためには、それは不可能なことだからだ。複数の妻をめとり、子供をたくさん作り、島を繁はん栄えいさせることは、族長の義務なのだから。

「しかし、それと一人の女を愛するってのは別の話だ。愛したなら、その女を幸せにしなきゃならない」

「だから、ロコはヴィクトリアを幸せにすると……」

「他の女を妻にして、さらに子供を作るなんてほざく奴には、トリアを幸せにできるわけがない！」

　ガルシアはひときわ険けわしい表情と厳しい声で、きっぱりとロコに言った。ヴィクトリアでさえ、滅めつ多たに見ることのない、提督カピタン・ヘネラルと呼ばれる男の顔だ。

　その威い厳げんと迫はく力りよくに、頑固なロコも黙りこむ。それにガルシアは「いいか」と切り出し。

「この島の女なら、それで幸せなんだろうさ。族長の妻になって、子供を産んでな。

　だが、トリアはそうじゃないと、お前に何度も繰り返し、わかる言葉で説明したはずだぞ。理由は、いくら馬鹿で子供なお前でもわかっているな？」

「ロコは子供でも、馬鹿でもない！」

「なら、トリアがなんでダメと言ったのか、言ってみろよ」

「それは、ヴィクトリアは他の妻はダメだと……」

「わかってるじゃないか」

　挑ちよう発はつするようにガルシアが言えば、ロコが答えてうなだれる。ガルシアは「いいか」と言い聞かせるように続ける。

「お前が族長としての生き方を貫つらぬくなら、トリアとは結婚できない。無理矢理奪ったりすれば、それこそ不幸にするだけだ。

　自分の女房も幸せにできないような男は、俺は最低野郎だと思うが、お前はどうなんだ？」

「……ロコも、そんな奴は槍で突かれて死んでも文もん句くは言えないと思う。子供をたくさん生ませて、女を幸せにするのが村の男だ」

　「だから、ヴィクトリアを妻にはできない」とロコは苦しそうに言う。それにガルシアはうなずく。

「好きな女の幸せのためなら、自ら退ひくってのも、男ってもんだ」

「なら、お前はどうなんだ？」

　悦えつに入るガルシアを恨うらめしそうに見あげて、ロコが言う。

「俺か？」

「そうだ。お前もヴィクトリアの幸せのために、ヴィクトリアを諦めることができるのか？」

「それは……」

　ガルシアは一瞬言葉に詰まり、そして言った。

「俺がトリアを諦めるだと！　冗談じゃねぇ！　諦められるか！」

「ちょっと……ガルシア。今までのいい言葉が台無しじゃない？」

　それまで、ガルシアの話をさすがに大人の男だと聞いていたヴィクトリアが、呆れて口を開く。

「だからって、お前を手放せるか！　トリア」

「つい最近まで、わたしをベルンにやると言っていた人とは思えない発言ね」

　ベルンとは旧大陸の山々に囲まれた風ふう光こう明めい媚びな街で、そこにガルシアの知り合いの男だん爵しやくがいる。その彼のところにヴィクトリアのお転てん婆ばを直すため、行ぎよう儀ぎ見習いに出すと、ガルシアが言いだしたのは、最近のことだ。

　ただし、マーシアの海賊の隠れ港への襲しゆう撃げきがあったり、ガルシアが要よう塞さいにとらわれの身になったり……。

　さらにはそれがきっかけで、二人が気持ちを確かめあったりして、その話は立ち消えになっていた。

「ああ、あのときの自分には説教してやりたい気分だな。こんなにも好きな娘を、お前は手放せるのか？って。

　好きなんだぞ！　俺がお前を手放すわけがないし、当然、俺がトリアを幸せにするに決まっているだろう！」

「……っ！」

　ガルシアはケンカをしているみたいに、大声で叫び、ヴィクトリアは茹ゆだったみたいに真まっ赤かになった。そこに「暑いのか？　ヴィクトリア。真っ赤だぞ」とロコの調子っぱずれな声がかかる。

「も、もうっ！　は、恥はずかしい人ね！　そんなこと大声で」

「恥ずかしいだと!?　好きな女に好きだって言ってどこが悪い？」

「な、な、なあっ!?　だから、それが恥ずかしいって言ってるの！」

　ほとんど子供のケンカのような言い争いになりかけたとき、「大変だ！」という声に、二人は振り返った。
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「大変だ！　将軍が！」

　そう言って駆かけてきたのは、黒鷹ニグロ・アルコン号の乗組員だ。

「どうした、そんなに慌あわてて？」

「将軍が、みんなが、大変なんです！」

「バルドがどうした!?」

　ガルシアが尋たずねたところで、ジャングルから突き飛ばされるようにして、姿を現したオズバルドたちの姿が見えた。彼らはいずれもジャングルの巨大なツタを枯からして作ったのだろう縄なわで縛しばられ、互たがいにつながれていた。

「オズバルド！」

　ヴィクトリアが叫さけぶと、オズバルドは「やあ」と情なさけなさそうな顔で挨あい拶さつをする。その後ろから現れた者たちに、ヴィクトリアは思わず息を吞のんだ。

　彼らは、ロコが被かぶっていたのと同じ、あの半魚人の仮面を被っていたのだ。その数は、五十人はくだらないだろうか。これだけの数があると、作り物とわかっていても迫力がある。

　しかも、彼らが手に持ち、オズバルドたちに向けていたのは……。

「マスケット銃じゆうだと!?　なんで奴らが持っている!?」

　ガルシアが思わず叫ぶ。こんな島の原住民が持つものではないからだ。

「聖なる槍やりだ。一流の戦士と認められると、与えられる。先から火を噴ふく、神からロコたち一族に授けられたものだ！」

「神!?」

　ロコの言葉にガルシアが問い返すが、それにロコが答える前に、ひときわ立派な、魚の顔に鳥の羽根でできたたてがみという奇妙な仮面が、声を出した。

「お前たちは神から与えられた我らが島をケガした」

　ヴィクトリアたちの言葉で、ロコが「長老！」と呼びかけたところから、これがロコの祖父の長老なのだとわかった。

「さらには、我らが戦士の卵を捕とらえて縛りあげた。その罪は大きいぞ！」

　仮面をつけた戦士たちが、ずらりとガルシアとヴィクトリアたちの周りを取り囲み、銃を向ける。

「☆△＠×■！」

　ロコが現地の言葉を叫ぶ。仮面の戦士たちの一人が近づいて、取り出した石いし斧おので彼の縄を切った。片方の手にマスケット銃、もう片方の手に石斧とは、なんともちぐはぐで、やはりこの銃が外からもたらされたものだとわかる。

　────彼らに銃を与えたのは一体、誰だれ？

　そうヴィクトリアが考えたところで、縄をとかれたロコがヴィクトリアのそばに来て、彼女をかばうように前に立つ。長老に向かって、現地の言葉で何事か言っている。

　長老はこくりとうなずき、そして、仮面の戦士たちに指示を与える。戦士たちはガルシアの周りを取り囲んで、彼をいきなり後ろ手に縛りあげる。

「ガルシア！」

「トリア、抵てい抗こうはするな。この人数で銃を持たれていちゃ、どうしようもない」

「…………」

　確かに、この人数……というだけでなく、バルドたち、黒鷹ニグロ・アルコン号の乗組員が人ひと質じちに取られている以上。抵抗したりすれば、彼らは迷いなく、銃の引き金を引くだろう。

「大丈夫だ、ヴィクトリア。お前はロコの花はな嫁よめだから、縛ったり、聖なる槍で脅おどしたりしないようにと、長老に言ったから」

「なんだと!?　このガキ!!　まだ、トリアを諦あきらめてなかったのか!?」

　それを聞いたガルシアが怒って声をあげ、ヴィクトリアに無抵抗でいろと言ったのはどこへやら。戦士たちから銃を腹に突きつけられる羽は目めになった。

「ちょっと、ロコ！　ガルシアを撃うたないように、みんなに言って！」

『みんな、よせ。その年寄りは、ちょっと呆ぼけて怒りっぽいんだ』

「誰が、呆けてるんだ！　このっ！」

「どうして、ロコたちの言葉がわかる！」

　叫んだガルシアにロコだけでなく、ヴィクトリアも驚く。それにガルシアはフン！と鼻を鳴らし。

「ガキの頃から、世界中の海を回ってるんだ。当然、このあたりの島々の人間の言葉も、カタコトぐらいならわかるさ」

　そこでヴィクトリアはガルシアの意外な才能を思い出す。言葉を覚えるのが得意なのだ。

　旧大陸の西の言葉はもともと一つの帝国が分裂した名な残ごりで、なまりや方言などあるものの、ほぼ一つの言葉ではある。しかし、東の砂さ漠ばくの国の言葉。さらに東の象の国マハラジャ、さらに東の果ての絹きぬの国、幻まぼろしの黄金の国ともなれば、まったく言葉が違う。

　それをすべて話せるという、ガルシアの言葉は半分は噓うそだと思うが、しかし、挨拶と値引きの交渉、口く説どき文もん句くぐらい話せるというのは信じてもいいだろう。最後の口説き文句は余分ではあるけれど。

「とにかく、ガルシア。今は大人おとなしくして！」

　ヴィクトリアの言葉に、ガルシアはむっつりと黙だまりこんだ。

　こうして、縛られたガルシアたちと、ヴィクトリア、そしてロコは、長老とその戦士たちに囲まれて、ジャングルの奥へと連れ去られたのだった。
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　ブウブウと豚ぶたが鳴く柵さくで囲まれたその横。木で作られた粗そ末まつな檻おりに、ガルシアたちは押しこめられていた。海の男はみな大きな体つきの者が多い。それが、身体からだを縮ちぢめるようにして、肩を寄せあっているのだから、不ふ快かいなこと、このうえない。

　後ろ手に縛られて連れて来られた、密林の奥の村。ガルシアたちは、豚小屋の横の、そこの小屋よりも狭い木の檻に閉じこめられたのだ。

「まったく、狭いな。豚よりもひどい扱いとは……」

　ぶつぶつと文句をいうのは、オズバルドだ。その横にいるガルシアは、同じようにふてくされた顔をしながら。

「その豚よりも、長く飼うつもりはねぇんだろう？　豚はもっと先の祭りのとき、俺たちは本日の晩ばん餐さんだ」

「ちょっ！　奴らの食事になるなんてごめんだぞ！」

　オズバルドが焦あせって叫ぶ。実際、広場では着飾った仮面の男たちが、輪になって踊おどり、その輪の中心にはパチパチと火が燃えていて、大変危ない雰ふん囲い気きでもある。

「食事どころか、お前のしゃれこうべが、首飾りになるかもしれないぜ」

「よしてくれ、それを言うなら、お前の頭の形のほうが、よさそうじゃないか。ガルシア」

　踊る仮面の戦士たちの首には、確かにしゃれこうべがある。干されてかなり小さくなったもので、それが猿のものなのか、人間のものなのか、檻に閉じこめられている今は、考えたくもない。

「だいたい、どうしてお前がここの原住民に捕つかまったんだ？」

　相手はマスケット銃を持っているとはいえ、オズバルドたちも、十分に武装はしていたはずだ。ジャングルには、大の大人でも絞しめ殺す力を持つ大だい蛇じやに、人食い鰐わにに、ジャガーだっている可能性がある。それに、こんなふうに未開の原住民に出くわす可能性もだ。

「それが、彼らは大変高度な戦略でもって、僕たちを追い詰めたのだよ」

「その高度な戦略ってなんだ？」

　ガルシアは明らかに不審の目で、横のオズバルドを見た。こいつがこんな気取った物言いをするときは、人を騙だますときか、ごまかすときか……とにかく、気をつけたほうがいいと、知っているからだ。

「ジャングルの真ん中で、あんな仮面をつけた集団と出会えば、誰だって驚くだろう？」

「確かにな。しかし、前の晩にあのガキを捕まえたことで、あれが半魚人じゃないことは、お前たちだって知っていたはずだぜ」

「ガルシア、お前だって、人魚を信じるみたいなこと言っていたじゃないか？」

　オズバルドは、すかさず前日ヴィクトリアが見た人魚について──それは仮面を被ったロコだったのだが──突っこみを入れる。

　確かに見間違いか、酒に酔っ払っていたのでは？と言うオズバルドに、ガルシアは言ったのだ。

　ヴィクトリアは人魚を見たのだろうと。

「ありゃ、トリアが人魚と思いこんだ。そういうものを見たんだろう、って意味だ」

「詭き弁べんだなあ」

「ごまかしじゃないぜ。俺はトリアが幻や見間違いをしたのではなく、人魚に化けた何者かだろうと、そう思っていたんだ」

　酒に酔っ払った船乗りなら、ガルシアもオズバルドと同じく、白波の見間違いか、魚か、はたまた、アシカあたりかと思っただろう。

　しかし、悪魔や幽ゆう霊れいなんぞガルシア同様信用しない。『悪魔より人間のほうが、ずっと怖いわよね』などと言っているあのヴィクトリアが、人魚を〝見た〟と言っているのだ。

　これは本物……というより、現実に人魚らしきものが、そこに〝居た〟と、判断するほうが正しい。

　だから、ガルシアはヴィクトリアの天幕の前で、番をしたのだ。まさか、初めの夜から獲え物ものが引っかかるとは思わなかったが。

　それがあんな子供で、しかも、ヴィクトリアにいきなり求婚するなど。

「まったく、ムカつく。冗じよう談だんじゃねぇぞ。あんなガキに」

　そのヴィクトリアであるが、ガルシアたちのように木の檻に閉じこめられてはいない。どうやら、別の場所に連れていかれているようだ。この村に連れられてくるときも、仮面の男たちの銃には囲まれていたが、ヴィクトリアは縛られることはなかった。

　いまいましいが、あのロコが長老とやらに口添えしていたから、ヴィクトリアの身に危害は及んでいないだろう。

　いや、危害を加えられないどころか、今頃、ロコの花嫁として、この村で歓待されているとしたら……ヴィクトリアの身に危険はないだろうが、しかし、ガルシアとしては、あのロコとの結婚など、断じて許せるものではない。

「くそっ！　あのガキがトリアの横にいると思うだけで、ムカつくぞ！」

「が、ガルシア！　暴れないでくれ！」

　軽くガルシアの肘ひじ鉄てつを頰ほおに受けて、オズバルドが叫ぶ。

「で、仮面の半魚人どもとジャングルで出くわして、どうして捕まったんだ!?」

　そう、その話をしていたのだとガルシアは思い出した。

「ガルシア、それでは半魚人が仮面をつけているようではないか。正確には半魚人の仮面をつけた原住民だ」

「どっちだっていいだろう。半魚人だろうと、原住民だろうと。で、まさか、その魚人どもに追いかけられて、落とし穴に落ちたとか、獣けもの用の網あみに掛かったとか言うんじゃないだろうな？」

「……いや、僕たちは彼らの巧こう妙みような罠わなに……」

　オズバルドの目が泳ぐのに、ガルシアは蒼あおの瞳で、じっと彼の顔を見つめ。

「なるほど、その恐ろしく巧妙な落とし穴や、跳ねあげ式の網に引っかかったんだな」

　オズバルドのみならず、同じ檻に閉じこめられた、黒鷹ニグロ・アルコン号の乗組員たちも、ガルシアの冷たい眼光にさらされて、こくりとうなずいた。

「い、いや、実に巧妙だったんだよ！　まさか、銃を持っているような輩やからが、その銃を振り回した末に、僕たちを豚かなにかのように原始的な落とし穴や、網に追いこむなど、思いもつかない……」

「そりゃ、思いつかねぇなあ。バエティカの偉い大だいなる将軍様が、豚みたいに落とし穴に落っこちるなんぞ」

　呆あきれてガルシアが言えば、オズバルドががくりと肩を……落とせなかった。なにしろ、狭いぎゅうぎゅう詰めの檻の中だったので。
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　村には、家畜小屋などの小さな建物をのぞくと、大きな家が二件、村の両端に建っていた。高い床に椰や子しの葉をふいた屋根。広い一部屋はまったくしきりがなく、端から端まで見渡せる構造だ。

『こちらは、女たちの家だ。子供ならば入れるが、ロコはもう戦士だから、入れない』

　そう言い残して、ロコは迎えに出た女たちにヴィクトリアを任まかせて、行ってしまった。

『向こうの男の屋敷にいる』と言っていたから、村の敷地の反対側に見える、女たちの家と呼ばれるこの家より大きなものが、男たちの棲すむ家なのだろう。

　女たちに任されたヴィクトリアは、まず、みぐるみはがされて、家の中の土間にある井戸で身体を洗われた。恥はずかしかったが、言葉が通じないとはいえ、相手は女だったし、乱暴ではなく、扱いは丁寧だった。それに、ガルシアたちが人質にとらわれているのだ……、ヴィクトリアは我慢して、じっと彼女たちに身を任せた。

　身体を磨みがかれたあとは、きらびやかな服を着せられた。ヴィクトリアの世話をする女たちがまとっているような、麻のような葉の繊せん維いを叩いて一枚の布にしたものに、穴をあけて被り紐ひもで結ぶような、そんな簡易の衣ではなかった。

「これ、ウルスの衣装じゃない。それも最上級の絹だわ」

　ウルスは砂漠の大国。そして、今回の宝探しは、そのウルス出身のキャプテン・ターバンのお宝が目当てでやってきたのだ。

　先ほどのマスケット銃といい、このウルスの姫君が着るような衣装といい、この村には確実に外の者たちが、しかもウルスに関係ある者が訪ねてきている。

　もしかしたら、キャプテン・ターバンの……。

　しかし、言葉の通じない女たちに、この衣装がどこから伝わったのか、ヴィクトリアに尋ねる手段はなかった。女たちは慣れているのか、ヴィクトリアにウルスの姫君の衣装をてきぱきと着付けていく。

　エメラルドのような、光沢ある碧みどりの地に金きん糸しで糸杉の意匠が織りこまれた、くるぶしまでの長さの衣。その下には白いゆったりしたズボン。腰のあたりでふんわりとサッシュベルトを巻いて、頭からすっぽりと透すけるベールを被せられる。

　他に首にはジャラジャラと黄金の飾りをつけられて、腕にも金銀、様々な腕輪を。さらに透けるベールに覆おおわれた頭にも、黄金の冠かんむりを被せられた。

　支し度たくが終わると、ヴィクトリアは女たちに両手を取られ、家から連れ出される。

　音楽が聞こえていたからわかっていたが、外は宴えんもたけなわで、言葉はわからないが仮面の戦士たちの踊りと、歌が響ひびいていた。

　その戦士たちはヴィクトリアが女たちに囲まれて出てきたのを見ると、篝かがり火びがこうこうと焚たかれている広場に向かい、列を作った。歌の調子が変わり、彼らが聖なる槍と呼ぶ、マスケット銃を高々と空に掲かかげて振りあげる。

　その間を女たちに手を取られて、ヴィクトリアは進んだ。進んだ先、広場の中心で焚かれている火の前に祭さい壇だんらしきものと、その上に葉っぱに盛られた供く物もつが見えた。

　そして、その祭壇の前には仮面をつけた長老と、同じく仮面をつけた小こ柄がらな……ロコの姿があった。

　女たちは、ヴィクトリアをロコの横に並ばせると、後ろにさがった。それを確認して、長老が祭壇を向いて、なにやら宣せん誓せいらしきものを唱えている。

　長老の手には革の装そう丁ていの本がある。これもどう考えても外の世界からもたらされたものだ。どうやらその中身を読みあげているようだが、ヴィクトリアたちの旧大陸の言葉とも、彼らが話している言葉とも違う、不思議な響きの、まるで歌のような調子の言葉だ。

　ヴィクトリアはちらりと、祭壇の横へと移動させられた木の檻を見た。そこには、ガルシアやオズバルドたちが窮きゆう屈くつそうに押しこめられている。

　ガルシアは、じっと長老を、正確には革の装丁の本を見ている。やはり、ガルシアも気になっているようだ。

　そのガルシアがヴィクトリアの視線に気づいたのだろう、こちらをじっと見る。彼としばし見つめあって、ヴィクトリアは口を開く。

「これはどういうことなの？　ロコ」
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　横にいるロコに話しかけた。ロコは「シッ！」と言い。

「ヴィクトリアはロコの花嫁になるんだ。今は、その厳げん粛しゆくな儀ぎ式しきだ。話してはいけない」

「わたしはあなたの花嫁にはなれないと言ったはずよ、ロコ」

「…………」

　ロコは沈黙し、祭壇に向かっていた長老がこちらを振り返る。ヴィクトリアは自分に被せられたベールを、自分の手で取り去った。これには女たちが慌てて駆け寄り直そうとするが、それをヴィクトリアは腕を突っぱねて、拒否する。

「わたしはこの結婚を承知していないわ。この婚こん姻いんは無効よ」

「娘よ。お前は、いずれ族長となるロコの花嫁に選ばれたのだぞ、拒否することは認めない」

「おあいにく様。わたしは外の世界から来た娘よ。あなたたちの世界の掟おきてに従したがう理由はないわ。

　わたしは、わたしの愛する人のところに行きます。たとえ、誰が阻はばんだとしても」

　ヴィクトリアは女たちの手を振りきり、木の檻へと駆け寄ると、ガルシアの前にひざまずく。そして、格こう子しに顔を寄せて、彼に口づけた。

「……前は鎖くさりに両手を縛られて、今度は檻越しとは……次は邪魔なく、お前を抱きしめて口づけたいぜ」

　ガルシアが苦笑する。それにヴィクトリアは「すぐにできるわ」と答えて立ちあがる。

　ヴィクトリアがベールを脱ぎ捨てた以上に、広場は騒そう然ぜんとなっていた。女たちは悲鳴をあげ、嘆なげくように顔を覆い、仮面の戦士たちは聖なる槍、マスケット銃をヴィクトリアに向けて、うなるような怒りの声をあげている。

『ケガレだ！　婚姻前の娘が、男に触れるなど、この娘はケガレている！』

　長老が叫び、己おのれの持っている銃をヴィクトリアに向ける。

『まして、外の世界から来た者など、この娘は初めから花嫁にふさわしくなかったのだ。ケガレは火によって払わねばならぬ！　その悪魔の娘は、すぐに火にくべよ！』

『待ってくれ！　じいちゃん！　いや、長老！』

　ヴィクトリアをかばうように、ロコがその前に立ちふさがり、両手を広げる。

『ヴィクトリアはよい娘だ。ロコに食べ物をくれて、優しくしてくれた！　本当はこんな娘ではない！』

『黙れ！　ロコ！　お前もその悪魔の娘にとり憑つかれているのだ！　悪魔が差し出した食べ物を口にしたというなら、祓はらわねばならぬ！

　そもそも、島には、けして外から来た人間を入れてはならないというのが、神の教えだ。警けい告こくしてすぐさま立ち去るならよし、とどまるというならば、すぐさま殺せと！　それが、神に選ばれし、我が村の掟だ！』

　なるほど、この村にマスケット銃だの花嫁衣装だのを与えた〝神〟とやらは、ずいぶんと排はい他た的てきらしい。木の檻に押しこめられているガルシアは、皮肉に口元をゆがめた。

　船乗りやヴィクトリアが人魚の姿に驚かされた。あれは警告だったのか。この島から立ち去れ！　さもなくば……という。

　島を守るため。いや、島ではなく、この島に隠された財宝を守るため。

　神とはおそらくは、その財宝を隠した……。

『ロコは悪魔に憑かれている。悪魔祓いをせねばならぬ。だが、今はこの悪魔たちを始し末まつするのが先だ！　ロコを男たちの家に閉じこめておけ！』

『違う！　ロコは悪魔なんかに憑かれていない！』

　現地の言葉で長老に向かい叫んだロコは「ヴィクトリア！」と彼女に呼びかける。

「今すぐ、ロコと結婚すると言え！　じゃないと、お前だけじゃなく、そこの男も殺されてしまうぞ！　ガルシアも！　ヴィクトリアが殺されてしまう前に、なんとか言え！」

　仮面の戦士たちに両腕を抱かかえられて、ロコはばたばたと暴れる。ヴィクトリアはそんなロコを見て「ごめんなさい」と微笑ほほえみ。

「でも、わたしはたとえ殺されても、ガルシアへの愛を否定してまで、生き延びたくはないの」

　ヴィクトリアはそう言い、檻の中のガルシアはニヤリと笑った。

「ま、そういうことだ。俺たちの国の結婚の誓いには、死が二人を分かつまで……ってあってな」

「あら、それじゃ死んだらお別れじゃない。冗談じゃないわ。死んでも、わたしたちは一緒よ。決まっているわ」

「ああ、だったら先に行って、待ってろ」

「あまり、遅くならないでよ。わたしは気が短いんだから」

「知ってる」

　ヴィクトリアは、誰かに追い立てられたわけでもなく、広場の中央で人の背せ丈たけ以上に燃えあがる篝火に歩み寄った。

「自みずから炎に身を投じるか。悪魔ながら、たいした娘よ」

　長老がそう、うなるように言い、男たちの家に引きずられていくロコが「ヴィクトリア！」と暴れながら叫び続ける。

　ヴィクトリアの白い顔を、炎が煌こう々こうと照らしだす。そこまで近づいたとき。

「姫！」

　広場の脇の茂しげみから声がしたと同時に、立ちあがったのは、ヴァルバトスだ。彼は手に持った短銃を、ヴィクトリアに向かい投げる。

　それを受け取ったヴィクトリアは次々に、仮面の戦士たちの手から、マスケット銃をはじき飛ばした。銃声がとどろき、広場に集つどった村の者たちが、混乱の声をあげる。

「聖なる槍と同じ火を噴く武器だ！」

「悪魔も持っていたのか!?」

　広場の周囲から、ヴァルバトスの他にも、白鯨ブラン・オルカ号の乗組員たちが現れる。彼らは木の檻に駆け寄ると、扉をくくりつけていた縄を切り、中からガルシアとオズバルド、それに黒鷹ニグロ・アルコン号の乗組員を助け出す。

　ヴァルバトス以下、白鯨号の者たちはジャングルに探索に出て、捕まってはいなかったのだ。彼らが助けに来ることは、ガルシアもヴィクトリアも計算ずくの、広場でのひと芝居だった。

「ひるむな！　戦士たちよ！　戦うのだ！」

　長老が混乱の広場で声をあげる。ヴィクトリアがはじき飛ばした分をのぞいても、戦士たちの手にはまだマスケット銃があったし、彼らは他に石斧や、石槍で武装していた。

　ここで争えば、どちらにも怪我人や死人が出るのは確実だった。

「ちょっと落ち着いて！　わたしたちはあなたたちと戦う気はないわ！」

　自分で銃をぶっぱなしておいて、信用などないが、ヴィクトリアは声をあげる。が、長老は「悪魔だ！　悪魔を追い払え！」と興こう奮ふんしてまったく聞く耳を持たない。

「だから、落ち着けよ。じーさん」

　ガルシアが長老に素早く近づくと、彼の手から革の本を取りあげた。

「なにをする！　神から与えられたものだぞ！」

　声をあげる長老に、ガルシアはその本を開くと、なんとそれを読みあげる。旋せん律りつのような響きの言葉。長老が驚きに目を見開く。もちろん、ヴィクトリアも驚いた。ガルシアにあれが読めるなんて。

「お、おお！　その聖なる言葉は、あなた様は、新たな神！」

　長老がガルシアの足下に平へい伏ふくすると、村の者たちもそれに倣ならうように頭こうべを垂れた。一人、己を押さえこんでいた戦士たちから解放されたロコが呆ぼう然ぜんとしている。

「さて、結婚式も戦いもやめだ。俺たちはあんたたちを傷つけに来たわけじゃない。ちょっと宝探しに来ただけだ」

　本を閉じてそう言うガルシアに、「神のおおせのままに……」と長老は恭うや々うやしく答えた。
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　結婚式も生け贄にえの儀ぎ式しきも中止になったが、広場はそのまま、新たにやってきた神を迎える宴の会場となった。

　日も沈み、広場の真ん中の火はいよいよ、明るく輝いている。久しぶりに訪れた〝神〟に仮面の戦士たちが、その火を囲み輪になって、歌い踊る。

　椰子の葉を編んだ座に、ガルシアとヴィクトリアが座っていた。その周りを、歓迎の意味の色とりどりの南国の花が飾る。そして、目の前には心尽づくしのごちそうに南国の果くだ物ものを発はつ酵こうさせた酒。これはかなりきつくて、当然ヴィクトリアは飲めなかったが、ガルシアは平気で口にしていた。世界中の海を航海してきた彼は、結構平気でなんでも食べて腹を壊すこともないのだ。

　鋼はがねの胃袋に、底なしの樽たるとは……誰が言いだしたのか。

　ヴィクトリアの姿は、花嫁衣装のままだ。これは長老がヴィクトリアのことを、〝神の花嫁〟と呼んだため。

　神の花嫁だからこそ、聖なる槍ならぬ、聖なる剣──と彼らは短銃のことをそう呼んだ──を軽々と扱えるのだろうと。

　悪魔から一転、聖なる花嫁とまで呼ばれて思わずヴィクトリアは頰を染めたが……。

　そんなヴィクトリアたちの前には、差し出されたガルシアのゴブレットに酒を注ぐ、ロコの姿があった。酒の入った素焼きの壺つぼを抱えながら、その顔は不ふ機き嫌げんそのものだ。

　ロコは畏おそれ多くも神の花嫁を、己の花嫁にしようとした……ということで、長老に罰ばつせられようとしていたのだ。ガルシアたちの閉じこめられていた木の檻に、入れられかけさえした。

　それを助けたのはガルシアだ。長老に物知らずの子供がしたことだから、許してやってほしい……と言い、さらに続けたのだ。

『罰というなら、俺の従者として、俺に仕える。俺のそばを離れない。それでいい』

　というわけで、ロコは神の従者という、長老曰いわく〝名めい誉よある罰〟を与えられて、ガルシアのゴブレットに酒を注いでいるのだった。

　しかし、ロコは長老の手前、ガルシアに従っているが、納得はしていないようで。

「ロコは、お前が神なんて信じないぞ」

　ガルシアを上目遣いに、にらみつけながら、長老たちには聞こえないように小声で言う。

「ああ、俺は神様なんかじゃないぜ」

　それにガルシアはにやりと笑いながら答える。こちらも、周囲に聞こえない小さな声で。

「長老を騙すなんて、やっぱりお前は、悪い奴だ。悪魔だ」

「俺は、別に神様だなんて名乗ってない。そっちが勝手に誤解しただけだろう？」

「やあ！　神様！」

　そこに村の酒で酔っ払ったのか、陽気に声をかけてきたのは、オズバルドだ。彼も、この神様の友人なのだと、長老を口先で丸めこんで、上客として歓待を受けていた。もっとも、それは、白鯨ブラン・オルカ号、黒鷹号ニグロ・アルコンの乗組員も全員同様だった。

　オズバルドの唯一の不満は、宴には男しか参加できず、女たちが酒や料理の支度をしたそのあとは、彼女たちの家に引きこもってしまったことだろう。ヴィクトリアが参加を許されているのは、彼女が神の花嫁で、ガルシアが『俺の横には当然、トリアだ』と言ったからだ。

「…………」

　陽気な酔っ払いが来たことで、ロコは不満げに押し黙る。代わりにオズバルドがぺらぺらと陽気に。

「しかし、神様の言葉をお前がわかるなんてな！」

　小声で言うオズバルドだが、実はこっそり話さなくても、みんな歌と踊りに夢中で、聞こえちゃいないのだ。そもそも、ヴィクトリアたちの言葉がわかるのは、長老とロコだけ。その長老も、果実の酒に酔っ払って、戦士の踊りの輪に入って年とし甲が斐いもなく飛び跳ねている。

「まあ、確かにもともと、神の言葉に違いないな。ウルスの古代語で、今は儀式の時にしか使われない。読んだり話したりできるのは、王族と神官ぐらいじゃないか？」

「…………」

　オズバルドは酒に酔っ払って、「ガルシアは博識だなぁ」などと言っているが、ヴィクトリアは無言で、その酔っ払いに肩を叩かれる、彼を横目で見た。

　ウルスはキャプテン・ターバンの出身地だ。彼は砂漠の民の一族だったというから、その古代語を知っていてもおかしくはないかもれしない。ここの原住民に自分たちの神の言葉を、そのまま神とあがめられた己の言葉だと教えたとしても。

　そう、ここに銃やその他諸々の外の物を持ちこんだのは、キャプテン・ターバンだと、ヴィクトリアは思っていた。ガルシアもそれには同意した。宴の前に彼はうなずきこう言った。

『自分が神だとあがめられたのを利用して、ここの村人たちを宝の番人にしたんだろうさ。だから、外の人間を島に入れてはいけないと教えた』

　だが、そのキャプテン・ターバンのもくろみは、彼と同じ言葉を知るガルシアによって破られたわけだ。

　キャプテン・ターバンは、ウルスの人間だったから、その言葉を知っていてもおかしくはない。

　しかし、ガルシアは？　彼はウルスとなんの関係もない。外の人間がウルスの、いまは日常的に使われてもいない言葉に触れる機会など、ないはずだ。事実、ヴィクトリアやオズバルドはその言葉を見たことも耳にしたこともなかったのだから。

　では、ガルシアはどこでその言葉を身につけたのだろう。

　ヴィクトリアが物心ついたときには、すでにガルシアは十代の少年でありながら、いっぱしの船乗りだった。白鯨ブラン・オルカ号のような大きな船ではないが、それでも一つの船を任された立派な船長カピタンだった。

　では、その前は？

　実のところ、ガルシアがどこの生まれで、両親が誰なのか、知る者はいないのだ。もしかしたら、ヴィクトリアの父である、アルコバッサの国王、バルタザールは知っていたのかもしれないが。

　ガルシア自身も、バルタザールに拾われて、船乗りになったあとのことは話してくれても、その前のことは、妙にごまかして話してくれないのだ。

『さあな、あんまりガキのことだったんで、忘れちまった。そこらへんふらふらしていた記憶はあるんだが……』

　その、そこらへんがどこなのか、ヴィクトリアは知りたいのだが……。
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　その夜、ガルシアは村に泊まった。長老は男たちの家に招待したが、ガルシアは「そこの木を貸してくれりゃいい」と広場の近くの椰や子しの木にハンモックをかけて、いつものように寝ることにした。他の乗組員たちも同様に適当な木を見つけて、寝床を作っている。

　ヴィクトリアは、浜辺から運ばせた天幕の中だ。もちろん、ガルシアのハンモックがかかる木のそばだ。

「じゃあ、おやすみ、ガルシア」

「ああ、おやすみ」

　ここしばらくはなかった、おやすみのキスをガルシアの頰ほおにして、ヴィクトリアは天幕の中に消えた。

「…………」

　いろいろあったが、すっかり元どおりだとガルシアが、あごに手を当ててにやにやしていると。

「なにをスケベ猿みたいな顔している？」

　そばに立っていたロコがそう言った。

「なんだそれは？」

「だから、そのままの意味だ。いつも雌メスのあとを追いかけてばかりいる猿のことだ」

「俺はバルドとは違うぞ？」

「あの〝ショーグン〟とか呼ばれていた男か？　確かに、あいつは宴うたげの支し度たくをする女たちの尻しりばかり追いかけていた」

「女と見ればあいつはああなんだ。俺はトリアだけだけどな」

「…………」

　ガルシアの言葉にロコは面おも白しろくもない顔で黙だまりこんだ。オズバルドの女おんな癖ぐせの悪さはともかく、ガルシアがヴィクトリアだけ……というのは、認めざるをえないのだろう。

　実際、ガルシアは〝神様〟ということで、宴の支度の間、ちらちらと視線を送る娘たちも、いなくはなかったのだ。嫁よめ入り前の娘は男との接触を禁じられているらしいが、神様となれば別なのだろう。

　しかし、ガルシアはヴィクトリア以外、彼女らを見もしなかったのだから、そこはロコもわかっているのだろう。

「さて寝るぞ。お前も家に戻れ」

　と、宴も終わり、長老も戦士たちも帰っていった、広場の向こうの家をガルシアは示すが。

「ロコはここで寝る」

　そう言ってロコは、ガルシアのハンモックの下に椰子の葉を敷く。どうやら、これを寝床に地面に寝るつもりらしい。

「家がすぐそばにあるのに、なんでここに寝るんだ？」

「ロコはお前の従じゆう僕ぼくだろう？　主人のそばで寝るのが当たり前だ」

　自分が従者であることを少しも納得していない顔で、ロコが言う。ふくれた顔だが、それでもここで寝ようとするところからも、もともとは律りち儀ぎで素す直なおな性格なのだろう。

　────さて、どうしたもんだか……。

　男たちの家で寝ていい……というのは簡単だが、ロコの意地っ張りな性格からして、素直に家に戻って寝るとは考えられないだろう。自分は従僕なんだから、あくまで地面で寝ると強情を張りかねない。

　しかし、ガルシアとしても自分がハンモックで寝て、ロコを地面で寝かせるのも、なんとなく心が痛む。必要ならば、ガルシアだって数日野宿で、ハンモックどころか地面に身体からだを横たえたって平気だが、今はその必要はない。

「よし！」

「うわっ！」

　ロコの小さな身体を小こ脇わきに抱かかえると、ガルシアはそのままハンモックに勢いつけて飛び乗った。ぶらんぶらんとハンモックは揺れたが、なに、大人おとなと子供の二人分の体重を受けたところで、船のロープと同じ物で作られたハンモックはびくともしない。

「な、なにをする!?　ロコは下で……」

「地面で寝るより、こっちのほうがマシだろう。お前は俺の従者なんだから、ここで寝るんだ」

「…………」

　ハンモックに並んで横たわり、ガルシアは言う。ロコは一瞬、押し黙り。

「お前は変な奴だ」

　そう一言口にすると、ガルシアに背を向けた。ここで寝る覚悟を決めたのだろう。

　ガルシアもハンモックを吊つるした椰子の葉の間から見える、南の星空を眺めながら、いつしか目を閉じた。




　そして、静かな夜は更ふけて……。
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　早朝、唐とう突とつに村が騒さわがしくなって、ガルシアは目を覚ました。

　ハンモックからいつもの調子で飛び降りて、一緒に寝ていた存在に気づく。

「お、すまん！」

「いきなり起きるな！」

　ひっくり返ったハンモックにしがみつき、転げ落ちそうになっているロコを、抱きあげて地面に下ろしてやる。

「なにがあったの？」

　天幕からヴィクトリアも出てくる。昨日の花嫁姿から、また元の男装に戻ったヴィクトリアをガルシアはじっと見つめ。

「なによ？」

「いや、昨日の砂さ漠ばくの姫様姿をもう少し見たかったなと」

「あれは動きにくいし、この宝探しが終わったら、あとでいくらでもしてあげる」

「約束だぞ」

　思わずガルシアが身を乗り出すと、ヴィクトリアはあきれたようにため息をついた。

「もう、子供みたいな人ね。それより、この騒ぎはなに？」

「ああ、俺もわからん、見に行くぞ」

　ロコも連れて、村人が囲みを作っている、村の入り口に行くと、仮面を外はずされた戦士が青ざめた顔で倒れている。

　足から血を流しているが、どう見ても銃じゆう創そうだ。

「見せてみろ」

「おお！　神よ！」

　現れたガルシアに、長老が「どうかお助けください」と叫ぶ。村人たちが囲みを開けて、ガルシアは倒れている戦士の足あし下もとにしゃがみこんだ。

「弾は貫通してるな。穴があいちまってるが、大騒ぎするな。弾が中に残っていたほうが、取り出すのが大変だし、鉛なまりの毒どくが身体に回ることもある」

　そう言いながら、ガルシアはやってきた副船長のヴァルバトスに傷薬と包帯を用意するように命じる。自分の腰に下げていたラムの小こ瓶びんを取り、一口含むと、戦士の傷口に吹き付けた。

　傷口にしみるのか、戦士はうめき声をあげたが、「こいつで悪いもんは身体に入ってこない」と通訳の長老から説明を受けると、大人しくなった。神がまじないをかけてくれたものと、思っているのだろう。

　あとは戻ってきたヴァルバトスが戦士の傷の手当てをする。ガルシアは長老に「なにがあった？」と訊きいた。

「神たちがやってきた海岸とは反対側の海岸に、悪魔の船が三つもやってきたのだ」

「新手の奴らか。いつものとおりに、仮面をつけて脅おどそうとしたら、撃うたれたと？」

「そうだ。昨日は宴があったが、見回りの役目がある戦士は宴には参加せず、夜通し海岸を見張っていた」

「そりゃご苦労なこった。よし、その悪魔たちの様子を、ひとつ見てくるか」

「神自みずから行かれることはない。我らで悪魔を追い払う。これから戦士たちを集めて……」

「いいや、ダメだ。その悪魔どもは、前の神がお前たちに与えた聖なる槍やりを持っていた。

　この頃悪魔どもも、ずるくなってな。神の道具を盗んで使うようになったんだ。だから、これからは、悪魔がこの島にやってきても、脅して島から追い出そうとか、まして、戦おうなんて思うな。

　どうせ奴らは、二、三日海岸にいて離れていくに違いない。お前らは奴らに気づかれないように、村とジャングルに隠れていろ。いいか、くれぐれも悪魔と戦おうなんて考えるなよ」

　ガルシアがそう言うと長老は「神がそう言われるなら」と不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

　そばにいたヴィクトリアは、これがガルシアなりの、この村の暮らしを守るための助言だと理解した。

　この小さな島には、宝が隠されているという以外、旧大陸が植民地にするような価値はない。が、水などの補給のために船や戦艦が海岸に立ち寄り、そこにこの村の者たちが出くわして争いとなれば、大変なことになるだろう。

　原住民など獣けもの同然と考えている者たちも少なくはない。刃は向むかってきたから、その島の全員を皆殺しにしてやった……などと、自慢する海かい賊ぞくもいるのだ。

　海賊以上にやっかいなのは海軍で、それこそマーシアには、旧大陸の文明人以外、人間ではないという考えがある。未開の島のもの言う猿など、何匹殺したところで神がとがめるのか？と言ったのは、かのキャプテン・ドラコだ。

「さて、とにかく、悪魔どもの顔を見なきゃ話は始まらねぇな」

「わたしは行くわよ」

　ヴィクトリアがきっぱりと言えば、ガルシアはため息を一つ。

「聖なる槍を持っていけよ」

「もちろん」

　ヴィクトリアは長銃を手にする。村のものではなく、自分の愛用の銃だ。腰のベルトに短銃もつける。

「ロコも行くぞ！　聖なる槍は使えなくても、ロコの槍は鋭するどい！」

「ああ、お前は俺のそばから離れるな」

「あ……えーと」

「もちろん、お前もついてこい、バルド」

　騒ぎを聞きつけて、やってきていたオズバルドを、ガルシアは横目でじろりとにらむ。

「村の娘どもを追いかけるのは、戻ってきたそのあとにしろ」

「そうだよねぇ」

　なんとなく、この偵てい察さつには加わりたくないという顔で、オズバルドは残念な顔をした。

　このときはガルシアもヴィクトリアも、また彼の女癖の悪さで、村に気になる娘がいて、偵察より彼女に張り付いていたいのか？と思ったのだが。

　他に、ヴァルバトスとあと数人が加わって、偵察隊が結成された。他の者たちは村を守りつつ待機だ。

「じゃあ、行ってくらぁ」

　ガルシアたちは意気揚々と、村をあとにした。
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　海岸に着いたのが、他の海賊であったなら、ここを立ち去るように交渉できるとガルシアはふんでいるのだろう、とヴィクトリアは訊かずとも彼の考えがわかっていた。

　ガルシアは顔が広いし、なにより、海賊の代表である、提督カピタン・ヘネラルに一番近い立場だと言われている。ガルシアだけでは手に余る場合は、今度はバエティカの将軍たるオズバルドの仕事だ。そのために、なんとなく乗り気ではないオズバルドを、ガルシアは連れてきたのだから。

　しかし、そのガルシアたちの思おも惑わくは大きく外れることになった。

「こりゃ、話の前に逮たい捕ほされるな」

　望遠鏡で船の様子を覗いていたガルシアがつぶやく。

　沖に停まっている三さん隻せきの戦艦にはためくのは、マーシアの旗だ。

　マーシアの海軍は海賊を発見したら、即捕ほ縛ばく。裁判権も戦艦を率いる艦長にあり、その場で縛しばり首の判決、処刑も珍めずらしくない。海賊たちは、マーシアの戦艦の最上段の甲かん板ぱんを〝処刑場〟と呼んでいるほどだ。

　戦艦からボートが下ろされて、そこに乗りこんだ赤い制服の海兵隊員たちが、次々に上陸している。他の水兵たちも上陸し、積み荷をほどいて、天幕を作るなど野営の支度だ。この規模からして、補給のために寄ったなどというものではない。

　数日どころか、一ひと月つきは滞在しても大だい丈じよう夫ぶな支度だ。

「どうして、マーシアの戦艦がこの島に？」

　ヴィクトリアは思わずつぶやく。

　彼らの目当てはおそらく、この島に眠るキャプテン・ターバンの宝だろう。それはわかる。

　だが、マーシアの戦艦を三隻も使って、宝探しなどする理由がわからない。

「さて、見知った顔がいるぜ」

　ガルシアがヴィクトリアに望遠鏡を渡す。それを覗き、彼が指さすままに、一いつ艘そうのボートを見れば、その中に。

「タウンゼント艦長キヤプテン・タウンゼント！」

　マーシアの生き真ま面じ目めな艦長だ。旧大陸の海賊の隠れ港を襲撃したのは、かの艦長が率いる艦隊だった。

　ただし、ヴィクトリアは彼に悪い印象は持っていない。軍人にしては、穏おだやかな紳しん士しであったし、あの事件の首しゆ謀ぼう者しや、ヴィクトリアに結婚を迫ったあの変態王子ユベールの印象があまりに強すぎるのもあるが。

「しかし、あのくそ真面目な艦長がお宝探しとは笑えるな」

　ガルシアもタウンゼント艦長に関しては、ヴィクトリアと同じ印象らしい。続けて「しかし、剣の相手としちゃ申し分ないけどな。もう一度お手あわせ願いたいところだ」と続ける。

　そう、ガルシアが捕とらえられた要よう塞さいから脱出したとき、タウンゼント艦長の艦隊に追い詰められたのだ。そこでガルシアは艦長に一いつ騎き打うちを申し入れて、艦長はそれを承諾した。

　勝負は正々堂々たるものであり、艦長が負けたのだが、彼は自分の敗北を認めて、ガルシアとヴィクトリアを追うことはなかった。

　もっとも、そのあとにあの変態ユベールの横やりが入ったり、さらにはガルシアとヴィクトリアたちを助けにきた海賊たちの連合軍が、王子の船を沈しずめたり……いろいろあって、そのどさくさにまぎれてガルシアたちは逃げ出した……と言ったほうがいいのだが。

「しかし、いくらあの艦長が〝いい人〟でも、所しよ詮せん軍人だ。この島から立ち去ってくれと言ったところで、俺たちの言葉を聞くとは思えねぇなあ」

「じゃあ、どうするの？　戦って追い払うにしても、あの数の海兵隊はことよ」

　船の数から言っても、ガルシアとオズバルドの船をあわせて、二隻。あちらは三隻。そして、マーシアの海兵隊は屈くつ強きようで有名だ。白はく兵へい戦せんともなれば、最強だという評判がある。

　そして、ガルシアの言うとおり、タウンゼント艦長は高潔で善良な人物ではあるが、マーシアの軍人である以上、女王の命令とマーシアの法、そして軍規を守らねばならない。彼が生真面目な人物であればあるほど、ヴィクトリアたちを見れば、それに則のつとって捕らえようとするはずだ。

　もっとも、あとでガルシアは『軍人として出世する以上、〝いい人〟なんていないさ』と、正反対のことを言ったりもしていたのだが。

〝艦長〟なんて呼ばれる身分である以上、腹に狐きつねの一匹も飼っているさ……とも。

「さて、それは村に戻って考えよう」

　ヴィクトリアの言葉にガルシアはそう言い、彼らは海岸をあとにした。
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　まっすぐ村に帰るか……と思われたガルシアだったが、「ここらで休憩を入れようぜ」とジャングルの真ん中で言いだした。川が流れ、滝と滝たき壺つぼがある少し開けた場所であり、滝のせいで蒸し暑いジャングルの中でも、涼しくなっている。休憩にはいい場所である。

　しかし、小さな島のことだ。村まで、そう歩くこともない。それで、どうして休憩？と、ヴィクトリアは思ったのだが。

「トリア、茶を煎いれてくれ」

「なにも持ってきてないわよ」

「それなら、ヴァル」

「へい、用意してありますぜ」

　その言葉どおり、いつの間に持ってきたのか、茶器と茶葉がしっかりと出てきた。茶請けのビスケットもだ。

「なに？　そんなにお茶が飲みたかったの？」

「まあ、お前の茶がな。バルド、お前にも飲ませてやるぜ」

　傍かたわらにいたオズバルドにガルシアが声をかけると、「ヴィクトリア姫のお茶なら喜んで」と答える。彼らしい返事ではあるが、ヴィクトリアは少し違い和わ感かんを覚えた。

　その返事ではなく、海岸からこっちの彼の態度だ。この陽気でおしゃべりな男がずっと大人しくしていたことに気づいたのだ。気分が沈んでいるわけではなさそうで、単に、目立たないようにしているような……。それこそ、この目立ちたがり屋が、信じられないが。

　ヴィクトリアが考えこんでいると、その横でロコがじっとガルシアを見あげている。それにガルシアは意地悪く笑い。

「もちろん、お前に飲ませてやらないこともないぜ、ロコ」

「ヴィクトリアの作ったものなら、毒どくでも飲む！」

「お茶は毒ではないけどね」

　ヴィクトリアは思わず苦笑した。







「……はい、召しあがれ」

「…………」

　ロコは恐る恐るヴィクトリアが差し出すカップを受け取る。「熱いから気をつけて」とヴィクトリアに言われて、ふうふうと茶をさまして、一口。

「おいしいぞ！　この薬湯のような香りの水！」

「薬湯ではなくて、お茶なんだけどね。確かに元は薬として飲んでいたところもあるらしいから、ロコの言うことは間違いではないかな」

　「ビスケットもいかが？」と勧すすめられ、ロコは恐る恐るこれも一口。茶以上にみるみる顔つきが変わる。笑顔になる。

「甘い！　島で一番甘い実より、甘いぞ！」

「そうね、お砂糖を使ってあるから、甘いでしょうね」

　ヴィクトリアはビスケットを一口かじり、そして、横に座る男たちを見る。ガルシアとオズバルドだ。

　ガルシアは余裕たっぷりに茶を飲み、「やっぱり、トリアの煎れたのが一番だぜ」と言う。それにオズバルドが「確かに姫の煎れたお茶は絶品だね」と言いながら、取り出したラムをその茶に注ごうとするが、それをガルシアの手が止める。

「トリアの茶をそんなもんで汚すんじゃねぇ」

「汚すなんて、僕は香りをつけようと……」

「茶の香りで十分だろう。それとも、素面しらふでは、今からの俺の質問に答えられないか？」

　ガルシアの蒼あおい瞳が光ったような気がして、そばで見ているヴィクトリアはドキリとした。

　その顔は怒っているわけではない、口元には微笑さえ浮かんでいる。しかし、こんな時のガルシアのほうが、怖いのだとヴィクトリアは知っていた。

　それも、ヴィクトリアに対してはけして向けることはない、白鯨ブラン・オルカ号の船長カピタンとしての交渉時の顔だ。

　ガルシアはこう見えて、結構な商売人だ。海賊と呼ばれてはいるが、彼の本業は交易商人である。そのモットーは、『汚い商売はしないが、頭のいい商売はする』。

　友人としてつきあうのは気安いが、いざ商売となれば手て強ごわいというのが、ガルシアを評しての知人の海賊たちの言葉だ。

　対してオズバルドは本物の海賊といえよう。彼は主にマーシアの船を襲うことを生なり業わいとしている、バエティカ公認の海賊船の船長であり、将軍だ。

「なんのことだい？」

　さすがの将軍様は、ガルシアの眼光にもひるむことなく、しれっととぼけた。まあ、これぐらいでビビるようなら、私し掠りやく船せんの船長にして、バエティカの将軍などつとまらないだろう。

「宝のことだ。マーシアのくそ真面目な艦長が、こんな新大陸の小島に、単純に宝探しにやってきたなんて、俺は思わないぜ。

　もう一つ言えば、バエティカの将軍様がおとぎ話を真に受けて、宝島にやってきたとも思わない」

　つまりは、この宝探しには裏があるだろう？と。しかも、この航海に出る前から、ガルシアは感づいていたと、オズバルドに突きつけたのだ。

「やれやれ、提督カピタン・へネラルは相変わらず手厳しい」

　オズバルドは参ったとばかり肩をすくめ、ガルシアは茶を一口飲んで続ける。

「ごまかしはなしだ。洗いざらいしゃべれ。じゃなきゃ、マーシア軍にとっつかまって、縛り首になるより先に、村に帰って火ひ炙あぶりだ」

　確かに、今のガルシアがオズバルドを指さして「こいつは悪魔だ」と言うだけで、原住民たちはあっさりと彼を、火の中に放りこむだろう。

「原住民の腹の中には入りたくないよ」

「悪魔を食べることはしないらしいぜ。残った灰は豚ぶたの餌えさだと聞いた」

　恐ろしいことをあっけらかんと言って、ガルシアはからからと笑う。それを想像したのか、オズバルドの顔から若じやつ干かん血の気が失せた。

「それはもっとイヤだ。お察しのとおり、キャプテン・ターバンの宝は、ただの金銀財宝ってだけじゃない。

　彼の隠したもっとも価値のある秘宝は、新大陸で発見した金脈だよ。それも鉱脈の壁自体が、金のように光って見えたという。話どおりなら、とんでもなく上質なものだ」

　キャプテン・ターバンの船に乗っていた年老いた船ふな大だい工くは、当初この話をマーシアに持っていったのだという。だが、マーシアで老人の話を聞いた者は、最初の手付け金の金貨数枚こそ渡したものの、話を聞いたら用済みだとばかりに老人をお払い箱にした。口封じに殺さないだけマシだろうとさえ言って。

「いかにもケチなマーシア人らしい話だろう」

「で、その船大工はマーシアへの仕返しと、もらえるはずだった金を稼かせぐために、バエティカの将軍にその話を売ったってわけか？」

「ご明察。ちなみにその将軍様は、気前よく老人の要求するとおりの金貨五十枚を渡したぞ。しかも、前金で」

「そりゃ、豪勢なこった」

　その将軍とはもちろん、オズバルドのことだ。

「で、その宝探しに俺たちを誘ったわけは？」

「ガルシアは博識だからな。宝探しにも役立つだろうと思ったからさ。実際、ここの島の住人を手なずけられたわけだし」

「それで金脈のことを話さずに、わたしたちを利用するだけ利用して、自分は一番の宝をとっていこうとしたわけね。ズルい」

　ヴィクトリアは怒って言った。女癖が悪く、少しズルいところがある男だとは思っていたが、ここまで騙だますなんて……とだ。

「さて、海賊は騙し騙されだ。騙されるほうが悪いってのが、海賊の掟おきてだが……」

「そんな掟、知らないわ」

　ガルシアがたいして怒ってもいないふうなのが、またヴィクトリアの腹立ちに拍車をかけた。ふくれて横を向く。そんな彼女にガルシアは苦笑しながら、視線をオズバルドに向ける。

「だがバルド、それが俺たちを連れてきた理由なら、少々弱いな」

「弱いって……」

　今度こそオズバルドはギクリとしたようだった。それに対し、勢いこむでもなく、あくまで冷静にガルシアは続ける。

「博識っていうなら、バエティカお抱かかえの学者先生のほうが、よほど知識はあるだろうさ。

　だいたい、俺たちを連れていって、今みたいに宝の真実を知られたほうがよほどやっかいだ。そうだろう？」

「そりゃ、僕とガルシアの仲……」

「友情と商売は別だ。それは、お前が一番よく知っているはずだぜ。バルド」

「…………」

　へらりと笑いながらごまかしの言葉を口にしようとしたオズバルドに、ガルシアはぴしゃりと返す。気まずそうに黙りこんだオズバルドに、ガルシアは言う。

「この宝探しには、マーシアっていう競争相手がいる。だから、奴らの対策用に、お前は俺たちを囮おとりにするつもりだったんだ。

　確かに、アルコバッサの王女の身柄なら、ターバン船長の金脈より、優先して追いかけるべきものだからな、マーシアにとっては」

　これに「ひどい！」と声をあげたのはヴィクトリアだ。

「わたしたちをマーシアに売るつもりだったの!?」

「売るなんて……もし、売るつもりなら、海岸で声をあげていただろう？」

「ただし、あそこで声を出せば、お前もマーシアに捕つかまっていたけどな。バエティカの将軍様？　マーシアはかなりの身代金を髭ひげの王様にふっかけるはずだぜ」

　髭の王様とは、バエティカの黒髭が自慢の王様だ。

　そして、ただの海賊とは違って、オズバルドはバエティカの私掠船の船長だ。その身柄はかの国が保証するわけで、マーシア側はすぐに縛り首にするようなことはないだろうが、当然、古来からの捕ほ虜りよ引き渡しの取引に則り、そうとうな額の身代金が要求される。

　そしてバエティカがそれを用意するならともかく、用意されないならば……オズバルドの運命は、他の海賊船の船長と同じく……。

「だから、僕は君たちを盾たてにするつもりなどないよ。ただ、逃げるときはバラバラに逃げたほうがいいから、それぞれの船で責任を持ってだねぇ……」

「なるほど、俺たちが責任を持ってマーシアの艦隊を引き受けて逃げるわけだな。そして、お前はキャプテン・ターバンの金脈の地図を手に、悠々とバエティカに帰ると」

　オズバルドの言い訳はことごとく、ガルシアの横やりによってつぶされていく。

　今や、この茶会の雰ふん囲い気きは、オズバルドを中心にそうとう険悪なものになっていた。ヴィクトリアは「最低」と怒っているし、わけがわからないながらもロコも「この卑ひ怯きよう者ものを槍でつついていいのか？」とヴィクトリアに訊いている。

　さらには、ガルシアの近くで強こわ面もての副船長、ヴァルバトスも巌いわおのような顔のまま、じっとオズバルドを見ているし、この偵察についてきた白鯨ブラン・オルカ号の乗組員たちも、同じ雰囲気だ。

　そして、うかつなことにオズバルドは一人。黒鷹ニグロ・アルコン号の船員を誰だれも連れてきていなかった。つまり味方はいない。

　ただし、彼の擁よう護ごをするかのように、ガルシアが後になってヴィクトリアに言った。

『まあ、あそこに血の気の多い船乗りどもを連れていけば、うちの奴らと取っ組みあいのケンカになって、仲間割れは確実だからな。あいつはあいつで、たくらみがバレて自分の身が危なくなるのを承知で、わざと身内を連れてこなかったのさ』

　『女にだらしなくても、小ずるくても、船長カピタンは船長ってことだ』と、ガルシアは結んだ。

　そして、オズバルドを囲んでとげとげしい空気の中、ガルシアは。

「ま、マーシアの戦艦が三隻もこの島に来てるんだ。それを目の前にして、今さら裏切ったも、裏切られたもない。奴らに捕まれば、全員縛り首だ」

「そ、そう、さすがガルシアはわかっているな！　ここで、仲間割れしている場合ではない！」

　それにすがりつくようにオズバルドが、わざと明るく調子っ外ぱずれな声をあげる。それに、周囲はまったく、冷ややかな視線を向けたが。

「オズバルド。金脈の権利はお前にやる。ただし、残りの財宝は全部、俺たちがもらう、それでいいな」

「え？　金脈はいいのか？」

　オズバルドはとたん驚いた顔になる。ヴィクトリアも納得ができず「ガルシア！」と声をあげた。

　確かにキャプテン・ターバンの財宝は莫ばく大だいなものだろう。宝石一つとったって、一人の人間が一生遊んで暮らせるものかもしれない。しかし、金脈一つとは比べものにならないことは、ヴィクトリアにだってわかる。

「騙されたうえに、金脈まで譲ゆずるって、ちょっとお人ひと好よしすぎない？　ガルシア」

　思わずヴィクトリアはそう口にした。「騙すなんて、そんなつもりは……」とオズバルドは口にしたが、ヴィクトリアはぎろりと彼をにらんで黙らせた。

「確かに金脈は魅力的だけどな。それには、マーシアの小うるさい犬ハイエナどもがついて回るんだぜ。財宝は船に乗せて運べるが、金脈はさすがに船に乗せられないだろう？」

　ガルシアの言葉に、ヴィクトリアも「それはそうね」とそのやっかいさに気づく。

　金脈というからには、どこかの山奥の鉱山で金の採掘をするため、それなりの人数が必要だ。そのうえ、その場所を動けないとなれば、逃げることはできないわけで、さらにマーシアなど他の国が狙ねらっていることも考えると、駐ちゆう留りゆうする軍隊が必要になる。

　国を追われて、世界中の海を逃げ回っているヴィクトリアたちには、鉱こう山ざんの開発をすることも、軍隊を用意することも、現状では困難だ。ヴィクトリアとしては、自分は逃げているのではなく、ガルシアについて世界中の海で商売をしていると思っているし、ガルシアもそのつもりだろう。

　しかし、自分たちの現状を客観的に見れば、やはり、亡命どころか、海賊船に乗って流る浪ろうする王女……ということになるのだろう。

　金脈の権利など持っていても開発できなければ無駄である。さらに言えば、そんな権利を持っていれば、マーシアの戦艦がさらにヴィクトリアたちを追い回すことになるだろう。

　国を追われた亡命王女ながら、ある意味ヴィクトリアは世界一の富豪でもあるのだ。それは世界中を走っている、マーシアにとっては海賊船、ヴィクトリアたちにとっては交易船のことで、その半分近くがアルコバッサ王家が所有する、つまり、ヴィクトリアの持ち物なのだ。

　船を貸し出された船長カピタンは、交易であげた利り益えきの一部を、こちらに納めることになっている。現在、その管理はガルシアが若いヴィクトリアに代わってやっているが、とにかく、その年間の上納金だけでも、金山の一つや二つや……百個とまでは言わないが、とにかく、金には不自由していないヴィクトリアたちなのだ。

「……確かに金山なんて欲張って、マーシアのけちんぼ女王様を刺激することはないわね」

　マーシア人の気質として、ケチというのがある。質素倹約といえば、聞こえはいいかもしれない。とくに、あの女王様は幼おさない頃、かなり金に苦労したという逸いつ話わがあるから、けちんぼなのかもしれないが。

「ま、金ぴかの山の頂上で、女王様と王様が取っ組みあいでもして、誰の山なのか決めればいいさ」

　ガルシアがまとめるように言い、ヴィクトリアはマーシアの女王とバエティカの王が、本当につかみあいのケンカまでする光景を想像して、声をあげて笑った。
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　ガルシアたちは村に帰った。

「おお、神よ。悪魔たちの様子はどうだったのか？」

　長老が訊きくと、ガルシアはひどく深刻な顔で言った。

「あれは、悪魔の中の悪魔、魔女の率ひきいる赤い悪魔たちだ」

「おお、そのような悪魔がいるのか？」

　赤い悪魔とは、マーシアの海兵隊の赤い軍服をたとえてのことだろう。そして、魔女は女王だ。

　ガルシアの横で神しん妙みような顔をしながら、ヴィクトリアは噴き出しそうになるのを、必死にこらえていた。それは、隣に立つオズバルドも同じく。

「赤い悪魔たちの狙ねらいは、先にこの島を訪れた神の隠した秘宝だ。俺たちは、悪魔たちよりも早く、秘宝を見つけて、この島から移動させなければならない」

　ここで、ガルシアが本題に入る。

　実際、自分たちがこの島に来たのは、宝探しのためで、マーシアの目的も同じだ。

　もっとも、その宝は金銀財宝だけではなく、それ以上のお宝である金脈の地図、というものも加わったけれど。

　さて、あの滝たき壺つぼの茶会で、やってきたマーシアの軍隊をどうするか？という話になったとき、ガルシアは「簡単なことだ」と言った。

「俺たちが先にお宝を見つけて、さっさとこの島を出ちまえばいい。奴らの目当ては宝で、このちっぽけな島になんか用はないんだからな。宝がないと知れば、すぐに島から立ち去るだろう」

　つまり、村人にも危害が及ぶことはないというのである。

「しかし、神よ。前の神が隠した秘宝の場所を、我らも知らないのだ。神は聖なる槍やりと花はな嫁よめの衣装、それに教えをこの島に残していったが、秘宝の場所は……」

「教えられていないのか？」

「それは禁じられた教えだと言われた」

「禁じられたね……」

　「どうするお手あげだぞ」とオズバルドが声をあげる。

　ガルシアたちが宝探しに費ついやせる日にちは、せいぜいが、あと一日、二日だ。備蓄には問題はないが、それ以上の日をかければ、マーシアの軍隊が海岸に拠きよ点てんを作りあげて、島の本格的な探索に乗り出すだろう。

　そうなれば、彼らに出くわす確率は格段に高くなる。こちらが捕つかまるかもしれない危険の中で、宝探しもない。

　時間がかかるようなら、宝は諦あきらめて、さっさと島を離れたほうがいい……というのがオズバルドの判断だった。

　ガルシアも、あの茶会の席で、それは同意している。しかし、そこにヴィクトリアは口を挟んだ。
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「だけど、私たちが宝を発見せずに、この島を離れても、マーシアの軍隊が宝を諦めることはないでしょうね。そうなれば、ロコの村の人々ともいずれはぶつかるわ」

　旧大陸の人間の考えとして、こんな南国の島に暮らしている人々など、野や蛮ばんな猿、人間以下だと思っている。とくに、マーシア人にその考えは強い。

　それは、彼らが植民地にした暗黒大陸や、新大陸の土地を見れば明らかだ。現地の人々を奴ど隷れいにして、農園や鉱山で働かせて搾さく取しゆする。

「ガルシアの言うとおり、この島には宝以外の価値はないわ。もし、彼らがマーシアの宝探しの邪魔をしたとしたら……」

「狐きつね狩がりでもするように囲んで、鉄てつ砲ぽうで撃うって、皆殺しだろうな」

　ヴィクトリアはその言葉に青ざめ、ガルシアは「考えたくもねぇな」と、こちらも苦いものでも飲みこんだような顔で続ける。

「ロコたちは勇ゆう敢かんだ。外の悪魔なんかには負けない！」

　話の詳しい内容はわからないまでも、それが村に関わることだとは理解できたのだろう。ロコが元気よく言うのに、ヴィクトリアの胸は余計に痛んだ。手を伸ばして、その褐かつ色しよくの巻き毛を撫なでながら。

「確かにロコたちは勇敢な戦士かもしれないけど、相手はあの聖なる槍を、ロコたちが持つ以上にたくさん、たくさん持っているの。それで撃たれたら、いくら勇敢な戦士でも、勝てないわ。無理よ」

「……ならロコたちはどうしたらいい？」

　ロコがうつむきつぶやく。元気な少年の沈んだ姿に、ヴィクトリアは同情した。

「大丈夫、ガルシアがいるもの。ロコはあまり信用してないけど、彼は神様よ」

「おい、トリア」

　ガルシアが声をあげるが、ヴィクトリアはそれを無視して。

「神様がきっとこの島を救ってくださるわ」

「ロコは、お前のこと神様だと思ってないが、みんなを助けてくれたなら、信じてやる！」

　ロコはそう言い、ガルシアは苦笑して「せいぜい、がんばるさ」と言った。







　滝たき壺つぼからの帰り、ガルシアはロコを先に行かせた。自分が帰ると、村に報しらせろと。

　不ふ承しよう不ぶ承しようではあるがガルシアの命令には逆らわないロコである。少年が駆かけていくと、ガルシアはヴィクトリアと歩調をあわせて、横に並んで言った。

「今日、明日で宝が見つからなかったら、俺たちもバルドと同じくこの島を離れる」

「ガルシア！　それでは、村の人たちを！」

「見捨てるってことになるか。だが、同情だけでマーシアの戦艦三さん隻せきとは戦えない。わかるな。トリア」

「…………」

　ヴィクトリアは黙だまりこんだ。確かに、マーシアから追われている自分たちの身の上を考えれば、ここは逃げるのが賢けん明めいだ。

「だけど、それじゃロコたちは……」

「かわいそうというのは簡単だけどな。真っ先にケツをまくって逃げると言ったバルドを俺は、薄情だとは思わないぜ、奴だって黒鷹ニグロ・アルコン号の船長カピタンだ。乗組員を守る責任がある。

　ただの同情で部下の命と、ここの村人の命を天てん秤びんには掛けられない」

　そのオズバルドは、話が聞こえているだろうに、珍めずらしくも無言のまま後ろをついてくる。ただの陽気で女好きなだけの男ではない。彼とて、船長ということだ。

「俺も同じだ。白鯨ブラン・オルカ号の者は守らねばならない。それに一番に守るべきなのは、お前だ、トリア」

「……わかったわ」

　ヴィクトリアはうなずくしかなかった。確かに自分一人のことではない。白鯨号の乗組員たちのことを考えれば、彼らを無駄な戦いに巻きこむわけにはいかなかった。
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　そんなやりとりがあったあとである。出迎えられた、村の門の前でのガルシアと長老とのやりとりに、ヴィクトリアは息を吞のむ。

　宝探しの時間は今日の午後と、明日一日、残ってはいる。しかし、狭い島とはいえ、当てずっぽうで、隅から隅まで、とても探索できるものではない。

　村に戻ればなんらかの手がかりがあるかと、ヴィクトリアたちはあてにしていたのだが。

「長老、それでも前の神様が、この島で頻ひん繁ぱんに通った場所はないか、知らないの？　秘宝が隠された場所の心当たりとか？」

「神は、神の眷けん属ぞくを連れて島の中を歩かれるとき、我らはここにいるように厳命された。もし、村の外に出れば、神の怒りに触れて、この島は沈しずむと……」

　なるほど用意周到な脅おどしだ……と、ヴィクトリアは思った。この純じゆん朴ぼくな村人たちなら、神の言いつけにはけして背そむかず、この村にいたのだろう。その間にキャプテン・ターバンはゆっくりと宝の隠し場所を探すことができたはずだ。

　しかし、これでは宝の隠し場所はますますわからない。

　オズバルドは無言で肩をすくめる。ガルシアは？と、ヴィクトリアが視線を向ければ、彼は意外にも微笑を浮かべていた。なにか、面おも白しろがるような、たくらむような顔で。

「長老。だが、前の神は言葉を残している。それをこちらに渡してもらおうか？」

「言葉を？」

「そうだ。聖なる書をこちらへ」

「おお！　確かに聖なる教えが我らにはあった！」

　長老は広場に常設しているほこらのような祭さい壇だんから、聖なる書を持ってきてガルシアに渡した。

　あとでガルシアはヴィクトリアたちにこう言った。

『宝を隠すってのは、誰だれかに見つかっちゃ困るが、かといって、誰にも見つからないんじゃ、結局、宝の意味なんてない。だから、たいがい目印を残しておくもんだ』

　ガルシアはぱらぱらと書をめくる。古代の形象文字で書かれたその書は、ヴィクトリアにはさっぱりわからなかったが、実は前日もガルシアは宴うたげの用意ができるまでに、この本を読んでいたのだ。『なかなかに面白いものがあるぜ』とヴィクトリアに言いながら。

「長老。月の乙女おとめが舞い降りる虹にじってのは、わかるか？」

「虹？　虹ならば、この島のあちこちにかかるが」

　確かにスコールがある南の島なら、虹はおなじみの光景だ。「そりゃ目印として不確かすぎないか？」と、オズバルドが声をあげるが、ガルシアは構わず。

「あちこちじゃ一つの場所の意味がねぇな。奇妙なのは、太陽じゃなくて、月の乙女ってところだ。普通、虹がかかるのは雨あがりの空で、お日様が関係しそうなもんなのに、月とある」

「おお！　それならば！」

「わかるか？」

　長老が目を輝かせ、勢いよくうなずく。

「満月の晩に、滝に虹がかかるのです。月光に照らされて小さな虹が」

「小さいのか？」

「はい、滝の水に月光がきらめいて、我々はあれを滝の乙女と……おお、まさしく月の乙女！」

「なるほど、どんぴしゃりだな。虹は小さくていい。なぜなら、虹の麓ふもとに黄金の女神が眠ると書かれているからだ！」

「黄金！　金脈か！」

　にわかに現実味を帯びてきた話に、オズバルドが身を乗り出す。それにガルシアは、口の片端をつりあげて。

「今夜はちょうど満月だ。絶好の宝探しの月夜だぜ」

　そう言った。
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　月の虹がかかるという滝は、意外なことに、昼間茶会をした、あの滝壺だった。

「ま、こんなもんだよな。見落としたところに、探し物はある」

　そんなふうにつぶやくガルシアに、「もうじきですじゃ」と長老が言う。

「月が滝の上にかかったときに、虹は現れる」

「じゃあ、もうじきか」

　ガルシアがそう言ったとたんだった。

「見て！　虹が！」

　ヴィクトリアが思わず声をあげる。銃じゆうの名手だけあって、彼女の目はいい。

　虹が現れる。それは雨あがりに見るよりも、淡く、月の光に照らし出される幻想的なものだった。目撃した者たちは、しばらく宝探しのことを忘れて見とれるほど。

　しかし。

「虹の麓に宝って言ったが、滝の中に消えているぞ」

　どこにも現実的な人間はいるものである。思わずヴィクトリアはオズバルドをにらみつけてしまった。

「え？　なに」

「普段はご婦人に、ずいぶん甘い言葉をささやくというのに、虹の美しさにも感動できないなんて……」

「いや、ヴィクトリア姫。あの淡い虹も美しいが、あなたの輝きの前には、僕の目は射抜かれっぱなしで、だから、あの小さな美しさに思わず気づかず……」

「今は、わたしを口く説どいている場合ではないと、思うけど？」

　虹の前に宝は優先されるのに、女性を口説くとなれば、それを後回しにしそうなオズバルドに、ヴィクトリアはため息をひとつついた。

　そしてガルシアは「滅めつ多たに見られる光景じゃないな、月の虹とはな……」と自然の美しさに魅了されたように、虹に見入っていた。意外にもガルシアは、こういったものが好きなのだ。船に乗り続ける理由も。

『いろんな街や国に行けるってのもあるけどな。別に人がいなくても、自然の風景も見ててあきないもんだぜ。海に空、砂さ漠ばくに森、椰や子しの木揺れる南の島に、珍しい動物ってな』

　アルコバッサでヴィクトリアが暮らしていたとき、ガルシアは航こう海かいから帰ってくると、ヴィクトリアに押し花をくれた。それはヴィクトリアが見たこともない、南国の花々で。

『珍しい布や宝石なんかは、もう見慣れているだろう？　だからこれだ』

　確かに、在ありし日のアルコバッサには、世界中からもたらされた珍しい品々が集まっていて、ヴィクトリアも大粒の真しん珠じゆや美しい絹きぬ織おり物ものやレースなど見慣れていたけれど。

　その押し花をヴィクトリアはアルコバッサから逃げるときに、白鯨ブラン・オルカ号に持って逃げた。ガルシアは照れくさがるから内緒ではあるが、大切にとっておいてある。

　花の色などもう残ってないけれど、ヴィクトリアにとっては、大切な宝物なのだ。







「さて、宝は虹の麓だ」

「その麓は滝壺の中だけどな」

　ガルシアの言葉にオズバルドが続ける。それにガルシアは滝壺を覗のぞく縁ふちに立ち。

「だから、この言葉どおりの意味だろう？　宝は、虹の麓にある」

　そう言って滝壺に飛びこんだ。それに続いたのは。

「なるほど、そのとおりね！」

　ヴィクトリアだ。さらには「ロコは神の従者だ！」とロコが続いた。

　これにオズバルドがきょろきょろとあたりを見回し。

「行かないのか？」

　と、ヴァルバトスに訊く。確かに彼は常にガルシアとともにある副船長ではあるが。

「俺はここに残り、警備をしなければならないので」

「なるほど、ここを守る者は必要だな。宝探しから戻ってきて、やってきたマーシアの兵士に横取りされるのは、無駄働きというものだ」

　「なら、俺もここでガルシアたちの帰りを待とう」ともっともらしいことを言いながら、楽をしようとしたオズバルドであったが。

「では、宝の地図もろとも、提督カピタン・ヘネラルのものになってもよいのですね」

　とヴァルバトスが言う。それに、ぴくりとオズバルドは肩をふるわせ。

「独ひとり占じめなんて冗じよう談だんじゃない！　金脈は僕のものだ！」

　叫さけんで滝壺へと飛びこんだ。その姿を、ヴァルバトスは見送り。

「本ほん音ねが出たな」

　と淡々とつぶやいた。
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　ロコとともに、ガルシアのあとを追って、ヴィクトリアは滝壺を深く潜もぐり、また浮上した。その先は、滝の裏側だ。

「やっぱりついてきたな。このじゃじゃ馬め」

　滝の後ろの壁は、水面から一段高い棚のような場所があって、先にあがっていたガルシアが、ヴィクトリアに手を貸して引きあげる。ロコは自力で這はいあがった。

「滝の裏側なんて初めて見た」

「俺もだ」

　ざあざあと水が流れ、それに満月の光が透すけて見えている。先ほど見た月の虹にじも美しかったが、これも負けず綺麗だ。

「それで宝は？」

　ヴィクトリアが訊くと、ガルシアが「あそこだ」と見あげた視線だけで指し示す。

　滝の流れ出す崖の中腹。そこにぽっかりと穴が開いている。小さな洞どう窟くつの入り口だ。

「キャプテン・ターバンもとんでもない場所に隠したわね」

　この滝は一年中枯かれることはない。外から見て、洞窟の存在はわかるものではないだろう。あの神の書の存在がなければ、わからなかったところだ。

「けしてわからない場所に隠したって自信があったからこそ、あの神の書にも少し考えただけで、わかるような書き方をしておいたんだろうさ」

「それからもう一つ。キャプテン・ターバンは、あの言葉がわかる人間に宝を渡したかったんだと思うわ」

　そうでなければ、わざわざ島の村人を手なずけて、マスケット銃を与えたりはしないだろう。自みずからを神とあがめさせるような手間もだ。

　そうすれば宝の存在は人々から忘れられようとも、彼らの神の教えとしてあの書は残り、いつかは……とキャプテン・ターバンは考えたのかもしれない。

「なら、俺に見つけられてキャプテン・ターバンは満足してると思うか？」

　ガルシアは洞窟の入り口を見あげたまま言う。それに、ヴィクトリアは口を開きかけた。

　どうしてウルスの古代語をガルシアは知っているのか？

　ガルシアはどこの国で生まれて、どこから来たのか？

「おーい！　待ってくれ！」

　しかし、口を開く前に、間の抜けた声がして、ヴィクトリアたちはそちらを見た。

　水面から顔を出していたのは、オズバルド。彼はヴィクトリアたちのあがっている棚を、よじ登り尋ねた。

「で、宝の在処は？」

「あそこだ」

「げ！　あんなところか？」

　崖の中腹にある洞窟を指さされて、オズバルドはげんなりとした顔になる。

「ずぶ濡ぬれになって、さらに崖をよじ登るのかぁ……」

「楽な宝探しなんてないぜ」

　「さて、ぼやいてないで、登るぞ！」とガルシアが声をかけ、ヴィクトリアたちはうなずいた。










　切り立った崖ではあるが、あちこちに岩が突き出ているために、登れないことはない。ただ、滝の水で岩が濡れているために、手や足を滑すべらせないように気をつけないといけなかったが。

　先頭はガルシア。彼が足場を見つけてよじ登ったところを、ヴィクトリアも登った。普段から、マストの縄なわばしごを上り慣れているから、こういうことは、お手の物だ。

　ヴィクトリアの次は、ロコ。こちらもジャングルで鍛きたえられた野生児だ。こういう場所は得意だ！とばかり、登っていく。

　最後は、オズバルド。ぶつぶつとこちらは文もん句くを言いながら、しかし、足取りはしっかりしたものだ。マストの作業など、遠い昔となった将軍様も、己おのれを鍛えることは忘れてはいないらしい。

　全員が洞窟の入り口にたどり着き、ガルシアが腰に下げていたカンテラに火をつける。水に濡れても大丈夫な船乗り仕様だ。『暗くら闇やみでも動けるように、灯りだけは持っておけ』というのが、ガルシアの口くち癖ぐせだ。当然、ヴィクトリアも腰につけていて、それにも火をつける。

　洞窟の中が明るく照らし出された。中へと進む。数歩も行かないうちに、ガルシアは洞窟の壁に触れて。

「入り口は自然にできたもののようだが、この壁はスコップかなにかで、削けずったあとがあるな」

「わざわざこの滝の中を掘ったのか？　それはご苦労なことだな」

　オズバルドが呆あきれたように言う。

「まさか、宝を布に包んで、滝の裏のくぼみに放りこんでおくわけにはいかないだろう？」

「確かに、それらしく大切なものは奥へ……っていうなら、納得できるな」

　その洞窟だが、手堀りには限界があったのだろう。すぐに、行き当たりへとたどり着いた。

　そこは突き当たりの壁に祭壇らしい形のくぼみが掘られており、二つのくぼみの上には、それぞれ羊よう皮ひ紙しと、宝石で飾られた一振りの短剣が置かれていた。

「金脈の地図だ！」

　オズバルドは叫び、羊皮紙の地図に飛びついた。地図を広げるようなことはせず、素早く懐ふところへと隠す。そして、ガルシアを振り返る。

「金脈の地図はこちらに、財宝は全部とるんだったな？　ガルシア」

「ああ、その約束だ」

　ガルシアはまったく失望したふうでもなく、もう一つのくぼみの宝剣へと手を伸ばす。

「結構高価な宝石を使ってある。お前の首飾りぐらいは作れるぞ、トリア」

「首飾りぐらいで、わたしが喜ぶと思う？　ガルシア」

　ヴィクトリアは不ふ機き嫌げんを隠すことなく、腕を組む。羊皮紙を懐に喜んでいるオズバルドをにらみつけた。

「財宝はそちら、鉱脈はこちらの約束のはずだよ、ヴィクトリア姫」

「……そうね」

　女ったらしのオズバルドだが、さすがに、仕事のこととなれば、ヴィクトリアに譲歩するつもりはないらしい。もっとも、ヴィクトリアとしても、己が女ということで相手から、なにかを引き出すつもりはないが。

　それに、確かに約束は約束だ。キャプテン・ターバンの財宝がたとえ宝剣一振りだとしても、宝は宝。それが、ヴィクトリアたちの取り分という、約束は揺るがない。

「では、わたしたちはこの宝剣を受け取るわ」

　ヴィクトリアはガルシアから差し出された、宝剣を握にぎりしめて言う。
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「さて、宝も見つかったし、明日にでもとっととこの島を……」

　最初、この洞窟に来たときの足取りの重さはどこへやら、すたすたと歩きだすオズバルドを、ガルシアが「待て」と呼び止めた。

　「なんだ？」と振り返ったオズバルドにガルシアが、ニヤリと笑う。

「まだ、俺たちには最後の仕あげが残ってる」
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　明け方の村。

　ヴィクトリアは人ひと気けのない村を散歩していた。滝から戻ってきて、天幕で一いつ旦たんは眠りについたものの、その眠りはなんとなく浅くて、目が覚めてしまったのだ。それで、散歩に出た。

　といっても、ジャングルには危険があるし、村の中だけのことだが。村の外れを流れる川を眺める。朝あさ靄もやがたち、向こうのジャングルの風景とあいまって、とても綺麗だ。

「やあ、散歩かい？」

「あなたのほうこそ、ずいぶんと早起きなのね、将軍様」

　声をかけてきたのは、オズバルドだった。ヴィクトリアの態度がよそよそしいのは、昨夜ゆうべのことがあったからだ。オズバルドは金脈の地図を手に入れたというのに、ヴィクトリアたちには、宝剣が一本きり。

　もちろん、それが約束だということは、ヴィクトリアも理解はしている。元はといえば、宝はすべてこちらに……というのはガルシアが言い出したことだ。

　その宝が予想外に少なかっただけで……。

「将軍様なんて、よそよそしいなあ。オズバルドと呼んでくれと言ったはずだけど？　ヴィクトリア姫」

「あら、すっかり忘れていたわ」

　ヴィクトリアの態度はあくまでつれなく、オズバルドから顔を背けて、そっぽを向く。そんな姫君の態度に「弱ったなぁ……」とオズバルドは頭をかきながら。

「姫が僕を嫌っても、僕はヴィクトリア姫のことが好きだよ。愛してる」

「あ、そ……？」

　軽く流そうとしたヴィクトリアだったが、さすがに愛してるとまで言われて、眼を見開いた。

「こんなときに、そんなことを言う？」

「愛の告白には時間や場所は問わずなんでね。なにしろ、僕は明日、海で死ぬかもしれない海かい賊ぞくだ」

「その言葉はうなずけるけどね」

　海賊には明日はない。だからこそ、今日を後こう悔かいしないように生きる……とは誰が言ったのか。刹せつ那な的にとか、人生を捨てているわけではなく、だからこそ、生きることに全力を尽くせという意味だと、ガルシアは言っていた。

『俺に教えたのは、トリア、お前の父親のバルタザールだ』

　確かに、あの豪ごう放ほう磊らい落らくな父らしい教えだと、ヴィクトリアも思ったものだ。

「だけど、あなたは今日にも金脈の地図を持って、そっちに向かって、わたしはマーシアから逃げるためにまた旅立つのよ。それで、告白なんてする？」

「離ればなれになるからって、愛を告白しないなんて手はない。言わなくて、後悔するより、言って後悔したほうが僕はいいからね」

「それで、あなた、確実に後悔ばかりしてきたでしょ？　わたしの答えはわかっているでしょうにね」

　ヴィクトリアは思わずあきれて諭さとすような口調で言った。

「いい、オズバルド。あなたは確かにハンサムなバエティカの将軍様で、あなたの中身を知らなければ、たいがいのお姫様たちは、その容姿と肩書で胸をときめかすでしょうけどね」

「中身を知らなければって、ひどいな」

「そうじゃない。わたしだって、あなたのはなばなしい恋の遍へん歴れきを知ってる以上、あなたからの愛の告白なんて、毒どく薬やくが入っているかもしれないぶどう酒並みに、警戒するわよ」

「これは手て厳きびしい……」

　オズバルドが参ったとばかり、天を仰あおぐ。まるきり恋に破れた青年の図ではあるが、ヴィクトリアは同情などしない。

「わたしが理解できないのは、ここでどう考えたって、ふられるのがわかっているのに、あなたがわたしに告白したことよ」

「確かに、ここではふられるかもしれないけど、一度ふられて、その恋が終わるわけじゃない。物語のなかだって、幾度も復活した愛の話はあるじゃないか」

　「ねぇ」とヴィクトリアの顔を覗きこんでくる。まったくへこたれないオズバルドの様子に、ヴィクトリアはあきれながらも、妙な感心さえ覚えてきた。

「わたしとあなたの場合、まったくないわね。そもそも、わたしには……」

「ガルシアがいる。君とガルシアのつながりが強いのは知ってるよ。でも、未来がわからない以上、それは、本当に確実で永遠のものとは言いがたい」

「ちょっと！　他の人たちはともかく、わたしとガルシアは！」

　ヴィクトリアは細い眉まゆをつりあげて、叫びかけるが。

「燃えあがっている恋人たちは、たいがいそう言うものさ。

　ま、君たちのことはともかく。僕はバエティカの将軍で、マーシアに追われている君の後ろ盾だてにもなれる。そのうえ、今回の金脈のことで国での地位はますますあがるだろう」

「……現実的な人は嫌いではないわ」

　普通の少女ならばここで、地位や権力をほのめかすような口説き文句など、夢がないとか汚けがらわしいとか、きっぱりと切り捨てるだろう。

　しかしヴィクトリアは、領土は小さいが、貿易では大国と言えるアルコバッサの王女なのだ。夢がなくとも、金があれば夢が買えると言ったのは、どのアルコバッサの王だったか。とにかく現実的な商人の血が、ヴィクトリアには流れている。

「だけど、あなたがその口説き文句を言うには、今一つ弱いわね。あなたはバエティカの将軍だけど、バエティカのことを決めるのは、王と貴族院よ。それには軍人は入っていないわ。金脈にしても、それはバエティカのものだわ」

　つまり軍人であるオズバルドはバエティカから俸ほう給きゆうをもらう者であって、国の政まつりごとそのものに口を出せるような立場にはない。

「確かに、今はそうだね。だけど、僕はそうなってみせる」

「貴族の地位を買うってこと？　何年後になるかしら？」

「ただの貴族じゃないさ。大臣どころか、宰さい相しようにだって僕はなってみせる。王にならずとも、国を掌しよう握あくする方法はいくらでもあるさ」

「たいした自信ね」

　純粋な驚きにヴィクトリアは目を丸くした。今のオズバルドの発言は、バエティカを乗っ取ると。そう宣言したともとれる言葉だ。

　しかし、彼はさらに驚きの事実をヴィクトリアに告げた。

「僕はバエティカ王の庶しよ子しだ。僕の母の身分が高ければ、僕こそが皇こう太たい子しになっていた」

「……それ、わたしに言っていいの？」

「僕の将来の妻になる人に秘密を打ち明けてはいけないと？」

「わたしはそう思ってないけど」

「僕はそうなってほしいと願っている。バエティカの海軍力はまだ衰おとろえてはいない。これに、アルコバッサの商業の力が加われば、十分にマーシアに対抗……いや、しのぐことができるとね。

　再び日の沈まぬ帝国を復活させる。そのときの宰相が僕で、その妻がアルコバッサの女王たる、君ならば、素敵だと思わないか？

　あのマーシアの女王さえ、まだ世界の半分しか手にしていない。だが、僕たちなら、世界のすべてを手にすることができる」

　そのとき、ちょうど薄暗い空が明るくなって、朝日が二人の姿を照らし出した。これをオズバルドが狙っていたとしたら、たいした演出力だが、たぶん違うだろう。

　なぜなら、ヴィクトリアの気持ちは少しも動かなかったからだ。

「世界のすべてなんて、わたしは欲しくないわ。わたしは、せいぜいわたしとそばにいる人たちの幸せしか願っていないもの。そんな大それたものを欲しがれば、きっと、マーシアの女王のような孤独が待っているのでしょうね」

　マーシアの女王は、結婚することなく、ずっと独身だ。自分は国と結婚した……と宣言したとも言われている。

　彼女が即位したときマーシアは、アルコバッサと同じく小さな島国に過ぎなかった。だが、彼女はその国を、世界の半分を手にした……と言われるまでに大きくした。

　自らの孤独と引き替えに。

　今、女王の後こう継けい者しやの問題がマーシアでは取りざたされているというが、候補の王子たちの誰もが決め手に欠けて、水面下の争いが激化していると聞いている。

「世界を手に入れるなら、あなた一人で行くといいわ。将軍様」

「……残念だ。だけど、僕は一度ふられたぐらいで、諦めることはないよ」

　「覚えておいて」と言い残して、オズバルドは去っていった。







「いいのか？　今をときめく将軍様の求愛を断って」

　入れ替わりにやってきたのはガルシアだ。それに、ヴィクトリアはぴくりと肩を震わせて、振り返り。

「受けても、よかったの？」

「一時的なものってなら、考えてもよかったな。バエティカの後ろ盾は大きい。マーシアも露ろ骨こつにこちらを追ってくることはなくなるだろう」

　確かに、オズバルドと偽装婚約して、マーシアをかわすという手はあるかもしれない……と、ヴィクトリアは考える、が。

「だけど、ダメだ。お前が誰かの婚約者になるなんて！」

「わたしはイヤよ、噓うそでも、ガルシア以外の恋人なんて！」

　同時に二人、叫んで、顔を見あわせて噴き出した。その笑いを収めて、ヴィクトリアは訊く。

「……本当なの？」

「噂うわさはあったな。俺もバエティカの王族の血ち筋すじかなんかかと思っていたが、まさか、王の庶子とはな」

　オズバルドの出生の秘密である。とはいえ、旧大陸の宗教からすると、庶子に家を継つぐ権利はない。家と名を継げるのは、正妻の子と決まっているからだ。

「だが、あいつが将軍になったのはあいつの力だ。海うな原ばらを駆けて手にしたな」

「それは認めるわ」

　女ったらしの将軍オズバルド。だが、周囲が彼の女癖を笑っているのも、彼が立派な船長カピタンだからだ。乗組員たちの命を守り、さらには国を守り。

「……ああ、それにしてもくたびれ損の宝探しだったわね」

　ヴィクトリアは思わずこぼす。なにしろ、散々大騒ぎして、手にしたのは宝剣一本だ。

「いや、俺はいろいろと楽しかったぜ」

　ガルシアが手を伸ばして、ヴィクトリアの手を握る。それに、ヴィクトリアはほんのりと頰を染めて。

「そうね、いろいろあったけど、確かに楽しかったかな」

　彼との距離が再び元に……いや、より近くなった。それだけでも、収穫のような気がした。
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　タウンゼントの取り柄えは生き真ま面じ目めであり、欠点も生真面目である。それは、己おのれでも自覚していることだ。

「おはよう、諸君」

「おはようございます」

　昨日、到着した南の島の海岸。木々の間に布を渡し、日差しと突然のスコールを防ぐためだけの天幕。その下には、テーブルと椅い子すが置かれ、士官用の食堂となっていた。

　普通、艦長は一人で食事をとるものだ。親しみやすさより威い厳げんを、他の士官たちになめられないための、伝統であるが、タウンゼントはあえて、それを破り、他の士官たちとできるだけ一緒に食事をとることにしていた。そちらの方が、部下の状況を把握できるからである。

　そして、朝食の場は、どことなくだらけていた。普通、上陸の二日目というのは、みんな浮かれているか張り切っているものなのだが。なにしろ、焼きたてのパンに、火を思い切り使った料理もある。それがどんな辺境の島であろうとも、ひどい食事が続いたそのあとに、うまい料理が待っていれば、浮かれるものだ。

　もっとも、マーシアの料理は、陸にあがってもひどい……というのが世間の評価だ。そんなことはないと、毎日食べているタウンゼントは思うのだが。

「…………」

　しかし、焼きたてのパンにかじりついている士官たちは、どこか茫ぼう洋ようとしていた。島への上陸に浮かれている様子はどこにもない。

　無理からん……と思わないでもない。なにしろ、今回の任務は他国の密みつ偵ていでも、戦争でもない。〝宝探し〟だ。

　子供の頃なら瞳を輝かせただろう、宝島のおとぎ話も、大人おとなになれば別だ。まして、軍人などになろうという者は、そんな夢物語に興味などない。海かい賊ぞくならばともかく。

　今回は〝金脈〟という大きな目的があれど、それでも士官たちの士気が下がるのはどうしようもないことだ。なにしろ、この宝探しの前の任務は、あの変態王子ユベールのお守りだったのだから。

　ヴィクトリアに強引な求婚をし、無理矢理我がものにしようとして、失敗した王子は、その責任をとらされて、王子の地位を剝はく奪だつされたうえに、マーシアの王城にある塔に幽ゆう閉へいされている。入ったら最後、出るときは棺かん桶おけに入って……つまりは死んで出てくるしかないという、恐ろしい首なし塔とうに。首なしの意味はそのまま、処刑されて首がない……という意味だ。

　マーシアの戦艦三さん隻せきを沈しずめたというのもそうだが、本来不ふ可か侵しんの海賊たちの隠し港、平和の街を襲おそったというのも大きい。それで、現在、マーシアには、植民地から直接届く品はともかく、他国からの品々がまったく入ってこない状態となっている。

　さらには、その植民地からの直接の船便も、私し掠りやく船せんや海賊たちに襲われ放題。バエティカの例の将軍の大暴れは、本国に苦情を言うことで収まったが、他の海賊どもの略りやく奪だつは収まる気配がない。

　あのバカ王子の起こした事件の影響は思わぬほど大きい……というわけだ。

　タウンゼント自身も、そのとばっちりを受けての宝探しというわけである。あの王子の暴走を最後には止めたということで、階級を落とされることはなかったが。

　しかし、士官たちの士気が下がるのは、仕方のないことだ。繰り返すが、あのバカ王子のお守りの次は、こんな世界の果ての南の島で、宝探しなのだから。

「さて、諸君。さっさと宝を見つけて、本国に戻るぞ。ゆっくりしていれば、それだけこの島にいる時間は長くなる」

　タウンゼントの言葉に、士官たち全員が「はい」とうなずいた。いくら、気力の湧かない仕事であっても、それをやり遂げなければ、帰ることはできないのだ。

　タウンゼントがその現実を若い士官たちに告げると、彼らはとたん空元気ながらも、やる気が出たように見えた。パンをかじる姿も、心なしか元気が見えてきたようだ。空元気にしろ。

「そういえば、昨日の奇き妙みような……人魚だったか？」

「半魚人です」

　タウンゼントの言葉に士官が答える。人魚というのにもためらったタウンゼントである。その半魚人にも、かすかに眉まゆをしかめる。

　この生真面目な艦長は、神を信仰してはいるが、幽ゆう霊れいや妖よう精せい、悪魔などのたぐいを一切、信じない人物だった。だいたい、実在しているならば、人を脅おどかすだけの存在ではないと、彼は考えていたのだ。幽霊や悪魔で国が倒れた試しなどないと。

　どこかの海賊が聞いたら、夢もなにもねぇなぁ……とでも、言ったかもしれないが。

「とにかく、その謎なぞの生き物を撃うったと聞いたが、その後の報告は？」

「ありません。現れた海岸に血のあとが残っていたそうですが、その後はなにも……」

　報告する士官の顔は多少青ざめている。士官ともなれば、タウンゼントと同じく近代的な教育を受けて、そのような迷信を信じないものだが、この士官は違うらしい。

　というより、タウンゼント以外の士官たちは、魚人の話が出ると、皆なんともいえない微妙な表情となった。まったく、半魚人など本当にいると思っているのか!?とタウンゼントは問いただしたい気分であったが、ぐっと我慢した。

　今回の作戦に参加している士官は若い者ばかりだ。そんな若者たちが、下位の水兵たちの騒さわぎに巻きこまれても仕方ない。船乗りというのは、迷信深い者たちも多い。

　マーシアの兵ともあろうものが、嘆なげかわしいことだが、しかし、兵たちが妙なまじないのお守りなどで、心の平安を得ている以上、タウンゼントとしても、尊重せざるをえない。

　たとえ、自分が、まるきり信じていなくともだ。

「姿を見せないというのならばいい。その半魚人……いや、人物だが、この島に棲すむ村人という可能性がある。

　いらぬ争いを避さけるために、今度、そのような姿を見かけたなら、一切発はつ砲ぽうはするな！と伝えておけ。こちらに危害を加えるような動作を見せたならば、応戦を許可するが、それ以外は禁止だ」

　タウンゼントの言葉に士官たちは明らかに不満そうな表情を見せたが「我々の任務は、金脈の地図を見つけることであって、原住民との戦争ではない」と告げると、「はい」と全員答えた。

　別に原住民の命を惜しんでいるわけではない。タウンゼントも、島を占領せよ！との女王の命令があれば、ためらうことなく村を襲い、村人たちを殺しただろう。彼は軍人であり、女王の命に従したがうだけだ。

　だが、今回はそれが任務ではない。村人たちが宝探しの障害になるのならともかく、タウンゼントはそのような〝手間〟をかけるつもりはなかった。彼らがそ知らぬふりをしてくれれば、こちらも知らぬふりで、目的の宝を見つけ出せるというものだ。

「とにかく、今日から島中をくまなく探すことにする。少しでもおかしいと感じたら、すぐに報告するように末端の海兵にまで伝えるように」

　なにしろ手がかりは、この島にある……ということしかないのだ。情報を届けた商人は、キャプテン・ターバンの船ふな大だい工くに、ロクな報ほう酬しゆうを支払わなかったらしい。それで、男だん爵しやくの地位を要求したのだから、たいした面つらの皮の厚さだ。

　その商人もマーシアの大臣に情報を吸い取られるだけ吸い取られて、あとは実現するかわからない男爵の地位の口約束だけなのだから、自じ業ごう自じ得とくだろう。もちろん、約束が実現するわけもない。伝えられた女王とて、金脈の話には身を乗り出したが、商人の要求には「あ、そう」だけですませたそうである。

　ともあれ、本当に金脈があるかどうかは、わからない。そんな不確実な情報の宝探しにタウンゼントたちはかり出されたのだから、この任務は左さ遷せん同然だ。

　実際、宝が見つからなければ、半年は島に留とどまり探せ……と命じられているのだから、半年もこの無人島にいるなど、苦行もいいところだろう。

　しかし、命じられたことは、できる限り遂行するのが、タウンゼントの性格である。さて、本日から三日ほどは、島の地形を把握するため、宝探しより、地図を作るのに専念せよと、言おうとしたところで。

「やあ、マーシアの軍人さんが、こんなところで宝探しか？」

　天幕はジャングルの脇わきの木陰になる場所に張られていた。そのジャングルの茂しげみから現れたのは、ガルシアである。

　突然の珍ちん客きやくに、テーブルについていた将校たちは立ちあがりかけたが、タウンゼントはそれを手を伸ばして制する。

「そういう、そちらも宝探しかね？　バエティカの将軍まで一緒になって」

　ガルシアの横にはオズバルドが立っていた。彼は、ここにいるのは大変不本意だ……という表情ではあったが。
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　そう、ガルシアが言った、最後の仕あげのために、彼はここに引っ張られてきたのだ。

　オズバルドとしては、宝を手にしたのだから、黙だまってここを立ち去りたい。そんなふうではあったのだが。

『そっちは金脈を手にして、こちらには宝剣一本。それでケツをまくって逃げるっていうなら、今後一年は、バエティカに俺たちの船経由の積み荷は届かないと思え』

　そんなふうにガルシアに脅されては、オズバルドとしても従わざるをえない。なにしろ、ガルシアとヴィクトリアの率いる商船が、バエティカの輸入の約三分の一を占めているのだ。それがなくなれば、バエティカは物不足に悩むことになるだろう。

　「そう、僕も宝探しにね」とこの目立ちたがり屋の将軍様にしては、ずいぶん控ひかえめにオズバルドは言う。

　だが、ガルシアは。

「残念だが、宝探しは終了だぜ。キャプテン・ターバンの財宝は俺たちが、すでに見つけた。金脈の地図もな」

　そう言って、タウンゼントを挑発する。これには、落ち着いたマーシアの軍人も顔色を変えて。

「なんだと!?　君たちがすでに!?」

「噓うそだと思うか？　証拠ならここにある」

　と、ガルシアが宝剣を見せる。それは、確かに宝にふさわしい細さい工くの品だ。剣の柄も鞘さやも矢も黄金でできており、そこに親指の爪つめよりも大きいエメラルドが並び、星ほし屑くずのようなダイヤモンドが周りを飾る。

　ただし、宝はこの宝剣一本なのだが。

「なるほど、君たちが宝を手にしたのは、確かなようだな」

　タウンゼントは完全に信用したようで、立ちあがり、後ろの将校たちに呼びかける。

「彼らを捕とらえよ！　わざわざ、私たちの前に現れるとは、なんと愚おろかな！」

　すでにこの海岸の士官食堂の異変に気づいた海兵隊の兵士たちは、銃じゆう剣けんを手に、こちらに駆かけ寄ってきていた。

「ガルシア！　やばいぞ！　逃げるぞ！」

「ああ、オズバルド、ご苦労さま」

　オズバルドはジャングルの中に一いち目もく散さんに駆けこむ。それをタウンゼントが「あの男も追え！」と命じた。海兵隊の一個小隊がオズバルドを追っていくが、それで、兵隊の数が減るような少人数ではない。

「さあ、海賊！　覚悟しろ！」

　士官たちと残った海兵隊員たちが、じりっ……とガルシアを囲む輪を縮ちぢめる。

「この人数じゃ、俺もやばいな。あばよ、マーシアの真面目な艦長！」

　タウンゼントに片方の手をあげて、ガルシアもジャングルへと退ひく。それを「逃がすか！　待て！」と海兵隊員たちより近くにいた、将校たちが飛びつこうとするが。

　彼らが一歩、足を踏み出したとたんに、パン！という小さくも鮮烈な爆発音がした。それに驚いて飛びあがって着地すれば、またパン！という音が響ひびく。遅れてやってきた将校たちや、赤い制服の海兵隊の兵士たちも、パンパンという爆発音に、地じ団だん駄だを踏み、奇妙なダンスめいたステップを踏む羽は目めになった。

「ただの癇かん癪しやく玉だ！　うろたえるな！」

　タウンゼントの声もむなしく響き、彼は舌した打うちする。

　こちらを挑発している間に、自みずからまいたに違いない。小さな爆発と大きな音を伴ともなうだけの癇癪玉は、身体からだを傷つけることはないが、混乱させるには十分だ。

「まったく、なにをしている！　海賊は逃げたぞ！　追え！」

　爆発音がようやく静まった頃には、ガルシアの姿はジャングルの奥へと消えていた。それを追うように海兵隊を率いる将校たちには指示をする。

　だが、彼らと行動をともにしようとした、その他の士官たちには「待て」と言った。

「全員で追わなくていいのですか？　奴らは宝を……」

「いや、だからこそ、追う準備をするのだ」

　タウンゼントは生真面目に答えた。







　森の中。ロコが茂みに飛びこんできた。

「ガルシアが来た。あの赤い奴らが、追いかけてくる！」

「いい、みんな。空に向かって撃つだけでいいからね。くれぐれも水兵に撃っちゃだめよ」

　ロコの報告にヴィクトリアはうなずき、後ろの戦士たちに向かい指示をする。戦士たちは、こくりとうなずいた。

　聖なる槍やりと呼んでいたとおり、村の者たちはマスケット銃の撃ち方を知っていても、ほとんど引き金を引いたことがなかった。従って、その銃の腕も惨さん憺たんたるものだった。とても、実践に使えるものではない。

　ただし、儀式で一年に一度は引き金を引いていたというから、撃つことはできる。それで、ヴィクトリアはそれを威い嚇かくに使おうと思ったのだ。

「ほら、仕掛けろ！」

　ガルシアがこちらにまっすぐに駆けてきて、ヴィクトリアたちのいる茂みへと飛びこむ。そこでヴィクトリアが「今よ！」と叫さけぶ。

　銃声が複数響く。

　それに海兵隊の者たちも足を止める。彼らも手に持っていた銃を構えようとするが、その前に、足すれすれに着弾し、先頭の兵士が思わず後ずさる。

　複数の銃声の割に、こちらに飛んでくる弾が少ないことに、兵士たちは気づいていなかった。着弾が本当に彼らの軍ぐん靴かのつま先すれすれ、正確なものだったからだ。

　その撃ち手は、もちろんヴィクトリアに、そして、ガルシア。ヴィクトリアほど正確でなくとも、彼も十分に銃の名手だ。地面に並べた銃を二人は次々に撃っていく。

「よ、よせ押すな！」

　先頭が後ずされば、後ろも下がることになる。ガルシアが消えた茂みの前で、海兵隊は不本意な後退を迫られた。

「ええい！　なにをしている！　進め！　進め！」

　後ろで将校が苛いら立だったように声をあげるが。

「しかし、銃撃がひどくて、このままでは大勢が撃たれます！」

「くそっ！　一いつ旦たん退いて、銃を構えろ！」

　「こちらも応戦だ！」と一番後ろで苛立ち叫んでいた士官は、ずるずる下がる己の隊に舌打ちをしながらも、さらに一歩下がろうとしたが……。

「うわあああっ！」

　次の瞬間、彼は大きく宙につりあげられていた。その身体はすっぽりと網あみに包まれ、身動きがとれない。

　しかし、正確な銃撃に混乱する部隊は、後方の異常に気づくことなく、ずるずると下がり、そのたびにいくつも仕掛けられた、はねあげの網の罠わなに、引っかかることになる。

「よせ！　よせ！　まっすぐ下がればこの網に引っかかるぞ！」

　網にとらわれながらも、将校が叫び異常を知らせて、生き残りの部隊が気づいたそのときには、兵士たちの数は三分の一に減っていた。

「脇に、脇に逃げろ！」

　それでも兵士たちは将校の指示どおり、脇へと逃のがれようとしたが。

「うわあああっ！」

　その男たちの悲鳴は複数にわたり、どどど！と土が崩れる音とあいまって、まるで地鳴りのようだった。それも同時に二つ。

　そう、跳ね網の罠から逃れたと思ったら、その脇に落とし穴が二つ、掘られていたのだ。そこに、残りの兵士たちがすべて転げ落ちる。

　落とし穴は深く、ジャングルの土はぬかるんでいて、滑りやすく、ほぼ垂直の壁を上るのは、大変に困難なようだった。実際、すべての兵士たちは折り重なって、つるつる足を滑らせて、まるで蟻あり地じ獄ごくにとらわれた蟻だ。

　それならば、網にとらわれ宙づりになっているのは、蜘く蛛もの巣にとらわれた虫というところだろうか。

「いや～壮観だな」

　その兵士たちの様を眺めてガルシアが声をあげる。そしてヴィクトリアは銃を担いで。

「ガルシアの作戦、見事に成功ね」

　この島の村人たちを平和に保つには、ガルシアたちがマーシアより先に宝を見つけ、さらに彼らにそれを見せる必要があった。

　とはいえ、マーシアのとの接触は常に捕らえられる危険を伴う。追ってきた海兵隊をどうするか。そこで考えたのは、ここの村人たちの仕掛けた罠を利用することだった。

「さて、オズバルドの奴もうまくやってることだろう」

「彼のほうが、罠に引っかかった先輩ですものね」

「先輩か、そりゃいいな」

　そう、オズバルドは島にやって来たときに村人の罠に引っかかり、捕らえられているのだ。この作戦をガルシアが考えて話したときも、彼一人複雑な表情だったが、反対はしなかった。これが大変有効な作戦だと、身をもって知っているからだろう。

「さて、捕らえられた悪魔たちは、放っておけ。奴らは、懲こりてこの島をすぐに立ち去るだろうからな」

　落とし穴でもがく海兵隊員たちにガルシアは背を向けて、戦士たちにそう言った。

「俺たちは秘宝を手に、すぐにこの島を出る。世話になったな」

　そう言って見たのは、ロコだ。ロコは、ガルシアを見あげて。

「お前はこの島を守ってくれた。いい神様だと認めてやる」

「そうか、それはありがとうな」

　ロコの頭をガルシアは撫なでる。それを見てヴィクトリアは微笑ほほえむ。

「これで、お別れね、ロコ。元気でね」

　そう別れの挨あい拶さつをしたヴィクトリアに、しかし、ロコは口を引き結んだまま、なにも言わなかった。

「さあ、行くぞ、ヴィクトリア」

「ええ」

　二人は自分たちの船の停とまっている海岸に向かい走った。
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　海岸からボートに乗って、沖の白鯨ブラン・オルカ号へ。船の碇いかりをあげて、島を離れる。その横には、同じように黒鷹ニグロ・アルコン号が、帆ほを揚げて走っていた。

　小さくなる島を見つめてヴィクトリアは「いろいろあったけど、楽しかったわね」とガルシアに話しかける。

「…………」

「ガルシア？」

　しかし、ガルシアは思案顔だ。「なにか気になることでも？」と問いかければ。

「いや、あのくそ真面目なマーシアのタウンゼント艦長が、こっちを追いかけてこなかったのが、気になってな」

「オズバルドのほうを追いかけたんじゃない？」

「それはない、奴は先に逃げたし、そのときは別の海兵隊を差し向けていた」

「……それはおかしいわね」

　ヴィクトリアも、その奇妙さに気づく。他の怠たい惰だな艦長ならばともかく、あの生真面目な人物が、部下に任まかせっきりで、自分が出てこないなどあり得えない。

「なら、艦長はどこにいるの？」

「おそらくは……」

　ガルシアは海を見る。

　ガルシアたちが船を停めていたのは、入り江となった白い海岸だ。マーシアの戦艦は島の反対側に停泊していた。

　もし、マーシアの戦艦が、こちらの海岸へとやってきたら、初めから船は拿だ捕ほされて、大変なことになったと……ガルシアたちは思ったのだが。

「だが、あのくそ真面目で、慎重な艦長が、島の周りをぐるりと一周、偵察させないなんて、考えられないことだよな」

「ガルシア、それって……」

「遠くからじゃ、俺たちの船とはわからない。白鯨号も黒鷹号も、マーシアに追われている身だ。普段はそれなりに偽装しているからな」

　ボートの偵察隊では、武装しているかもしれない船には近寄れない。当然、その船体の確認は目視になる。

　追われている海賊船が、偽装するのは当たり前のことだ。たとえば、目立つ船の舳へ先さきの象徴に、張り子を被せて別のものにしたり、マストのマークにも、線を加えたりする。

「海賊船だとわかっても、あの艦長の目的は宝探しだ。無駄な争いは避けようと、俺たちを放っておくのも当然の考えだ。

　普通の海賊ならば、海兵隊の赤い制服を目にしただけで、島から撤退するのが当然だからな」

　海賊とてむやみに争うわけではない。むしろ、逃げることこそが最善！という考え方もある。積み荷を守るためには、当然の判断だ。マーシアに捕ほ縛ばくされては、積み荷どころか命も危ない。

「ちょっと待って！　あちらは、すでに私たちのことを知っていたってこと!?」

　ヴィクトリアは慌てる。それでは、逃げた自分たちが、この海岸に停めてあった船で島を離れることも、当然あの艦長はお見通しではないか！

「海賊がここにいることは知っていたさ。そして、その正体が俺たちで、さらには宝を奪って逃げたとわかっている以上……」

　ガルシアの言葉はそこでとぎれた。

　入り江を出た白鯨ブラン・オルカ号と黒鷹号ニグロ・アルコンの後ろ。

　島陰から、三隻のマーシアの戦艦が、猛もう然ぜんと追跡してきたからだ。
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「艦長！　海賊船の姿を捉とらえました」

　副官の言葉に、タウンゼントはうなずいた。そして、双方の海賊船の船尾で、手旗を振る二人の男の姿に気づく。

「望遠鏡を！」

「はっ！」

　部下がすかさず差し出すそれを、タウンゼントは覗のぞきこんだ。まずは、白鯨号からだ。そこには、不敵な笑みを浮かべて旗を振るガルシアの姿があった。

「こんな望遠鏡越しではなく、すぐ近くで剣をあわせたいものだな」

　前にユベール王子の騒動で、タウンゼントとガルシアは決闘をしている。勝利はガルシアのものとなったが、二人の剣の腕は肉薄していた。

　一度の敗北ぐらいでタウンゼントは引き下がるつもりはない。再びあの海賊とは戦ってみたいものだと、思わずつぶやけば、そばにいた将校たちは意外な顔をしていた。

　この真面目な艦長が、こんな好戦的なことを言うとは思わなかったらしい。それにタウンゼントは笑い。

「君たちも、血湧わき肉躍おどるような好敵手ライバルに出会えばわかる。男ならばな」

　望遠鏡から一旦目を離して、そう言う。そして、再び覗きこめば、丸い視界のなかで、ガルシアがてきぱきとわかりやすい大きな仕草で旗を振る。

　旗振り信号は、各船ごとの暗号もあるが、万国共通の言葉もある。平時のときには互いの船の連絡手段として、そして戦時の交渉や降伏を相手に伝えるためだ。

　今、ガルシアはこう伝えてきていた。

『やあ、マーシアの親愛なる艦長。いきなりドカンはゴメンだぜ。あんたの探している宝の地図も海中じゃ、島中探すより、さらに大変じゃないのか？』

　つまりは宝が欲しけりゃ、こちらの船を撃つな！というわけである。いかにもガルシアらしい言葉に、タウンゼントは苦笑する。

　さらにガルシアの横にはヴィクトリアが立っていた。彼女の身み柄がらを〝無傷〟で、確保するように命じられているマーシアとしては、攻撃することはできない。

　そして、その横を走るオズバルドの船を見れば。

『隣の船には、アルコバッサのヴィクトリア王女が乗っている』

　と、こちらはオズバルドではなく、部下だろう男が手旗を振っていた。しかも、今は仲間だろう白鯨ブラン・オルカ号を売るような内容だ。

　ただ、取引の内容としては、確かにマーシア相手には有効だろう。ずっと追い続けていた、王女が船に乗っているのだ。それだけでも、白鯨号を追う価値が、タウンゼントたちにはある。

　戦艦は三隻。二隻の海賊船と戦うには十分だが、これを捕縛するとなればどちらか一隻に絞しぼる必要があるだろう。

　そこに、ガルシアがまた新しい内容の旗を振ってきた。それを見て、タウンゼントは思わず微笑む。

『こっちには生きてる黄金が乗っちゃいるが、隣の船には地図に描かれた黄金が乗っているぜ。どうする？　艦長？』

　生きてる黄金はヴィクトリアのこと。地図に描かれた黄金とは、当然、金脈のことだろう。

『俺は噓をつかないぜ、わかってるだろう？　タウンゼント艦長？』

　さらには念押しのようにガルシアが旗を振るのにタウンゼントは噴き出す。それに、周りの士官たちが目を丸くする。

「信用するともさ、当然だろう、好と敵手もよ」

　そう言って、望遠鏡から目を離したマーシアの艦長は、重々しく命じた。

「目標は黒鷹ニグロ・アルコン号。我らは黄金の地図を奪取する」

　タウンゼントに今、命じられているのは、鉱脈の描かれた地図と、その場所の確認である。そちらを選ぶのは当然のことだった。
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　三隻のマーシアの戦艦が、黒鷹号を取り囲むように追跡しだしたのを確認して、白鯨号は距離をとって離れた。

「自業自得とは思うけど、大丈夫かしら？」

　遠ざかる黒鷹号とマーシアの戦艦を見ながら、ヴィクトリアが言う。その横に立つガルシアは「オズバルドのことを心配してるのか？」と尋ねる。

「いい加減な人だったけどね。だけど、まだ縛しばり首になるほどじゃないと思うけど」

　海賊の処刑は縛り首と決まっている。軽い口調で言うヴィクトリアがさほど、心配をしていないふうなのは、本当にオズバルドが処刑されるとは思っていないからだ。

「まあ、捕まっても奴は、バエティカの将軍で私掠船の船長カピタンだ。すぐには縛り首にもならないし、身代金目的なら、丁重に扱われるだろうさ」

　そう、なんの後ろ盾もない海賊船の海賊ならばすぐに処刑であるが、オズバルドはバエティカの雇やとわれ船長であり、さらには軍人で将軍なのだ。捕ほ虜りよとなった者は、身代金と引き替えに、交換されるのが旧大陸の古くからの決まりごとである。

「まあ、それにあいつなら身代金などなくとも、あのよく回る舌だけで、なんとかするだろう」

「そうね。確かに口だけはうまいものね」

　口だけとはなんだ！とこの場にバエティカの若き将軍がいれば、憤ふん慨がいしそうなことを言いあったのだった。
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　島ではなく、新大陸の〝本土〟へとジャングルを分け入ること、三日あまり。タウンゼントと彼に捕とらえられたオズバルド、それにマーシアの海兵隊の一行は、ようやく、目的の洞どう窟くつへとたどり着いた。

「本当にこの場所なのか？」

「噓うそだったら、僕の命も危ないんだ。今さら、偽いつわりなんて言うわけがない」

　ガルシアたちが見事に逃げたそのあとに、オズバルドはマーシアに捕つかまった。

　船は大した抵抗もせずに捕まったと言ってよい。抵抗すれば、大たい砲ほうで撃うたれ、多くの者が負傷しただろうし、それで船が沈しずめば、もっと多くの者が死ぬことになるだろう。

　負ける戦いくさは、元からしない……というのが、オズバルドの流儀である。

　だが、なにがなんでも生き残る！というのもオズバルドの信条だ。

　彼はなんと、乗りこんだタウンゼントたちの目の前で、宝の在あり処かが描かれた羊よう皮ひ紙しを火にくべた。

　そして、燃えた地図を前にして、彼は陽気に笑いながら言ったのである。

「やあ、親愛なるマーシアの諸君。宝の地図は僕の頭の中にある。それでも僕を処刑するかい？」

　マーシアの商船を何なん隻せきと襲おそった、悪名高いバエティカの海かい賊ぞく将軍。それを袋ふくろ叩だたきにしたい！というのが、マーシアの全兵士たちの気持ちであったが、それをタウンゼントは抑えた。

　今は金脈のありかを聞き出すのが肝心だと。

　オズバルドの要求はこうだった。

　鉱脈の場所は自分が案内して教える。

　それと引き替えに、自分と乗組員の命を助け、身み柄がらを自由にすること。

　まずは前金として、すべての乗組員を解放してほしい。

　ずいぶん虫のいい要求だと、マーシアの将校たちは憤ふん慨がいした。要求を突っぱねるべきだと、タウンゼントに進言する者がいたのも確かだ。

　しかし、金脈を見つけることが、今回のタウンゼントたちの任務だ。

　結局タウンゼントは、オズバルドの要求どおり船ごとオズバルドの部下である海賊たちを解放した。武器弾薬はすべて取りあげ接せつ収しゆうしたうえで、近くの港に寄るまでの最低限の水と食料のみを残してである。これならば、自分たちの命を守るため、船長カピタンであるオズバルドを助けようと、タウンゼントたちの船を密ひそかに追いかけてくる……などという、バカなことはしないはずだ。

　金脈探しをする以上、このまま船を曳えい航こうし続けるのは重荷だ。それに、海賊たちの反乱にも気を使い見張り続けなければならない。

　それを考えれば、解放してしまったほうが、ずっと楽だった。人ひと質じちはオズバルド一人であるし、彼だけならば、見張りなどそういらない。部屋に押しこめておけばよい。

　しかし、この女ったらしで饒じよう舌ぜつな将軍は、タウンゼントに様々な要求をした。曰いわく、夕ゆう餉げにはかならずワインを一ひと瓶びんつけてくれ。ハムか肉もつけてくれなければ、いざ宝探しとなったら、力が出ない。隣の部屋の海兵たちのいびきがうるさくて眠れない、などなど。

　堅かた物ぶつのタウンゼントと、軽いオズバルドがあわないのは当然のこと。それでも、タウンゼントは、この青年に顔をしかめながら、たいがいの要求はかなえてやった。ワインやハムに肉、それにいびきの聞こえない部屋ぐらいなら、金脈一つに比べれば安いものだ。

　それに、性格はともかくとして、〝船長カピタン〟としてタウンゼントはオズバルドをある程度評価していた。宝の地図を燃やし、自分一人助かるのではなく、まず乗組員たちを助けて、己おのれは人質として船に残ったのだ。

　それこそが、船乗りたちが信頼するという船長というものだ。最後まで船に残り、己が責任をとる。







　そんなこんなで、目的の海岸に船が着いたのが三日前、そして、小舟ボートで川をさかのぼること二日。さらには、ジャングルに分け入って、目標の岩山にたどり着いた。

　その中腹の割れ目にできた洞窟に入りこみ、カンテラの光だけを頼りに進むことしばし。

「……これが、キャプテン・ターバンの金脈か？」

「確かに見事にきんきらきんだな」

　タウンゼントがうなるように言い、オズバルドは軽い調子で「ははは！」とごまかすように笑った。







　そこには、カンテラの光に照らされて、黄金に輝く〝宝〟があった。衣装箱からあふれんばかりに山盛りになっている金貨。一箱だけではない、何箱もある。それより小さい小箱には、色とりどりの宝石が詰まっていた。鶏けい卵らんほどの輝くダイヤモンドに、ルビー、サファイア、東洋のエメラルドと呼ばれる上質な翡ひ翠すいに、割った岩の形のまま置かれた、原石のオパール。そして、もう一つの小箱にはこぼれ出さんばかりの、南洋の白に黒、黄金の色をした大粒の真しん珠じゆ。

　さらには失われた古代文明の宝。大だい理り石せきの女神像に文もん様ようの描かれた壺つぼ。そして、消えた巨きよ匠しようの絵画。

「よくもまあ……集めたものだ。さすが、ファッルーフシャーの秘宝」

　オズバルドがあたりを見回して感かん嘆たんする。それをタウンゼントはにらみつけて。

「これはどう見ても金脈ではない。普通の洞窟だ」

　カンテラであたりを照らし出しても、見えるのは岩肌ばかり。後ろを振り返り、つれてきた地質学者を見たが、彼もハンマーで叩き割った岩石をちらりと見て、首を振る。金のかけらも入ってなさそうだ。

　話ではカンテラの光に輝くほどの黄金の岩肌……だったというから、どう考えても、この洞窟ではない。

「まあ、地図には金脈とは書いてなかったからな。キャプテン・ターバンの宝はこれだったってわけだろう」

　オズバルドがそう言えば、タウンゼントはじっと彼の顔を見て。

「では、この地図を見つけた洞窟に隠された財宝の他に、キャプテン・ターバンはさらにこんな場所にわざわざ宝を隠したと？」

「地図の洞窟にあった宝はあの宝剣一本だけだった」

「なんだと!?」

　その言葉にタウンゼントは当然驚く。オズバルドはくすくすと笑いながら。

「ガルシアの奴が手にしたのはあの宝剣一本だ。金脈のことはあんたたちがうるさいからと、宝をとったんだが、あそこにあったのは、あれ一つ。まったく、大変な手間をかけて海をさらったあげくに、真珠一粒ってわけだ」

　そのオズバルドの言葉にタウンゼントはあごに手を当てて考えこむ。

「彼があの島から持ち出したものは、宝剣以外、なにも？」

「ああ、なにもなかった」

　そのタウンゼントの言葉に、オズバルドはさらりと答えた。その表情に変化はない。もっとも、この百ひやく戦せん錬れん磨まの将軍の感情を読みとろうなどとは、タウンゼントもはなから、思っていないのだろう。

「まあ、よろしい」

　と、財宝を見て、後ろの海兵隊員たちに「運び出せ」と命じる。

「金貨一枚たりとも残すな。すべて陛へい下かのものだ」

　書記は宝物の目録を作れと、いかにも生き真ま面じ目めな将軍らしく命じる。

「この宝、全部運び出すつもりなのか？　目当ての金脈でもないのに!?」

「金脈は確かに見つからなかったが、ここにある財宝はすべて女王陛下のもの。接収するのは当然のことだ」

　タウンゼントのいかにもな返事に、オズバルドは無言で肩をすくめる。

「将軍」

「ん？」

　そのオズバルドの掌てのひらにタウンゼントがなにかを落とす。それを慌あわててつかんだオズバルドは、目を見開いた。

　そこにはキャプテン・ターバンの金貨が一枚。

「あなたの案内賃です。あとで契約書を書いていただく」

「契約書!?」

「地図の場所に案内するとあなたは私たちに申し出た。その契約書です。その金貨一枚。あとは一切の要求も、権利も放棄するとの契約書に署名を」

　「それで、あなたは解放です」とタウンゼントは言う。そのあくまでしかつめらしい顔が、くるりと後ろを向いたのに、オズバルドは思わず噴き出した。

　記念に金貨一枚と言わず、案内賃ときた。それに金貨一枚、あくまで生真面目に支払ううえに、こちらに契約書を書けというのだ。

　どこまでも生真面目でけちんぼのマーシア人らしいではないか。彼らは真顔で冗じよう談だんを言い、冗談を言ったことに気づかない……とは誰だれの言葉だったか。

「いや、ガルシアがあなたをどことなく気に入っている理由がわかりましたよ、タウンゼント艦長。僕もあなたが好きになったな」

「そうですか。私はあなたのように軽い方は、あまり、よい印象は持ちませんな」

　タウンゼントはこれまた正直にオズバルドの言葉に答えて、オズバルドの笑いを誘ったのだった。
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　白鯨ブラン・オルカ号の一番上の甲かん板ぱん。そこに張られたハンモックにガルシアは揺られていた。眠ってはおらず、片方の手にはあの村から持ってきた聖なる本を開いている。長老には別の本を──己の航海日誌──を与えておいたから、今頃は、その本をあがめて儀式をしているだろう。

　実は、この聖なる本に書かれている財宝の章には続きがあった。

　虹にじが指し示す洞窟。その奥にて、羊の皮には我が財宝のありかを。宝剣に金の女神を指し示す、道を。

　そう、羊皮紙にはキャプテン・ターバンの宝のありかが、書かれていたのだ。それをオズバルドたちは、金脈が描かれた地図だと誤解したのだ。

　正解は、宝剣だったのだ。いや、宝剣に見せかけた入れ物と言うべきか。鞘は物入れとなっていて、柄つかの蓋ふたを抜くと中に折り畳まれた羊皮紙が入っていた。

　それこそが、金脈へと導く本当の地図だ。

　だが、ガルシアはすぐにそれを確認するつもりはない。今動けば、聡さといオズバルドやタウンゼントも気づくだろう。

　どちらにしても、金脈は逃げはしないのだ。ゆっくりと準備すればいい。ガルシアは羊皮紙を日に透すかすように見て、ほくそ笑む。

「海賊は騙だまし騙されってな……」

　独ひとり言ごとをつぶやいた、そのとき。

「密みつ航こう者しやだぞ！」

　そんな叫さけび声が響ひびいた。







「ずっとパンがなくなっていた。頭の黒いネズミはお前か！」

　甲板の上に、人の輪ができている。コック長はかんかんで、そのパン泥棒の首根っこを押さえていた。

「まったく、貴重な食料を盗みやがって！」

「ロコ！」

　叫んだのは、ヴィクトリアだ。ロコも彼女を見て「ヴィクトリア！」と叫ぶ。

　ヴィクトリアの手前、コック長が手を離せば、ロコはヴィクトリアに飛びつくように抱きついた。それをヴィクトリアは受け止めて。

「どうしてここに？」

「ロコは神の従者だ。だから、ついて行けと長老に言われた」

「なんで……その神の従者が、トリアにしがみついているんだ？」

　ロコの首根っこを再び捕まえて、ヴィクトリアから引っぺがしたのは、ガルシアだ。ロコは「離せ！」と手足をバタバタさせる。

「それが神様に対する態度か？」

「ロコはお前が神様だなんて、認めていない！　だけど、島を出るには長老の許可が必要だった！

　ヴィクトリア！　ロコはやっぱり、お前を諦あきらめられない。お前を花はな嫁よめにする！」

　このいきなりの求愛に、ヴィクトリアのみならず、甲板に集まった船乗りたち全員が、目を丸くしている。そのあと、ヴィクトリアは「ロコ、それは困るのよね」と戸と惑まどい、船員たちは「うちの姫船長プリンセサ・カピタナに求愛するたぁ、勇気のあるガキだ」とからかい混じりのやんやの喝かつ采さいをする。

　そして、ガルシアの太く形のいい眉まゆは、ぎりぎりとつりあがり。

「このガキは！　何人も嫁をもらうような奴に、トリアをやれるか！」

「ロコ、考えた！　他の花嫁はいらない！　ヴィクトリアだけがいい！　生しよう涯がい、ロコの花嫁はヴィクトリアただ一人だ！」








[image: ]









　この純愛宣言に、船員たちはさらに「いいぞ！」と口笛をピューピューと吹く。

「百人だかの子供はどうするんだ!?」

　しかし、ガルシアは子供の言うことなどと、軽く受け流せない。百人ではないのだが、とにかくたくさんの子供を作るとロコが言っていた、その言葉を突けば。

「ロコとヴィクトリアならば、それぐらいの子供は作れる。頭の白い年寄りとは違って、ロコたちは若い！」

　そうきっぱりと宣言する。ヴィクトリアは「そ、そんなに子供は生まれないわよ」と赤くなり、やはり船員たちは口笛混じりのからかいの喝采。そして、ガルシアはすっかり頭に血が上り。

「誰が年寄りだ！　俺は十分に若い！　このガキ！　海に叩きこんでやる！」

「やめて、ガルシア！　相手は子供よ！」

　

　今日も、白鯨ブラン・オルカ号はにぎやかである。











〈ＥＮＤ〉
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　後書きです。

　……毎度、書くネタが思いつきません。そして、今回も後書きのページ数に関する攻こう防ぼうが、私と担当さんとの間でありました。担当様ぁ～そんなたくさんのページ数、おら書けねぇでございますだぁ。せ、せめて、四ページ、四ページが、おらの限界にごぜぇますだぁ……。かくして、４ページ埋めるための悪あく戦せん苦く闘とうが、始まったばかりにございます。




　海かい賊ぞくネタといえば、私し掠りやく船せんってあったよね……と出したのが、オズバルドにございます。同時にバエティカの将軍様なのは、同じくイギリスの私掠船の船長で、将軍であるフランシス・ドレークさんがいたから。

　このドレイクさん、作中にもキャプテン・ドラコのモデルとして登場してます。

　しかし、国家認定の海賊でありながら、私掠船とは、なんか矛む盾じゆんしてますね。私、いつもこの文字を見ると、国家認定の略りやく奪だつ稼か業ぎようなのに、私掠船とはこれいかに……と思いますけれど。

　ともかく、このドレイクさん、調べてみるとマゼランの次に世界一周をなしとげた、男だとか。しかも、その間に主にスペインの船を襲おそう海賊稼業をしながらです。

　イギリスに戻もどってきたときには、なんと当時のイギリスの国家予算を超える略奪品を、エリザベス一世に献けん上じようしたとか。その褒ほう美びとして、彼は将軍に叙じよ任にんされると同時に、貴族の地位も与えられるわけですが……。

　当時の国家予算を超える略奪品とは、とんでもなさすぎますね。実際、このときのイギリスは海賊稼業で成り立っていたとも言われるわけで、後こう世せい、海賊の国とののしられるのも無理からんことなのかな……と。

　ただ、この私掠船というのは、戦時ではどこの国でもやっていたわけです。戦争中だから、相手の国の船を襲ってよい！とは、今からは考えられないですが、残念ながら昔から戦争のあとには略奪はつきものだったわけですから、（よく英明な君主や将軍のいつわに、略奪を兵士たちに禁じた……と書かれているのは、逆の意味ではそれほど略奪が当たり前だったということです）大航海時代には、海の上にもそれが拡大したと見るべきなんでしょうね。




　ちなみに普通の海賊？と私掠船の違いは、捕つかまったときに即そく処しよ刑けいされるか、捕ほ虜りよにされるかという、作中で書いたとおりです。国に所属しているわけですから、捕虜として扱われ、身みの代しろ金きんが払われれば引き替えに開放というわけです。

　これもヨーロッパでは古くからの習ならわしというか、伝統ですね。たしか、かのカエサルも若い頃に山さん賊ぞくに捕まって人質となり身代金を要求されたとき、身代金の金額が低すぎると文句を言ったり、ワインや上質の食事、さらに快適な環境などの要求を平然としたとか。自分は高貴な身分なのだから、それぐらい当然だという顔だったそうですが。

　ちなみにその盗賊たちは身代金をとるどころか、カエサルを救出にきた軍に捕らえられました。呆ぼう然ぜんとする盗賊の首領にカエサルは、これほどの軍が助けにくる自分はやはり大物だっただろうと言ったとかなんとか。




　話が横道に逸それました。さて、オズバルドさん、私は好きです。まあ、おつきあいするのは考えてしまいますが（笑）。バエティカはスペインがモデルなんですが、この人の女性に対する対応は、どう考えてもイタリア男ですね。

　ちなみに彼らの名めい誉よのために言っておくと、あちらでは妙みよう齢れいの女性を目の前にして口く説どかないのは、失礼に当たるんだとか。ま、それにしても、彼らが相当な女好きであることは確かですけどね。そのうえに、だいたいがマザコンだったり。（イタリアのマンマの味ですよ（笑））

　ただ、イタリア女性というより、マンマになると、みなさん思い浮かべると思いますが、かなりふくよかに……。その娘と結婚するなら、母親を見てからにしろ、ということわざがあるそうですが、なるほど……と思います。

　ただ、最近は世界中でヘルシーブームで、あのイタリアでさえ、低カロリーのビスコッティやなにやら紹介する番組を見たので、あちらのマンマの体型も変わってきているのかもしれません。




　オフィシャルサイトあります。名前は「ぐれ～す」アドレスは「http://simayuki.net/」志し麻まの名前か、サイト名で検けん索さくすると出てくると思います。




　あ、肝かん心じんの主役二人のことを語かたらなかった！　トリアはともかく、ガルシアがあんなにヘタレだったとは知りませんでした（笑）




　最後にこの物語を読んでくださった方に、感謝をこめて。
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我が家の猫はストイックです。
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